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　ただいま！

　私はリリス。覚えてくれてた？

　ちょっと暫くぶりだから、おさらいからいこうかしら。

　ああそうそう。私はよくわからないんだけれど、どこかの世界でいう『一巻』っていうものを覚えている人は、次に飛んでもいいらしいわよ？　でもそれってなんなのかしらね？

　あ、話を戻さないと！

　私はもともと十五歳の人間の女の子だったんだけど、色々事情や手違いがあって、魔族（幼女）になっちゃったの。今は、キュートな羊のような丸いツノを持った、外見四歳児！

　私は人間の国のノートン王国に属する、フォルトナー辺境伯の末娘として生まれた。

　職業は召喚師。召喚師っていうのは、一般的には精霊の類いなんかを召喚できるのだけれど、私の能力は特別。『英霊召喚』っていう固有スキルの持ち主なの。

　過去に偉業を残して死んだ英雄や聖人などを、『英霊エインヘリヤル』と呼ぶ。

　私の固有スキルは、その『誰でも』喚よぶことができる。そして喚んだ彼らを使って、私はお父様と二人のお兄様達と一緒に、魔物の多い辺境の地を守ってきた。

　それは厳しい日々だったけれど、家族一緒に過ごせる平和な日々だった。

　ところがそんな中、ノートンの国王達が、自分達の威信にかけて、魔王討伐を行うと称して勇者を召喚したのだ。

　そんな勇者のパーティーメンバーを選定していた国王達の耳に、運悪く私の名前が知れたらしい。私は、嫌々ながらも家族と離れて、勇者のパーティーメンバーとなるべく招聘された。そうして私は勇者パーティーの一員となったんだけれど……。




　私、その勇者に裏切られて、刺し殺されそうになったの！

　理由は単純。自分のモノオンナにならないから。

　酷くない!?




　私とその勇者以外にも、パーティーには魔導師のアリアと弓使いのフォリンという女の子がいた。彼女達はどちらもハヤトとそういう関係で、私も最後の一人として彼から関係を迫られたのだ。

　勿論、丁重にお断りした。彼のハーレム要員になる意思はないし、特に好みでもないし（笑）。だから、英霊エインヘリヤルを召喚して、彼をご本人のテントにポイってしてもらった。

　そしたらある日、私は彼に背後から刺されてポイってされたの。

　全く、やんなっちゃうよね。

　ただ、私は彼らが思っているほど弱くはない。というかむしろ能力を隠していたの。だって、私の固有スキルが国にばれたら大変でしょう？　特殊なスキル持ちは喉から手が出るほど欲しい人材。部下になれだの、国に縛り付けるための婚姻だのを命じられかねない。

　だから私は、英霊エインヘリヤルの大聖女フェルマーを喚んでとりあえずの手当てはしてもらい、ハヤト達には隠れて、こっそり一命を取り留めたのだ。だけど、流石に血を流しすぎたようで、私はその場で意識を失ってしまった。

　そんな場面を目撃していたのが、魔族の四天王の中の紅一点、アスタロト。

　魔王領への勇者侵入の報を受けた魔王ルシファー陛下に命じられて、私達一行を監視していた彼女は、私が勇者に裏切られた一部始終を見ていたのだそうだ。

　そして、彼女の善意で私は魔王城に保護された。

　そんな魔王城には、魔王ルシファー陛下を筆頭に、その配下として四天王達がいた。

　その当時の四天王は一人分が空席で、合計三人。

　私を助けてくれたアスタロトと、宰相でもあるアドラメレク。そして諜報と隠密に長けたベルゼブブ。

　私は、彼らに私の召喚師としての能力を披露し、さらに彼らに、私が魔王城に保護されるに至った経緯や身の上話をした。

　その結果、事情が事情で迂闊に国にも帰れない私は、陛下の「ならばいっそ魔族になるか？」という提案を受けて、魔族になって生きていくという選択をしたのだ。

　ただそこで、一つ、だけれどとんでもない事故が起きたのだ。

　私は、ただ人間から魔族になるだけのはずだった。十五歳の少女魔族になるはずだったのよ。ところが、アドラメレクが魔族になる薬の調合を誤ったのだ！

　なんでも、私の場合は入れなくても良い『若返りのエキス』を、薬液から抜き忘れたそうだ。

　私は無事に魔族にはなれた。そして、魔族になったおかげで、ただでさえ優れた力を持っていた私は魔力も魔法威力もアップしたらしい。

　だけど見た目は十五歳の少女から、四歳の幼女にまで戻っちゃったの！

　もー、アドラメレクだけは絶対許さないんだから！

　だから、幼児化の原因になった、魔族化の薬の調合を間違えた彼のことは、未だに孔雀アドラメレクって呼んであげているの。そして、お詫びの印として、私が魔王城で生活していくためのたくさんのドレスから、リボン、靴といった小物類にいたるまで、彼に用意してもらった。

　それらはとてもセンスがよく、かわいらしい特別製のものばかりだった。だから、彼のファッションセンスは認めてあげている。

　だって、彼のおかげで、私は毎朝可愛いドレスを選び放題なんだもの！

　あっ、ととと。また話が逸れちゃった。

　で、そのあと陛下の命令で、当時魔族領の一区画を陣取って領土開発の邪魔をしていた、古竜のニーズヘッグを眷属にした。今では愛称でニーちゃんなんて呼んでいるけど。

　本当は「倒せ」って命令だったんだけれど、私が喚べるだけの英霊エインヘリヤルを喚んだら、圧倒的な力の差に命乞いをしてきて。殺しちゃうのもかわいそうになって、眷属にしたの。

　そんな経緯があって能力を認められた私は、魔族の四天王の最後の一人かつ、魔王軍の将軍となった。

　そのあとも、実家のほうでは紆余曲折あって、今度は私を傷つけようとしたという事実を知ったお父様やお兄様達が『激おこ』しちゃって、ノートン王国に喧嘩を売って独立宣言をした。

　まぁでもそこは血で血を争うなんてことはしていない。

　元々ノートン王国の国王や枢機卿といった人達に人望がなかった。むしろ、独立を宣言したお父様に付いてくれる人々が多かったのだ。だから、そんな人達はアスタロトを筆頭とした魔族の飛竜兵達に守ってもらってお引っ越しさせて、お父様はフォルトナー王国の国王になったの！

　無血独立したのよ！

　そのあとは、辺境の地であるフォルトナーに元々封印されていた、ブーシュヤンスターっていう名前の悪魔をやっつけたり、姉弟である神様を仲直りさせたりして実家は落ち着いて。

　最後はびっくり。

　私の命の恩人のアスタロトがお父様と結婚してハッピーエンド！

　そんなことがあったの。思い出した？







[image: ]




　話を私に戻してと……。

　魔族になった私は、類まれな戦闘能力を持って、最後の四天王の座を埋め、そして、将軍に任命された。そしてちょうど今、魔王城内の私の配下の部下である、騎士と兵士や魔法兵達のための訓練場にいるところだ。

　ここはかなり広く、魔導師向けの練習施設もある。

　私はそこの観覧席で、アリアに入れてもらった紅茶と、菓子の乗せられた小皿と共に、テーブルに腰掛けている。勿論、椅子は幼児用。作らせたのだ（えっへん！）。

　いやまあ、普通の椅子だと足がぶらぶらして辛いから、ドワーフの職人さんにお願いして作ってもらいました……。

　そして、私はその特製の椅子に腰掛けながら、訓練場で訓練の準備をしている騎士や兵士達を見下ろしている。




　──将軍が観覧席で何しているのって？




　うん。観覧しているの。

　だって、私自身には戦う能力はないもの。

　私は『英霊召喚』の固有スキルに特化した『召喚師』！

　私は右手を差し出して、顕現してほしい者達の名を呼ぶ。

「サモン、だいまおうパズス、えいゆうおうアーサー、だいせいじょフェルマー！」

　私は、魔王ルシファー陛下のお父様でもある大魔王パズスと、マーリンの弟子でもあった伝説の王、剣聖アーサー、そして大聖女フェルマーを喚んだ。

　私の差し出した右手から、黄金色の魔力が流れ出し三人の人の形になる。そしてそれは、喚び出した三人の姿となった。

「マスター、お喚びでしょうか」

　三人が、律儀に礼をしてくれる。

「ありがとう、きてくりぇて」

　ん。噛んだ。

　その様子に、三人が微笑む。

「おや、ここは……、訓練場」

　ぐるりと喚ばれた場所を見回したアーサーが、口にする。

「この場所にということは、部下の訓練のための召喚か？」

　パズスが、訓練の準備のために体を軽めに動かしている部下達を見下ろす。

「じゃあ、私は回復要員ということで……。マスターとこちらでご一緒してもよろしいかしら？　ここからあちらに向けて回復すれば十分と思いますし」

　そう言うフェルマーの顔がとても嬉しそうだったので、「もちろんでしゅ！」と、私は向かいの普通の椅子を彼女に勧めた。

「じゃあ、お邪魔しますわね」

　アリアは、フェルマーの椅子を引いて座るのを補助してから、フェルマーの分の紅茶を準備する。

「では、お二人とも、いってらっしゃい」

　にこやかに笑って、フェルマーと私が、階下の訓練場に移動するパズスとアーサーを見送る。




　こうして、恒例の訓練が始まった。

　アーサーは、騎士や兵士達の教育担当。手には木で剣を模したものを持っている。

　そして、剣士達は「まとめてかかって来い！」状態。




　──まあ、一対一で戦えるほうがおかしいんだけれど……。




　だって、英霊エインヘリヤルたる剣聖アーサー相手だもん。

「始め！」の一言で始まると、アーサーは、ステップで大きく前進して、あっという間に一人の騎士の懐に入り込み、彼がもし鎧を着ていたら隙間があるであろう、利き腕の肩関節を木の剣で突く。

「ぐあっ！」

　一本取られた騎士が顔を顰める。

　続行に支障があると見ると、すかさずフェルマーが負傷者の方向へ腕を差し出し、「ヒール」と言ってあっさり回復させてしまう。

「ふふ、頑張ってね。はい、リリス様、あーん」

「あーん」

　その回復のために伸ばした腕を戻しつつ、フェルマーは菓子の小皿から一口大の小さなマドレーヌを手に摘む。私は彼女の言葉に応じて、口を開けてマドレーヌを頬張る。

　そう。怪我をしても、疲労しても、部下達は瞬時にフェルマーに回復される。

　彼らは、決まった時間を、延々と休みなく訓練をし続ける、なかなかなハードモード訓練だ。

　ちなみに、パズスに指導される魔導師達も、その辺りは変わらない。

「己の体内から魔力を引き出し、それを練り、より強力な攻撃にするのだ！　それも一瞬にだ！　闇の弾丸ダークバレット」

　そう言うと、パズスが両腕を空に向けて掲げ、無数の闇属性の圧縮された魔力の弾丸が出来上がる。

　そのガラ空きの胴体を、闇の弾ダークボールで狙う者が数名。

　だが、パズスは「甘い！」と一言言って地を蹴って高く飛び上がり、彼らの攻撃は一撃も命中せず、誰もいない空間でぶつかり合って消滅する。

「じゃあ、こいつでどうだ！　闇の弾丸ダークバレット！」

　宙に浮いて避けられないだろうと判断した者が、パズスの腹に向けて弾丸を発射する。

「甘いな。氷の障壁アイスバーン」

　すると、パズスの足元に分厚い氷の板が出来て、パズスはそれを蹴って、横に体を避けていく。

「なかなか今日の最後の一撃は上出来だったぞ。では行け、弾丸達よ！」

　その命を受けて、最初に生み出されていた弾丸が部下達に飛んでいく。

　それは彼らをあっさり貫通し、全員倒れ込んだ。

　それを、観覧席で見ていたフェルマーが、出番とばかりに手を差し伸べる。

「あらあら。エリアヒール」

　すると、倒れていた部下達の傷が綺麗に治ってしまう。

「じゃあ、リリス様、あーん」

「あーん」

　私は、口元に差し出された口溶けの良いチョコレートを頬張る。




　──ん。あれ？




　何か視線を感じる。

「「「リリス様は何をしにいらしてるんですか！」」」

　下にいる部下達から、クレームが来た。

「……え。かんとく。しょーぐん、だかりゃ」

　こてんと首を傾げてみた。

　でも、ダメだったようだ。

「「「お菓子食べているだけじゃないですか！」」」

　暫く激しいブーイングが止まらずに、練習が続けられなくなってしまった。

「どーして、ダメなのかしら」

　むう、と唇を尖らせる私なのだった。
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　ところ変わって、魔王陛下の執務室。

　私は、フェルマーに抱っこしてもらいながら、陛下の机の前に立たされていた（正確にはフェルマーが）。

　なぜか、私は部下達の軍事訓練終了後に、陛下に呼ばれたのだ。

「リリス。なぜ呼ばれたかわかるか」

　低い声で陛下が私に問う。

　うん、思い当たることはないわね。

　だって、今日も立派に将軍として部下の訓練を見守ってきたんだから！

　それなのになぜ、陛下は眉間にしわを寄せて、青筋立てているんだろう？

「わかりまちぇん」

　私は、こてっと首を傾げる。

「……お前は、部下に地獄のような訓練をさせながら、自分は観覧席で優雅に菓子を食っていたのか」

　うーん、執務机の上に拳を作って置かれている陛下の手が、プルプルと震えている。

　あ、まずい。

　これ、『激おこ』だわ!!

「……えっと、はい」

　こくんと頷いて、正直に答えてみた。

「……フェルマー殿。リリスを甘やかすのは程々にしていただけないか」

　私に対して、「あーん」なんてやっていたフェルマーも、思い当たるところがあったらしく、「まずっ！」といった顔をする。

　二人で顔を見合わせて、肩を竦め、小さく舌を出して「てへっ」って顔をした。




　──したら、陛下にばれた。




「『てへっ』ではない！　『自分達には苦行を強いておきながら、ご自身は優雅におやつを食べている』と、騎士達から苦情が来ているんだ！」
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　陛下は握った拳で、机をダン！　と叩く。

　事態を甘く見ていた私達二人は、陛下の剣幕にビクッとしてしまう。

　でもなあ。私がおやつを食べていたからって泣き言？　それは、ちょっとよわよわすぎないかしら？

　そう思って、つい、首を傾げたのを、陛下に見つかったらしい。

　目ざといんだから。

「……これは、身をもって体感しないとわからないようだな」

　そう言って、ぎろりとにらんだあと、さらに一言宣言された。

「……お仕置きが必要そうだ」

　私の思いとは別の方向で、陛下には陛下の思惑があるようだった。




　──なんか、やな予感がする。
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　そうして、私は訓練場の真ん中に立たされていた。

　その向かいには、騎士団長が一人立っている。

「英霊エインヘリヤルの助力は禁止！」

　陛下がそう厳命した。

　その発言者の陛下は、観覧席で、あの時の私のように椅子に腰掛けている。テーブルには、あのときと同じく紅茶と茶菓子が置かれていた。

　陛下の横では、訓練の時にいたパズス、アーサー、フェルマーが、心配そうに私を見下ろしている。

「マスター……」

　そう、フェルマーの唇が動くのが見える。

　観覧フロアで見守る多くの部下達も、「さすがにリリス様お一人では……」と心配の声が上がる。

　いや本当に、この条件下で騎士団長相手に私に何をせよと言うのだろうか？

　私は『召喚師』なのだ。召喚なしに、何が出来るというのか。

「日の聖杖」

　なんの役に立つのかわからないが、ひとまず、私の中では唯一の武器（？）を喚ぶ。それは、フォルトナー王国を悪魔から守ろうとしたときに、私のものとなった杖。

　それが私の手の中に現れ、私はそれを、ぎゅっと握りしめる。

「ベリアル。わかっているな。……これはお仕置きだ」

　ベリアルというのは、騎士団長の名前だ。彼は私の部下。けれど、魔族領の長である陛下に命じられて、ごくりと喉を鳴らして頷いた。

「始め！」

　陛下が大きな声で開始を指示する。

　まずは私から、えいやっと聖杖で騎士団長を叩く。

　ただ鎧を叩く、コツン、という音がした。




　──なんの効果もないようだ。




　そして、私はというと。

「陛下のご命令なので！　申し訳ありません！」

　その一言とともに、ビシッと強くデコピンされた。

「いったあい！」

　デコピンの勢いで、私はぺたんと地面に尻餅をつく。そして、おでこの痛みで涙目になった。

　そんな私を見下ろしながら、陛下が私に声をかけてきた。

「おい、リリス」

　何よ！　と思いながらも、陛下のいるほうを見上げると、なんともわざとらしく大きく口を開けて、「あーん」とチョコレートを食べるではないか！

　陛下はチョコレートを咀嚼し終えると、口を開く。

「リリス。これで、部下達の気持ちがわかったか。訓練時は、部下の心情に寄り添った練習内容と、己の行動に配慮することだ」

　そう言うと、陛下は観覧席から立ち上がって、練習場を後にされた。

　騎士団長も私に一礼して、その場を立ち去る。彼の顔は申し訳なさでいっぱいだった。まあ、彼は彼でとばっちりに近いものね。

　やがて、観覧していた部下達も、散り散りに立ち去っていく。

　そうして、地べたに座ったままの私と、パズス、アーサー、フェルマーが練習場に取り残された。

「「「マスター！」」」

　三人が高い位置にある観覧フロアから飛び降りて、私の元にやって来る。

「おかわいそうに。ヒール」

　まずは、フェルマーがしゃがみ込んで、私のおでこの痛みを取ってくれる。

「まあでも、不満が上がったのには、マスターのお菓子以外にも、彼らには訓練内容が厳しすぎるとか、色々不満があったのかもしれません」

　アーサーが、気遣うように、自分達の訓練方法にも落ち度があったと言ってくれる。

「まあ、厳しいのはわかるが……。私の領土統合時代に比べたら、魔王軍も気概が落ちたものだな」

　パズスが、嘆かわしいと溜息をつく。

「まあ、しょうね。いましゅぐに、せんそうをひかえているわけでもない、でしゅし」

　私はパズスに同意する。悪魔が封印されて、日食の度に『災厄』に襲われて、命がけで戦っていた辺境伯領では、おんなじ訓練をしたのだもの。

　だけど、今すぐ命がけで戦う必要のない平和なここでは、そんな訓練は不要ということだろう。

「でも、いちゅ、なにがおこるのかがわからないのが、くに、というものでしゅ」

　私がそう呟いたとき。

　どこからやってきたのか、いつからいたのか。

「ねえ、リリスちゃん」

　アドラメレクが私達に声をかけてきた。

「なによ」

　私は、そもそも機嫌の悪いときに彼に会ったものだから、ぞんざいに返事をする。

「全く。相変わらず素っ気ない態度なんだから」

　言葉とは裏腹に彼は艶やかに笑う。

「私はね、リリスちゃん。……君の考えに同意見なんだよ」

「え？」

　顔も見ずにいた彼のほうを向いて、私はまっすぐに彼を見上げた。

「国というものは、いつ何があるかわからない。凶悪な魔獣が現れるかもしれないし、魔族ならそうだね……新しい勇者が攻め入って来るとも限らない」

　アドラメレクはそう言って、私から視線を移動させて、俯瞰するようにどこか遠くに視線をやる。

「いくらリリスちゃんを筆頭に、四天王が強いといっても、それに甘えすぎだ。ちょっとあの兵士達のていたらくは見過ごせないな。……それに、彼らに対して陛下も甘すぎる。今回の件は、宰相としてはいささか頭が痛い」




　──なんだ。意外と話がわかるじゃない。




「なら、こうしましゅ」

　私は、手を差し出してきたアドラメレクに立ち上がらせてもらって、私は、土のついたスカートを叩く。まあ、部下達のことは後で考えよう。

「まじゅは、へーかから、こんじょうを、たたきのめして、やりましゅ」

　私は、きっ、と陛下の執務室のある方向を睨んだ。

「本来なら私の仕事なんだけどね。ありがとうね、リリスちゃん」

　そうして、彼がふわりと私の頭を撫でる。見下ろす瞳は柔和に細められていて優しげだ。

「ふぇ？」

　思いもよらないアドラメレクの感謝に、私は思わず変な声が漏れてしまった。
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　そのあと、私はアドラメレクとは別れて、フェルマーに抱っこしてもらって自室に戻った。

「あら、お帰りなさいませ、リリス様」

　すると、部屋の掃除をしてくれていたらしいアリアが迎えてくれた。

　子竜姿のニーちゃんは、相変わらずカゴの中でお昼寝している。

　うーん、この子、本来の姿からしたら成長期なんてとうに過ぎているはずなのに、よく眠る。

　寝る子は育つって、もう育ちようがないと思うんだけれど……。

　でも、眠っているニーちゃんのお腹が規則的に上下して、お鼻からは、ぷー、すぴーと呼吸音がする。

　それを聞いていたらなんだか頬が緩んだ。

　可愛いからいいか。




　──さて。まずは、陛下と兵士達の性根をたたきのめしてやらないとね。




　まず一番の問題は、私が英霊エインヘリヤルなしだと、戦力皆無だということだ。

　それを克服して、陛下に「ぎゃふん！」と言わせる。

　それが目標。

「フェルマー、だっこありがと。あのいすにすわらせてくれたら、もうやしゅんで」

　私の言うとおり、フェルマーは私をテーブル付きの椅子に座らせてくれた。

　そして、「それでは」と一礼して、光になって消えていった。

　ちなみに、アーサーとパズスは練習場で戻ってもらっている。

　そして、私は掃除をしてくれているアリアに声をかける。

「アリア、かきもの、とってくだしゃい」

「承知しました」

　アリアはこちらを見てにこりと笑い、掃除の道具をその場に置いたまま、引き出しから私の目の前にあるテーブルに、ペンと紙を何枚か置いてくれた。

「こちらで、よろしいですか？」

　そう言って、首を傾げ、私の回答を待つアリア。

　そんなアリアに私は礼を言って、掃除に戻ってもらった。

　私は、束の紙の中から一枚取り出し、自分の前に置き、そしてペンを取る。

『召喚式魔導砲』と紙の一番上に書く。

　あ、外見四歳だけれど、ちゃんと十五歳までに読み書きとかちゃんと修めているからね！

　でも幼児の指の短さとかいう物理的障害で、字はずいぶん汚くなったけれど……。

　あ、話が逸れた。

　さてと。『召喚式魔導砲』と命名だけはしたものの、どうしようかしら？

　召喚するもののボディは、うーん、未定。

　ああ、でも可愛いものがいいな。

　可愛いもの、と書き加えておく。

　動力源は、私の魔力。そして魔法の属性は、魔石で与える。

　私の魔力で、たとえばファイアーボールだったら、その威力や数、大きさ、強度などが決まる。

　そして、魔石は、属性を持たない私の魔力に、その魔法の属性を与える。

　魔石は、それぞれ、火、水、風、土といった、いわゆる四大属性などの属性を持っている。だから、魔石でもって、その方向性を持たせるのだ。

　そして肝心の何の魔法を行使させるかについては、あらかじめ何の魔法を発現させるか決めておく。魔導師にその魔法の魔法陣を再現してもらい、その魔法陣を、付与術師が魔導師から分離させて、魔石に付与する。




　──大体こんな感じかしら？




　一応、これ、マーリンに見てもらおう。

　そう思って、私はペンを机に置いて、手をかざす。

「サモン、だいけんじゃ、マーリン」

　そうすると、見慣れたマーリンが私のすぐ横に姿を現した。

「どうなさいました？　……と、『召喚式魔導砲』。ほほう。これは面白い魔道兵器ですね」

　マーリンは早速私が書いているものを覗き込む。そして、興味津々といった様子でその内容を目で追っていた。

「じつげんほうしきを、かんがえたの。どうかしら？」

　マーリンは、隣でぶつぶつ言っている。どうも私の書いたものについて精査しているようだ。顎に手をやって撫でる。それは、考え事をするときの彼の癖なのだ。

「そうですねえ。ああ、ちょっと足らない性能がありますね。私達英霊エインヘリヤルと違って、彼らは自分達で移動出来ないでしょう。それと、自立か浮遊する能力がないと」

「あ、しょうね」

　マーリンのおかげで、私に召喚されるには、転移魔法と浮遊魔法を付与しなきゃいけないことに気がついた。

　私が召喚出来るのは、あくまでも英霊エインヘリヤルだけ。

　だから、移動能力を、『召喚式魔導砲』自身に持たせなくてはならない。

　転移魔法や浮遊魔法が使える人に、魔法陣を展開してもらって、付与術師に付与してもらう。

　これを書き加えて、っと。

　あ、ちなみに、何度も『魔法陣を展開してもらって』って書いているけれど、これは、通常魔導師は現うつつに出さずに省略している。ただし、その魔法を使えること、イコール、その魔法陣を暗記しているのだ。魔法を行使すること、イコール、魔法陣を暗記していること。これは大前提だ。

　一般的に、魔導師が魔法を発動するときには、魔法陣を脳裏に思い浮かべている。

　それとは別に、いつもは省略していても、魔法を発動しようと手やロッドをかざすときに、魔法陣を現実に描き出してから発動することも可能なのだ。

　まあ、これは儀式とか、見た目の華やかさとか、そういったときに使う方法。

　その描き出してもらった魔法陣。私はそれを付与術師にはがしとってもらって、魔石に付与してもらおうと思っているのだ！

　こうすると、魔石自体が誰にでも魔法を行使出来るようにするための、魔道具になるのだ。

　そうねえ、簡単なもので説明しようかな。魔道式カンテラだと、火の魔石に発火ファイアーの魔法を付与し、スイッチで誰でも火を灯せるようにしたものだ。

「こんなかんじ、でしゅかね？」

　すると、マーリンがうんうん、と頷く。

「さて、なかなか特殊な魔法もありますし、これを可能とする人達、付与術師を探さないといけませんね」

　そう言うマーリンは、遊びを見つけた男の子の笑顔のように、楽しそうな顔をしていた。
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　この魔導兵器を現実のものにするためには、必要な魔法を付与した魔石を準備して、そしてボディとする物に埋め込まなければならない。

「まずはボディとませき……」

　そう私が呟くと、掃除を終えたアリアが私の元へやってきた。

「あら？　何かご入用ですか？」

　アリアが、御用商人を呼びましょうかと提案してくれた。

「なにか、かわいいものと、ませきがほしいのでしゅ」

　アリアに、魔導兵器の設計図（？）を見せて、大まかに二つの素材を指さす。

「これだと、魔石を埋め込んだ何かかわいいものが、リリス様の周りをふわふわ浮く感じになるんですかね？」

　アリアは、うーん、といって目を瞑って想像しているようだ。

　そして、パチリ、と瞳を開いた。

「任せてください！　魔石とかわいいものですね！　商人を呼んできましょう！」

　何か、アリアの中で具体的なイメージが出来たようだ。

　だったら、お任せしようかしら？

　ということで、御用商人が翌日やって来た。




　──は、早いなぁ……。




　私の部屋を訪ねてきた御用商人は、裕福そうなスーツを着ている。

　そして、革のアタッシュケースを持っている。

「本日は、極上の品ばかりを、たくさん集めましたので、ご期待ください！」

　御用商人は、自信満々といった様子だ。

「でも、もっているのは、しょの、カバンだけよね？」

　私が不思議に思って尋ねると、ふふ、としてやったという顔で御用商人が笑う。

「ふふ、今にわかります。ご提案したいお品をお出ししてもよろしいですか？」

「いいわ」

　私が彼の申し出を許可する。

　彼がカバンを開けた。




　ポーン！




　まるで手品か魔法のようだった。

　私はルビー色の瞳をまん丸にする。

　テーブルの上には、小ぶりながらも良質な魔石がずらりと並ぶ。

　そして、圧巻なのは、カバンの中から飛び出して来て、ぽんぽんと床を埋め尽くしたぬいぐるみや人形達だ。ボディ用の『かわいいもの』だろうか？

「このカバンは、マジックバッグ仕様となっておりますので」

　ふふ、と笑って、御用商人が一礼する。

　なるほど。だったら、見た目と容量なんて比例しないというわけね。

　念のため、マジックバッグというものの仕組みを説明しておこうかしら。側がわになる容れ物は巾着袋でも彼のようなビジネスバッグでも、なんならリュックサックでもいい。それに、『空間魔法』で容量を、『重力魔法』で入れたものの重さと体感する重さの比を付与した魔道具だ。

　容量がより多く、重さがより軽く感じるようにするためには、『空間魔法』と『重力魔法』が使える術者の高い実力が必要になる。だから、たくさん入って軽いものは、より高価な値段で取引される。

　それはそうと。

「うわぁ～！」

　私は床を埋め尽くす可愛らしい人形達に感激する。

　どうも最近自分が幼女であることの自覚というか諦観が出来てきて、かわいいものはかわいい、で受け入れるようになってきている。

　部屋中ぬいぐるみが飾られているし、夜寝る時に抱っこして寝るぬいぐるみさんもいる。

　だって、最初のときのお詫びなんだか知らないけれど、アドラメレクが定期的に『姫への贈り物』と称して、送ってくるんだもの。

　と、私の事情は置いといて……。

　まずは、魔石選びかな。

　ぬいぐるみの海を縫って歩いて、テーブルに辿り着く。

「サモン、だいけんじゃ、マーリン」

　アリアもいるけれど、魔石は彼に選別を手伝って欲しいので、マーリンを喚ぶ。

「マスター、何か御用で……、っと、うわっ」

　ぬいぐるみを踏まないようにしたために、マーリンが体のバランスを崩しそうになる。

「これは……、壮観ですな」

　まさか、ぬいぐるみだらけのところに召喚されるとも思ってもみなかったのだろう。彼はなんとか立つ位置を確保して苦笑いをする。

「ねえ、どのませきが、よいかしら？」

「ふむ。いずれも甲乙つけ難い品を揃えておりますなあ……」

　感嘆するマーリンに、御用商人は我が意を得たりとでもいうように、上機嫌である。

「そうでしょう、そうでしょう！　私の商人としての力を存分に奮って、リリス様のために集めた逸品ばかりでございますから！　ぜひ、お国のためにお役立てくださいませ！」

　お国のため。




　──いや、私魔王を倒そうと思っているんだけどな～。

（真顔で、しかもあえて陛下を抜いてみた）




　まあ、いいや。

　自分の背丈だと机の上があまり良く見えなかったので、マーリンに椅子の上に立たせてもらう。

「マーリン、どれがよさそうでしゅか？」

　そう言いながらも自分で探すと、一つ、珍しい品があった。

「ひかりとせいなる、ませき……」

　なんと、激レアな光属性と聖属性の魔石が一つずつだけあったのだ。そもそも光属性や聖属性の魔物なんてほとんどいないから、滅多に出回らない。

　密猟？

　……まさかね。

「リリス様！　さすがお目が高い！　それらは、長きにわたり私共の店でお譲りする方をお待ちしていた品。お値段は少し……お高めなのですが、逃すとなかなか手にする機会はないかと……」

　御用商人は、さっと値段を書いたメモを私に見せる。

　うん、高い。めっちゃ高い。




　──だけど、四天王で将軍の私のお給与って、それなりに高いのよね。




　しかも、ニーちゃんを捕獲したときに、報奨金もいただいている。

　そして、ドレスも靴も、欲しいものはアドラメレクが一通り揃えてくれた。だからお金を使う予定はなくて、お給料は全て財務課が兼務している預金口座に預けっぱなしなのである。

　買えちゃうなあ。

　それに、光属性の攻撃は、魔王陛下にとっては、きっと痛いよね（くすす）。そして聖属性は、夜中にお化け（レイス）が出ても、自分で倒せるようになるはずよ！

　そんな夢想をしていると、残りの属性、火、水、風、土、闇の属性の魔石をマーリンが選んでくれた。

「この、ななこを、いただくわ！　……それと、ボディにする子は……」

　うん決めた、この子達！

　こうして、まず私は素材を手に入れたのだった。

　御用商人には、金額の書かれた紙にサインをして、お金は財務課で受け取ってもらうようにお願いした。

「良い商談をありがとうございました。また是非、お困りごとがありましたら、我が商会へご相談ください」

　そう言って深々と礼をして、彼は帰っていった。

　さて、材料は揃った。

　次は、必要な魔法と能力を持つ者を選定しなければならない。

「まほうのふよ、ってできりゅひと、どこにいる……？」

　言いかけて、ハッとした。




　──自分の部下にいるじゃない！




「まどうけんきゅうじょ、よ！」

　私は、魔王城の将軍。その配下には魔導研究所も含まれているのだ。そこは、研究専門の魔導師達や魔道具専門技師などで構成されている。

　魔道具技師なんてまさに、魔石の能力を、魔道具という道具の形に応用するプロフェッショナルだ。

　付与術師がいそうな気がした。

　浮遊魔法はマーリンができるからいいとして。

「てんいまほう……」

　これは、滅多に使える人がいないレアスキルと言えるだろう。

「ベルゼブブ殿は隠密が特技。すぐにお姿も消されますし、使っていらっしゃる可能性があるのでは？」

　マーリンがそこにフォローをくれた。

「たしかに、しょうね！」

　光と聖魔法はフェルマー、闇魔法はパズス、その他四大属性はマーリンが全部行使可能だ。

　設計図となりつつある紙に、それぞれの名前を書き込む。

「うん！　できしょうでしゅ！」

　その紙を見て、私は満足してふんふんと鼻息を荒くする。

「マーリン、いくわよ！　まどーけんきゅうじょに！　だっこ！」

　そう言って、マーリンに向けて両手を伸ばす。

「マスター、魔石や人形といった素材を持っていかないと」

　そう言って、マーリンがマジックバッグの中にそれらを仕舞い込み、私を抱き上げてくれた。

　そして、二人で魔導研究所に向かうのだった。
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「おや、リリス様。研究所においでとは珍しいですね」

　魔王城の中の、騎士団や魔導師団が控える施設のさらに奥に、研究所は建っている。まるで高い塔のような形状の建物なので、研究塔と言ってもいいだろう。

　そこに、虹彩認証で扉を開けると、扉のすぐ側にいた職員から声がかかった。

　彼は白衣を着ていて、目の表情を読み取るのもあやしいぐらいに分厚いレンズで出来た眼鏡をかけている。さながら、受ける印象はマッドサイエンティストって感じ。

「まどーぐを、つくりたいの。しょうだんにのってくれりゅひと、いないかしら？」

　私は、来訪の目的であり、魔道具造りを手伝ってくれる適任者がいないか尋ねてみた。

「どういった品か教えていただけますか？　そうしましたら、適任の者をご紹介することも出来ましょう」

　職員に尋ねられたので、私の描いた設計図を渡す。

「ほう、これは……。うん、なるほど。そうか、転移魔法と召喚魔法を掛け合わせると……！　これは面白い！」

　設計図を読んでいた職員は、読み進めるほどその呟き声が熱を帯びていく。

　そして、彼は入口にあるカウンターへと足早に向かい、そこにあった赤いボタンを押す。

「全研究員、可能な者はＢ１室へ集合！」

　なんと、全塔内放送で、研究員に集合をかけてしまった！




　──えっと、なんか大ごとに……。




　私が戸惑っていると、職員は、そんな私ににっこり笑ってみせる。

「リリス様。この素案は素晴らしいものです。少し設計を変えれば、魔王城の防壁に設置する魔導砲として応用出来そうなのです！」

　あれ、私の案にそんな価値があったのかと、当人の私が首を傾げてしまう。

　私が興奮気味の職員に呆気に取られていると、彼はテキパキと必要な者の手配をしてくれる。

　どうやって呼ぼうか悩んでいたベルゼブブも、連絡を取る道具があるらしく、至急来るようにと連絡していた。

　にしても、四天王を至急来いと呼び立てする職員ってなんなんだろう……。

　そう思っていたら、彼がやっと思いついたように、私に向かい合いになって自己紹介を始めた。

「ああ、すっかり興奮してご挨拶が遅くなりました。私はここの研究所の所長をしております、ベリトと申します」

　なんと、所長本人だった。

　結局、ベリトに案内してもらって、彼が指定したＢ１室へ三人で移動する。

　なんと、この研究塔、昇降機という魔道具で階段を使わなくても上下に移動が出来るらしい。

　魔導研究所、恐るべし……。

　そして、一番広い研究室だというその部屋に案内されると、たくさんの職員に紛れてベルゼブブも既にその中に混ざっていた。

「急に呼び出されて何かと思えば、またお前事案か……」

　片眉を上げて私を一瞥すると、溜息を吐くベルゼブブ。

　その態度はないんじゃないの？




　そんな中、所長のベリトはやる気マンマン。鼻息も荒い。

　まず、皆が集まった研究室の中央に置かれた机に、ベリトが私の設計図を広げる。

　マーリンはその横に、持ってきた魔石とボディとなる人形を並べた。

「まずは付与術師ですかな……。フーガス、君に任せる」

「はい」

　すると、フード付きローブをダブダブと着こなした、ちょっと小柄な丸メガネをかけた少年が一歩前に出る。

「そして、ボディに魔石を埋め込み、出力回路を作る技師は……。ダン、君が適任だな」

「どんな回路構築でもお任せあれ」

　ベリトが指名すると、今度は壮年のドワーフ技師が一歩出てきて、どん、と自分の胸を叩いた。

「まずは全ての魔石に転移魔法を付与する。ベルゼブブ様、そしてフーガス、こちらへ来て欲しい」

　所長が指示すると、テーブルの上に載せられている七個の魔石の前に、二人が近寄る。

「ベルゼブブ様、転移魔法の魔法陣を、手のひらに展開していただけますか？」

　フーガスが、ピンセットのようなものを両手に持って、依頼をする。

「しょれは、なんれしゅか？」

　ピンセットが気になったので、私はフーガスを見上げて尋ねる。

「ああ、リリス様は初めてお目にされるんですね。これは開発用魔道具でして、外部に展開した魔法陣を、発動者から切り離すことが出来る物なのです」

　それは凄い。

　そんな質問をしている間に、ベルゼブブが、片手を魔石に向けて差し出し、複雑に描かれた闇色に光る魔法陣を展開していた。

　大小何重にも重なった円陣の中に、数字や記号、古代語が精緻に描かれている。

　そこで、フーガスが魔道具を起動すると、ベルゼブブの手と魔法陣の間の距離が少し開く。その魔法陣を、フーガスが両手のピンセットで器用に挟む。すると、ぺりっと薄ーい丸いクレープ生地かのように摘まめたのだ！

「まるで、かみにかかれた、えのようにはがれたわ！　しゅごい！」

　私は驚きで自然と目が大きく見開いてしまうのがわかる。そして、前のめりになってしまう。

「リリス様に、私の技術を見ていただけて光栄ですよ」

　私はきっと、側から見たら興味津々という感情を体現したような姿なのだろう。

　フーガスが、あからさまに褒められたことに高揚したのか、頬が紅潮する。

「さて、これを魔石に付与しますよ」

「コホン」と気を取り直すかのように咳払いをしてから、フーガスは、ピンセットで摘まんだ魔法陣を魔石の上にかざす。

　そして、何事かぶつぶつと唱えている。

　しばらく唱え続けると、薄い円盤状の元々闇色に光っていた魔法陣の光がさらに強くなる。

　そして、フーガスがそのタイミングでピンセットを魔法陣から離すと、下にあった魔石に、魔法陣がすうっと吸い込まれていった。

「はい、これで付与が出来ましたよ」

「ふわぁぁ！」

　魔法陣を吸い込んだ魔石を私は、その中を覗き込むようにしてじいっと見る。

　よおく見ると、魔石の中で極小の魔法陣が漂うように浮遊している。

「しゅごい！　きれい！」

　ちょっと照れ臭そうに笑いながら、フーガスは眼鏡のふちを持ち上げて、その位置を直す。

「さて、残りの六個もお付き合い願います。ベルゼブブ様」

　そう言うと、二人は頷いて、残りの六個の魔石に付与をしてくれたのだった。

　そして、七個全部に転移魔法を付与し終わると、ベルゼブブは「用は済んだな」と言って、消えていった。

「さて、あとは、属性ごとに何の魔法を付与するかですが……」

　あ、そうだ。マーリンはいるけれど、フェルマーとパズスを喚んでいないわ！

「サモン、だいせいじょ、フェルマー！　サモン、だいまおう、パズス！」

　私が片手を差し出すと金色の魔力が溢れ出て、フェルマーとパズスの姿を形作り、二人が現れた。

「あら？　随分沢山の方がいらっしゃるんですね。しかもお目にかかったことがない方がたくさん？」

　人でいっぱいの研究室に突然喚び出されたフェルマーが首を傾げる。パズスは、辺りをきょろきょろ見回している。

　事態を飲み込めないだろうから、説明しないとね。

「マーリン、せっけいず、とって。フェルマーとパズスに、みちぇてあげて」

　残念ながら、テーブル中央にある設計図には、私の腕の長さでは手が届かなさそうなので、マーリンから渡してもらうことにした。

　その設計図には、実現方式と共に、各属性の魔法陣を展開してもらう術師の名前が書いてある。その中に自分の名前を見つけて、喚ばれた理由を汲んでくれたらしい。

「私は、光と聖属性の魔法陣を展開すればよろしいのですね」

「私は、闇魔法、と」

　にっこりと微笑んで尋ねてくるフェルマー達に、私は「うん！」と頷いた。

「では、どんな魔法を付与しましょうか」

　フェルマーが私に尋ねた。

「じぇーんぶ、いっちばん、ちゅよい、まほー！」

　私は、はーい！　と片手をあげて、元気よく希望を述べた。

「「「……」」」

　返事がない。

　あれ？

　誰も同意してくれないよ？

　なんで？

「たとえば私の火属性魔法の中で上級の物は隕石召喚メテオですが、それをリリス様が、その魔法威力をもって、ボコボコと発現なさるとなると……」

　マーリンが、口元を掌で隠して「うーん」と唸っている。

「魔王城、いえ魔族領が焦土になりそうで怖いのですが……」

　所長のベリトが青い顔をしている。




　──ええっ!?　私そんな危険人物じゃないよ!?




「火弾ファイヤーボール、氷の楔アイスピラー、風の刃ウインドカッター、石礫ロックアタック、太陽光線サンレイ、聖なる光ホーリーレイ、闇の弾ダークボール。この七つで十分だと思うのですけれど……」

　フェルマーの提案に、室内にいる者達が皆深々と頷いた。

　結局私の希望である、一番強い魔法を付与することは叶わずに、それぞれフェルマーが提案した基礎魔法と浮遊魔法を、魔石に付与する作業が続いている。

　私は邪魔しないように、出来上がった魔石を覗き込んでいる。

　今私が手に持っているのは、火の魔石だ。

　親指と人差し指で摘んで目の前にかざして中を覗き込むと、魔石の中に、それぞれの魔法の魔法陣が浮遊しているのが見える。

「……あれ」

　その中の一つ、火弾ファイヤーボールの魔法陣に疑問を持った。




　──これ、蒼炎弾じゃなくて、初級の火弾だ。




　火属性の初級魔法はファイヤーボールと言われているけれど、これは完全に正解じゃない。

　中級魔法に位置づくものもあるのだ。それが、蒼炎の火弾ファイヤーボール。

　でも、火の魔石に込められていたのは、蒼炎じゃなかったのだ。

「マーリン。これ、そうえん、じゃないわ」

　ちょうど付与が全て終わったマーリンの服の裾をくいくいと引っ張る。

「これじゃ、いやよ」

　その言葉に、首を捻りながらマーリンが私の目の高さを合わせるようにしゃがみ込む。

「初級の火弾ではダメですか？」

　その問いに、私は大きく頷く。

「だって、カッコわるいでしゅ！」

　ふんっと私が腰に両手を添えてふんぞりかえる。

　だって、初歩も初歩の火弾なんて恥ずかしいもの、嫌よ！

「うーん」

　マーリンは唸りつつ、フェルマーとパズスに助けを乞うように目線をやる。

　そんなマーリンの目の前では、彼の胸をぽかぽかと叩いてぐずる私がいた。

「やだやだなのー！　しょーえんが、いいのー！」

　そう言って、泣き出してしまった。床に仰向けに寝そべり、両手足をばたつかせる。幼児化、ここに極まれりだ。

「「「リリス様……」」」

　部屋にいる者達が呆れ返っている。

　まあ、「でもお子様ですし……」と言う擁護派もいるっぽい。




　──いや、十五歳のはずだけどね？




　結局、マーリン、フェルマー、パズスの三人が仕方ないといった顔で頷き合う。

「火属性だけですからね？」

　そう言って、小指を差し出してくるマーリンに、私は袖で涙を拭って立ち上がる。そして、自分の小指を絡めて約束した。

　そうと決まれば、後は作業を行うのみだ。

　赤い火の魔石の上に、フーガスが手のひらをかざして、呪文を唱える。

　すると、すうっと魔石から赤い光が出てきて、付与したはずの魔法陣が浮かぶ。

　その状態でフーガスがまた呪文を唱えると、その魔法陣は消えてなくなってしまった。

　付与外し……なのかなあ？

　そして、マーリンがその魔石の上で、『蒼炎ファイヤーボール』の魔法陣を展開してくれる。

　あとの要領は同じ。

　魔法陣をフーガスがぺりっと剥がして、魔石に付与する。

　そうして、みんなの協力を得て、全部の魔石に魔法を付与することが出来たのだ！

「やったぁ！」

　私は、嬉しくてその場でジャンプする。

　すると、チチチッと人差し指を立てて、所長のベリトがその指を左右に振る。

「まだまだこんなものじゃありません。これから、技師の手によって、魔導兵器幼女リリス様を実現化するのです！」




　──なんか、名前ついた！　魔導兵器幼女リリスって何！




「ダン！　魔導技師の出番だぞ！」

　そう、ベリトに呼ばれると、いかにもドワーフの親方といった見た目のダンが前に出てくる。

「魔法陣付与の間に、魔導回路用の素材も取って来ましたし、抜かりはありません」

　ニヤリと笑って、どんと自分の胸を叩く。

「このボディですと、両手から魔法を出力で良いですかな？」

　一体を掴んで、ダンがボディの作りを確認する。

「うん、しょれで、おねがい！」

　すると、親方……間違えた！　技師のダンは床にあぐらをかいて座りこんで、私が持ってきたボディ七体全部のお腹と腕の縫製を丁寧に解いていく。

　そして、それぞれ一個ずつ魔石をちょうど胸の中央の部分に埋め込み、そして、腕に魔道回路になるのだという管を差し込んでいく。

　そして、溶接具を使って、魔石と管の端を溶接していく。それを、左右の手に。

　太くて短い無骨そうな指なのに、作業はとても繊細で見惚れてしまう。

　最後のボディの縫い直しも、ささっと、見た目に全くわからない出来に仕上げてくれた。裁縫も上手いドワーフの親方。なんか、見直してしまう。

　そうして繰り返すこと、全部で七体分。

「完成だ!!」

　所長のベリトの声に、「おおー！」と歓声が上がる。

「リリス様！　今すぐ、稼働実験をしましょう」

　興奮しているベリトに提案される。

　そんなの当然じゃない！　私だって、もう大興奮よ！

　英霊エインヘリヤルと、魔導研究所の所員達で、ぞろぞろと練習場へ向かう。ちょうど今は訓練時間じゃないから、お披露目前にこっそりやるにはガラ空きで丁度いい。

　そして、私は魔法の的がある、魔法訓練の場所へ行く。

　的へ向かって片手を差し出し、すうっと息を吸って。

「サモン、■■■■■！　そして、やっちゃえーー！」

（■■■■■はまだ秘密！）

　私が、その子達を喚ぶと、ふっと私を取り囲むように愛らしい子達が現れる。

　そして、両手を差し出して魔法を的に向かって発動する。

　発動後、的があったはずの場所には、ただの一本も残ってはいなかった。

　ふふ。魔導兵器幼女は完成した……（呼称は受け入れた）。

　そうしたら、やることは一つ！




　──打倒魔王！

（部下であることをすでに失念している）




「マーリン、だっこ！」

　はいはい、と言うように、私を抱き上げ、片腕で抱く。

　そして、一度私の部屋を経由して、あるものを取ってから、陛下の執務室を訪れた。

　コンコン。

　マーリンにドアをノックしてもらう。

「リリスでしゅ」

　そう言って、名を名乗る。

　すると、室内から「入れ」と陛下の声がしたので、マーリンがドアを開けて入室する。

　そして、そのまま執務机で書類決裁をしている陛下の前に立った。

「ん……。何のようだ？」

　陛下は書類を捌くのに忙しいらしく、顔すら上げない。

「さいしぇんを、きぼうしましゅ」

　再戦を希望すると、そう告げて、私は部屋から持ってきた手袋を陛下の頭に向けて投げつけた。それは、彼の作業中の手元に落ちる。

　陛下はそれを手に取って、意味がわからないのか、じっと眺めている。

　実は手袋を投げつけるというのは、人間の貴族の間で決闘を申し込むという意味を持つ。しかも、それを拾うという行為は、決闘の受理を意味するのだ。

「しょれは、けっとうのもうしこみ。しょれをひろったということは、うけるという、いみになるのれしゅ！」

　私はビシッと陛下を指さした。

「……ほう？」

　陛下が片眉を上げて、ニヤリと笑う。

「まだそんなにデコピンをされたいのか。まだ懲りていないのか。……そうかそうか」

　さらに鼻先で笑ってまでいる。

「……しょの、はな、あかしてやりましゅ！　けっとう、れしゅ！」

　私は、その陛下の態度に怒りを覚えて、陛下を再び指さした。
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　そして、再び練習場に立った。ただし、今度の相手は騎士団長ではなく、魔王陛下である。

「前回同様、ルールは同じ。英霊エインヘリヤルに頼るのはなしだ」

　そう言って、観覧席にいるマーリン、フェルマー、パズスを見上げる陛下。

　そして、騎士や魔導師に加えて、今回は、魔導研究所の皆も、その結果を見守りに来てくれていた。

「……わかってまちゅ。わたちの、まりょくで、まおうを、たおしゅ！」

　ビシッ！　と私が陛下を指さす。

　このセリフが許されるのか微妙なところだが、互いの合意の上の決闘という名目もあるので、咎め立てする者はいない。そもそも決闘を受けた張本人はこの国の施政者。

　魔王四天王のアスタロト、ベルゼブブが見守る中、アドラメレクの声で決闘を開始する旨が告げられた。

「これから、魔王陛下と四天王にて将軍リリスの決闘を開始する。両者、用意！」

　彼の言葉に、互いの表情が真剣なものに変わる。

「開始！」

「サモン、うさぎたん！」

　私は両手をばんざいして、私の新しい眷属を喚ぶ。

　その言葉に応じるように、どこからともなく、私の可愛い魔導人形マジカルドール、愛らしい小さなうさぎのぬいぐるみが、私を取り囲んで七体浮遊する。

「は？　ぬいぐるみ？　……なんだ、それは」

　呆然として私のその姿を、目を見開いて凝視する陛下。

　陛下も、本来なら魔法を撃とうと思ったのだろう。利き手が私に向かって差し出されているが、動揺しているのか様子見で止めたのか、そこから魔法が発出される様子はない。

「やっちゃえ、うさぎたん！」

　すると、うさぎさん達の手が、一斉に陛下に向く。

「……いや、何かが絶対におかしい！　闇の壁ダークウォール！」

　陛下が、ひとまずなのだろう、自分の前に闇魔法での壁を作った。私の行動の予測がつかないから、まずは防御しながら様子見をする。それは、戦略としては良いだろう。

　だが。

「いけー！　うさぎたん！」

　うさぎ達の目が一斉にキラリと光り、その二本の手から、一個ずつ魔法が放出される。

　蒼炎ファイヤーボール、氷の楔アイスピラー、風の刃ウインドカッター、石礫ロックアタック、太陽光線サンレイ、聖なる光ホーリーレイ、闇の弾ダークボールを二個ずつだ。

「なぁ……ッ！」

　陛下の目が驚愕に見開かれる。

　うさぎ達の放った魔法は、初級魔法。けれど、その魔力のもとになっているのは私の魔力。だから、陛下の闇の壁を容易く破壊し、そのままの勢いで一斉に陛下自身に襲いかかった。

「うわあああああああ！」

　そのまま陛下はうさぎ達の魔法をその身に受けて、地に倒れ込んだ。

「勝者リリス！　そこまで！」

　アドラメレクが決すると、会場がしぃんとする。ただし、ごく一部だけがわいていて、それは魔導研究所のメンバー達だった。
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「やったー！　まおう、たおちたー！」

　私も笑顔でいっぱい手伝ってくれた魔導研究所の人達に向けて、勝利に両手を掲げて見せる。

「だ、大丈夫ですか？」

　そこに、陛下の容体が心配で、フェルマーが浮遊して降りてきた。

　陛下はピクピクしている。あちこち焦げているし、お腹に穴が開いているし、なんか痛そうだけれど。生きているみたい。




　──すごい、生きてた。

（上司を殺してはいけません）




　それにしてもおかしいなあ。

　私は、少し人間の国で見聞きしてきた常識から考えて、首を傾げる。そして、それを尋ねてみることにした。

「ねえ、へーか」

　私が地に倒れている陛下を上から見下ろす。

「……何だ」

　陛下が、痛みに顔をしかめながら、ギロリと私を睨め付ける。

「まおうは、にだんへんげとか、だいさんけいたい、とか、ないんでしゅか？」

　いやほら、魔王っていうと、倒して「やったー！」って喜んでいると第二形態とか第三形態だ、ふはははー！　ってなるから、用心しなさいって言われてたはずなのよね？

　なんか、ノートンとか人間の国の代々の勇者が残したっていう書物には書かれているんだけれど。

「……俺を何だと思って……いる。普通の魔族、亜人だ……、ツッ！」

　流石に体を貫かれるような（実際に穴が開いているけど）痛みに我慢も限界のようで、陛下が顔を大きく顰める。

「パーフェクトヒール！」

　流石に長引かせるのは良くないと判断したのか、フェルマーが最上級の回復魔法で陛下を癒した。

「……倒してしまいましたね……」

　そこへ、アドラメレクがやってきて、微妙に困ったような顔をしていた。

　私は首を捻る。何を困っているのかしら？

「なんで、くじゃく、へんなかお？」

　くいくい、とマントの端を摘んで引っ張ってみた。

　すると、アドラメレクが渋顔で私を見やると、ため息をついた。ぽん、と軽く頭に手を載せられる。

「……リリスちゃん。あなたが、陛下を倒してしまったからでしょう。どうするんです。下剋上して魔王宣言するおつもりですか？」

　そして開いた反対の手で、目元を覆い隠して盛大にはあ～っと、もう一度ため息を吐いた。

　は？　私が魔王に？

　あの書類仕事を私が？

　すっと脳裏に、いつも書類の山に埋もれている陛下の姿を思い起こしてみる。そして、その陛下を私に置き換えてみた。




　──うん、お断り！（笑）




「あははは。ありえましぇん。しょるいは、へーかのおしごとぉー」

　私は、あっけらかんと笑って、ナイナイ、と手を横に振る。

　すると、回復したばかりの陛下の眉間に深い皺が寄る。その横でアドラメレクは表情が緩やかになり、安堵のため息をついていた。

「ああ、よかった。リリスちゃんに書類仕事を依頼するなんて、書類を紙飛行機にされるくらいしか予想出来ない。なんなら、あの書類仕事が私の仕事に追加になるかと思いましたよ。やはりあれは陛下のお仕事ですよねえ」

　そう言って安堵で笑顔になるアドラメレク。そして私の頭を優しく撫でた。

　流石に私でも、大事な書類を紙飛行機にはしないと思うけれど……。

　まあ、約束も出来なさそうな気がしたから、放っておいた。

　で、アドラメレクもやっぱり私同様あの書類仕事はしたくないらしい。

　そんな意気投合（？）している私達二人を眺めて、陛下はというと。

「……リリス、アドラメレク。お前達も、もっと書類仕事を手伝ったらどうだ？」

　ん？　と片眉を上げて交互に睨みつけてくる。

　フェルマーのパーフェクトヒールは偉大だ。陛下のお腹の穴は綺麗に塞がって、ローブに穴が開いているだけになっている。

　お腹丸見えで結構情けないですよ、陛下。

「いやでしゅ。つまらないでしゅ！」

「いや、譲位しろと言われないのはありがたいが、その言い方はどうかと思うんだがな……」

　私の返答に、陛下も盛大にため息をついた。私の横でアドラメレクもくすくすと笑っていた。

　そんな対戦後の雑談をしていると、観覧者の中から、パズスが浮遊して降りて来る。

「ルシファー！」

　彼の顔は赤く、声は怒鳴り声。どう見ても怒っている。

「魔王たるもの、第二形態、第三形態ぐらいの予備がないだと!?　そんな体たらくでどうするんだ！」




　──はい？




　私は確かに、そのセリフを言った。

　だって、ノートンに過去の勇者達の書き残したものがあったのだ。そこには「魔王とは、倒したと思っても第二形態、第三形態を取ったり、真のボス（今考えると誰だろう……）が出てきたりするから、油断するな」ということが書かれているらしいのだ。

　だけどどう見ても、なんていうか、国の創立者の長男である二世魔王の陛下には、本人が申告するとおりそんな能力はなさそうである。

　しかも、創立者たる王って建国のために武力も用いるイメージがあるけれど、二世のお仕事って、平和の礎を築くことだったりする。

　求められるのは、武力より知力や治政力というものだ。

　それを考えると、いつも、臣民のために一生懸命に書類仕事に邁進している陛下は、立派なのではないかと思うのだ。

　そんな陛下は、今、パズスに首根っこ引っ掴まれて、「特訓だー！」とか言われている。

　ま、まあ、特訓ということは、パズスにはその能力があるのかな？




　──うーん。




「パズス。だいにけいたい、って、どうやったら、できりゅようになるの？」

　陛下を連れて行こうとするパズスのマントを引っ張って、私は尋ねた。

　パズスが、陛下を引き連れて行く足を止めて、私を見下ろす。

　そして一言。

「気合と根性！」

　パズスが言い切った！

「「はああああ!?」」

　私と陛下の声が重なって唱和した。

　ええー。まあ確かにパズスの息子の陛下なら、出来るようになる因子とか引き継いでいるかもしれないし、可能性は高そうだけれど……。

「ち、父上、気合と根性では、私は肉体変形の術までは会得出来そうにないのですが……」

「そんなもの、出来るまで気合いで耐えるのだ！」

　陛下も引き気味だ。

「気合……なんて非効率的な……」

　アドラメレクも苦笑いだ。

　そうアドラメレクが言うとおり、パズスの理屈は全く論理的でも合理的でもない。

　気合いと根性でできるまで特訓とか、効率が悪そう……。

　うーん、何かいい案ないかしら。

　うーん。

　うーん。




　──あ。あるじゃない。




　私自身が私だけでは何も出来なかったのに、魔導兵器を使って戦うことが出来るようになったわ！

「ねえ、パズス！」

　くいくい、と再び彼のマントを引っ張る。

「まどーけんきゅーじょで、だいにけいたいの、かわり、ちゅくらせる！」

　そう。私の時のように、魔導研究所で、魔導武装を作ればいいじゃない！

「だが、気合と根性も……」

　パズスが、まだ拘って、ゴニョゴニョと言う。

「まどーけんきゅうじょも、よさんを、さいてりゅわ！　ちゅかわないで、どーしゅるの！　もったいないでしゅ！　これは、しょーぐんのけんげん、でしゅ！」

　そうよ。お金をかけているのに、努力と根性みたいなこと言って、有能な研究所を使わないなんてもったいないじゃない！

「みんな！」

　私は、研究員達が集まっている場所を見上げる。

「へーかに、まどーぶそう、できるように、かいはちゅ、しなしゃい！」

　ビシッと研究員達に向けて指をさして、指示をする。

　だって、私は将軍。魔導研究所は私の配下よ！

「……おお……！」

　所長のベリトを筆頭に、研究員達が騒ぎ出す。

「未だかつて、将軍閣下直々に任務をいただいたことがあったか!?」

「これは、リリス将軍の魔導兵器を作製した、その出来をお認めいただけたということだよな！」

「魔王陛下の武装兵器の作製指示！　なんてロマンのあるものを作らせてくださるのか!!」

　なんか凄い。

　魔道具オタク達の熱意に火をつけてしまったらしい。

「ということで、へーかは、かいほうしてね」




　──書類仕事してもらわないと困るから。




「ああ良かった。特訓なんてしている間にまた仕事の山が増えるところでしたよ……」

　アドラメレクが呟く。そして、「ありがとう」と言って、私の頭をぽんぽんと撫でてきた。




　──ん？　なんか、こういうシチュエーション増えてきてない？




　そんな私の疑問はよそにして、パズスが諦めたかのようにため息をつく。

「……マスター。わかりましたよ。愚息のために、英断をありがとうございます」

　パズスが、諦めたようで、陛下を解放した。

　でも、一つ訂正しなきゃね。

「……ぐそく、じゃないわ。りっぱな、みんなの、おうさまよ」

　私が答えると、パズスと陛下は一瞬ぽかんとした顔をして、そのあとふわりと柔らかな笑顔を浮かべた。

　そんな中に、アドラメレクもいて。

「リリスちゃん」

「なあに？」

「陛下のために、ありがとう。やっぱり君は、優しいね」

　ふわり、と微笑まれた。




　──変なの。なんで孔雀アドラメレクがお礼を言うんだろう？




　なんか、やっぱりちょっとよくわからない交流があったけれど。

　こうして無事に陛下は父親の特訓から未然に解放されて、日常に戻ったのだった。
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　一つ、この世界の空間に、次元の裂け目が出来た。

　そこから、するりと滑り込んで来たのは、女の肢体と漆黒のツノ、コウモリの羽を持つ者。

　悪魔だ。

「この辺りから、『怠惰』が消えた気配がしたのよね」

　そう言って、愉しそうに赤い舌を覗かせて艶やかな唇を舌なめずりし、笑う。

「まあ、あれも、そもそも封印されたこと自体が情けないんだけれど。それにしても、消滅させられるっていうのは、そうそうないことだわ。何があったのかしら」

　そう。

　この女悪魔は、同族が倒されたことには一欠片の憐憫も持ってはいない。

　ただ、好奇心。『愉しそう』だから、覗きに来てみただけ。

　悪魔とは、一般的にはそういう生き物なのだ。

　世界は多次元である。

　その各次元に世界があったり、なかったり。

　それらの次元には、創造主と言われる存在がいたりして、人などの住まう世界があったりする。

　悪魔は、その世界の何処も住処としていない。

　次元の隙間を住処とし、気に入った世界があれば、壊し、悪戯し、誘惑し、好きに生きているのだ。

　そんな悪魔は全部で七人いる。

『傲慢』、『強欲』、『嫉妬』、『憤怒』、『淫蕩』、『暴食』、『怠惰』。

　リリスが『怠惰』を冠する者を倒したはずなのに、なぜ『怠惰』が入っているのかというと、それは、現在再生中だからだ。

　悪魔は決していなくはならない。

　その根源は、すべての次元に存在する、生きとし生けるものの悪なる感情。それが彼らの元だからだ。

　どこか一つでも、生きるものがいる世界があり、その七つの負の感情を抱けば、悪魔は『完全なる消滅』をすることはありえないのだ。

　そうして、『怠惰』を一時的に倒した世界、リリスの住む世界に、別の悪魔が侵入した。

「ん～。なんか美味しそうなニオイがするわ～。『傲慢』で愚か者のニオイが」

　ふふふ、と、赤い唇で弧を描いて、彼女はそのニオイの主を探して飛び回る。

　そして見つけたのだ。

　殺人未遂という罪を犯し、奴隷となったかつての勇者ハヤト。

　そして、その殺人をほう助したとして奴隷となった、その仲間の魔導師マリアと弓師のフォリンだ。

　彼らは奴隷として、戦時中は戦闘に駆り出され、平時は鉱山で働かされる。

「わざわざ、日本から召喚されて勇者になったっていうのに、本来の力を発揮することも出来ずに、奴隷になんかされていなきゃならないなんて！」

　そう叫んで、ハヤトは採掘用のピックを投げ捨てた。

「ちょっと、危ないわよ。やめてよ！」

　ピックの先端が触れそうになったフォリンが、ハヤトを睨みつける。

「私だって、エルフの里から期待されて人里に出てきたっていうのに！　怒りたいのは私のほうよ！　あんたのせいじゃない！」

　フォリンがハヤトに向かって怒鳴ると、マリアもそれに同調する。

「この女狂い！　別の女を入れたいからって、あんなことをするから、私達まで巻き込まれているのよ！　あれがなければ、私は魔王を倒して女賢者にだってなれたのに！」

「俺の栄光は！」

「私達の栄誉は！」

　罵り合いの声が延々と鉱山の穴の中に響き渡る。

「うふふ。見ぃつけた。……あの子達ね」

　彼らのいる穴の外から、罵り合いをする彼らの様子を見て、女悪魔はニヤリと笑う。

「私、『傲慢』のスプラディア様にうってつけの、贄オモチャがいるじゃなぁい」

　スプラディアは、人の姿に擬態し、彼らに近寄っていった。
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　僕は、ノートン王国の新たな王、エドワード・フォン・ノートン。十二歳。いわゆる後見者に好きにされるお飾りの傀儡王だ。

　それがわかるぐらいには、僕は冷めた可愛げのない子供だ。ああ、演技はするよ？

　母は、元高級娼婦上がりの寵姫だった女。父は、前王……だとまだマシだね。まあ、事情を説明もしたくないけれど。

　後見人は、母を父に献上した公爵だ。

　ノートン王国は、父である前王や枢機卿の汚れた統治に、臣民からの信頼を失っていた。そこへ、フォルトナー辺境伯が独立宣言をして立国したことで、人も領土の多くも失った。

　別に、僕はフォルトナーを恨んじゃいない。




　──自業自得。




　それが僕の正直な思いだった。

　そんなある日、この大陸を大きな地震が襲った。震源は恐らくフォルトナー王国のある辺りだったらしい。

　僕は父の安否が気になって側近に父の所在を尋ねた。だって一応は父であり、この国の統治者だ。そうしたら、父は地下にいると言う。




　──大地震だというのに、地下にいる？




　危険だと思い、父を連れ出そうと、その側近と共に僕は地下へ行くことにした。

　地下にある部屋をくまなく探す。けれど、ようやくその部屋に駆けつけた時、その部屋の床は血の海のようだったのだ。

　父がいたのは、秘された秘術の間。

　その床には、様々な魔法陣が彫られている。

　勇者召喚用を代表として、僕にはわからない様々な呪術用の魔法陣が描かれているのだが……。

　その中の一つの魔法陣の上で、血塗れの父と、枢機卿を発見した。

　本来石造りの床の上に彫られた魔法陣は、白で彫られていたはずだが、彼らの血でその魔法陣は禍々しいほどに真っ赤だった。

「……父上」

「……陛下……」

　僕と付き添った側近は、その惨状に絶句した。

　地震が収まってから、側近に指示をして人を呼び集めさせて、二人の遺体を回収した。

　そうして、秘するべきことは戒厳令を出し、これからの葬儀の手順などを終えてほっとした、その時。

　母は笑っていた。喜んでいたのだ。

　やっと息子の僕を王に出来ると。

　男に媚を売らずとも、息子を傀儡にして好きに出来ると。

　話を変えよう。

　僕には、姉がいる。

　いわゆる異母姉だ。名前をフェリシアという。

　亡くなった前王妃殿下の一人娘で十八歳。母譲りのその美しさから『妖精姫』と称されているくらいだ。

　淡い波打つ金色の髪、優しげな菫色の瞳。薄幸さを感じさせる儚げな笑み。

　条件のよい結婚の申し込みは多々あったものの、母が邪魔して、全てなかったことにされてしまった。忌々しいという感情の他に、血統的には僕より上の彼女に、家格の高い家に嫁がれて男児でも生まれたら自分の邪魔になると考えていたのだろう。

「ああ、その忌々しい娘は、どこか都合のいい家にでも下賜してしまいましょう！」

　父の死を受けて早々、母は言い放った。

　でも、僕は姉が好きだった。勿論、恋愛感情じゃない。

　僕の母のせいで幸薄い彼女を、僕がどうにか守りたいと、幸せにしてあげたいと願っていた。

　多分、姉さんの母上である王妃殿下は、母絡みで亡くなった気がするから。

　それでも、姉さんは僕に優しかったから。

「……姉さん」

　僕達は、母達からは離れて、こっそり手を握りあった。

「……姉さんを、不幸にはさせないから。僕を、信じて」

「ありがとう。……でも、無理はしないで」

　姉さんは、僕の両頬をそっと包み込むと、僕のおでこにキスをした。

　話を少し前に戻そう。父の生前の話だ。

　母と、その後見者である公爵は、僕を傀儡として育てるため、帝王学などの国王になるために必要な学びを与えようとはしなかった。

　けれど、僕は天からスキルを与えられていた。

　それは、『賢王』。

『自ら学び、そして良心により国を導く者』。

　そのスキルは、それが出来る資質を持ち合わせるものだという。

　それが、あの娼婦から産まれたのかと思うと笑ってしまう。しかも、父の種かも怪しいのに。

　ああ、話が逸れた。

　いや逸れていないのかもしれない。

　そのスキルの恩恵か、僕はそのうち、僕を取り囲む環境がおかしいことに、自然と気がつくことが出来た。父母の姉の扱いの異常さも。

　昔の賢者や勇者達といった、本の読み聞かせを、姉さんがしてくれたおかげもあると思う。

　でも、足りない。

　この異常さを正すには、まだ足りないと、僕はそう考えた。何せ僕にはまともな教師すらいないのだから限界がある。

　だから、当時の宰相に乞い願い、学びたいと訴えた。

　彼はその願いを聞き入れてくれて、隠れて教師をあてがってくれたり、自ら国の統治というものを教えてくれたりした。

　まあ、フォルトナーの独立の際に、彼も国と父を見限ってフォルトナーに行ってしまったのだが。

　さて。

　今僕は、僕の部屋で、ナイフを手に持って、部屋を出ようとしている。

　僕は、母と、後見と言ってやりたい放題の公爵を密かに始末しようとしている。

　ああ、後はまだ教会で狂気じみたことを言っている、枢機卿も排除しないと。

　血の粛清を粛々と行ったあとは、法律をあるべき姿に正し、こんな王家であっても残ってくれた臣民のために住みやすい国にする。

　ああ、そうだ。

　その前に姉さんを良いところにお嫁に出してあげないと。

　僕の血は残したくない。

　ならば姉さんの嫁ぎ先は重要だ。僕が基礎を固めた国の玉座は、正当なノートンの血を継ぐ姉さんの子に座ってもらわなければならないのだから。

　そう考えて、部屋を出ようとドアノブに手をかけた時。

　ドタッ！

　と、僕しかいない部屋で大きな物音がした。

　振り返ると、部屋に何故か黒い裂け目が出来ていて、そこから落ちたと思われる異形の女性がいた。

「いったぁーい！」

　姉さんと同じくらいの年頃に見えるその女性は、背中にコウモリの羽を持ち、頭には二本の黒いツノが生えている。

　その彼女が、にこりと艶やかな桜色の唇を笑みの形に変えて、僕に近づいてくる。

　姉と同じ菫色の瞳が僕を捉える。

「あれ。素敵な瞳。絶望に暗く沈んで、それでも足掻こうとしている。澱んだ絶望の底に、強い信念が垣間見える瞳。その光と闇の矛盾、いいわぁ。そそるわぁ。一目惚れしちゃったかも！」

　彼女は、僕を称してそう言った。けれど僕は眉間の間に力がよるのを感じるだけだ。警戒心しか抱かない。当然だろう？

「……誰だ」

　僕は尋ねた。

「人に名を尋ねるなら、先に自分が名乗りなさぁい」

　そう言って、鼻を指先で摘まれた。

　仮にも王の僕に、そんな扱いをするものはいなかったので、驚きで僕はドギマギしてしまう。

　思わず反射的に、僕の鼻を摘む指をパシンと手で払い除けた。

「もー。暴力はんたーい」

「……ったく。僕は、この国の王、エドワード・フォン・ノートンだぞ」

「あら。かわいい顔して王様だなんて、偉いのね」

　手を払われたことなど意に介していないのだろうか？　くすくすと笑いながら話を続ける彼女。

「で、その偉い王様が、そんな不穏な表情をして、手にそんなものを隠し持って、何をしようとしているのかしら？」




　──異形には隠しきれないらしい。




　僕は顔をうつむかせて苦笑いをしてから、顔を上げて告げた。

「……今から母親を殺しに行こうとしているんだ」

　どこからどう見ても彼女は異形。そして、多分、良くない存在。

　だが、それと裏腹に愛らしい容姿と、少々気が抜ける態度に、僕は思わず気を許したのかもしれない。それとも、その事実を知っている共犯者（？）が欲しくなったか？

　ともあれ、僕は彼女に目的を吐露した。

「ふぅん……。私はねえ。悪魔なの。『淫蕩』の悪魔セーレっていうの。ねえ、出かける前に少し私とお話しなぁい？」

　うふふ、と自らの唇に人差し指を添える彼女は、愛らしかった。

「損はさせないから。だって君の計画は甘過ぎよ。きっとすぐにバレるわ。まぁ、王様が断罪すると決めたのなら、最終的には誰も反対することは出来ないのかもしれないけどぉ」

　悪魔が甘くささやいた。

「私と契約しようよ！　そしたら、汚れ仕事は、みぃんな私がやってあげるよ♡」

　悪魔セーレが、僕のベッドにポフっと腰を下ろし、蕩けるような笑顔で契約するよう誘いだした。




　──だけど、悪魔というものは、代償を求めるものだったはずだ。




　僕は安易に話にはのらず、隣に腰掛けたりはせず、立ったままで距離を取る。

「……その代償はなんだ？」

　僕は彼女を睨みつける。警戒して当然だろう？

　悪魔との契約。

　それは、愚かな契約者であれば欺かれるような形で『結果的に』契約遂行となるのがオチだ。駆け引きに負けたら、何もかも持っていかれ、裏切られるのだから。

「んっとね！　君の大事なものだよ！」

「大事なって？」




　──『淫蕩』の悪魔。なら、僕の純潔と死後の魂ってところか？




　なのに、一向に返事は返ってこなかった。

　どういうことかと思って、ベッドに座っているはずのセーレを見ると、指先同士を絡めてモジモジしながら、頬を桜色に染めているではないか。




　──えーっと？




「……淫蕩の悪魔なんだろう？　何を恥じらっている？」

　僕は驚いて目を瞬かせる。




　──なんだこの悪魔は。




　これも人を堕とすため、欺くための演技なのか？

「だからぁ。大事な物って言ったら、大事な物でしょう～。いちいち言わせないでよぅ」

　ぷうっと頬を膨らませて、僕を睨みつけて蹴ってきた。

　まるで、不貞腐れた子供だ。

　流石に、姉さんに近いような年頃でそれをやるのはどうかと思う。




　──ああ、面倒くさい。




　そして、なんだか僕は警戒するのも馬鹿らしくなってきて、彼女のいるベッドのほうに歩いていく。そして、彼女の肩を押して、僕は立ったまま、彼女をベッドに押し倒した。

「……僕の清い体と、死後の魂が、目的か」

　そうして、十二歳の僕が彼女を見下ろして睨みつけ。

「……そぉだけどお。ん、そうだよぅ。君の初めてと、その後も、ずっとじゃなきゃ、やだ。そして、死んだら、あなたの魂が欲しいの」

　押し倒されただけで怖がって目に涙を溜めて堪えているセーレ。だが、見た目姉さんと同じ年頃の年齢不詳の悪魔となると、これでよいものかと、こちらの頭が痛くなってくる。

　しかも、『淫蕩』の悪魔が押し倒されて、泣く？

　というか、なんだ。

　この言葉は、悪魔の契約の対価を求める言葉なのか？

　そもそも淫蕩ってなんだ。

　この悪魔は、どう考えても、一途な愛をくれと言っているにしか聞こえない。

　それは、淫蕩というのだっけ？

　ふわりとベッドに広がる淡い桜色の髪に、姉さんと同じ菫色の瞳。

　押し倒して、顔を近づけているから、彼女の甘い香りが鼻腔をくすぐる。

「汚れ仕事をなんでもするって、どういう意味だ？」

　その甘い誘惑に負けないように、僕は、契約内容を確かめる。

「……あなた、殺さなきゃいけない人、たくさんいるでしょう。罪を犯してでも、守りたいものがあるでしょう。だからセーレが、あなたの殺したい人を全員、誰にもわからないように殺してあげる！」

　セーレの菫色の瞳の中に僕が映る。彼女がにこりと笑った。

　そんな時、僕の部屋を外側から強く叩く音がした。

「陛下！　フェリシア様がお倒れに！」

「なっ！」

　僕は、その報告に慌てて立ち上がる。

「……セーレ、人の姿になれるか？」

　ベッドに倒れ込んだままのセーレに手を差し出しながら尋ねる。

「……それくらい、容易いことよ」

　ふふ、と笑ってウインクしながら、僕の手を取って立ち上がる。僕の横に立った彼女は、ツノも羽もない。すでにドレス姿の人間の女性の姿に変わっていた。

「じゃあ、いくぞ」

「エスコート、お願いね」

　僕の腕に腕を絡めて、セーレが愉しそうに笑う。

　部屋のドアを開けて、セーレをエスコートしながら出てきた僕に、報告に来た警備兵が目を瞬かせる。

　僕が女を部屋に入れることなど、今までにないことだったから、驚いているのだろう。

「……姉さんはどこだ」

「は、殿下の自室にてお休みです」

「警備はいい」

　僕は、そのまま警備兵を置き去りにして、セーレを伴ってフェリシア姉さんの部屋に向かった。

　僕は、姉さんの部屋の前まで来ると、ドアをノックして名を名乗る。

　すると、中に控えていた侍女が扉を開けて僕達を招き入れてくれた。

「陛下、その方は……？」

　セーレと一緒に入ろうとしたところを侍女に詮索するような目つきで尋ねられた。

「僕の客人だ。王の命だ、通せ。それからお前も不要。部屋を出ていろ」

「……はい、失礼しました！」

　きつめに告げると、慌てて侍女が頭を下げた。そして、やや慌ただしげに部屋を出て行く。すれ違った一瞬、忌々しそうな表情を見せたのは気のせいだろうか。

　そう思っていると、セーレがこっそり僕に耳打ちをする。

「……あの女の手、毒の甘い匂いがしたよ」

　その言葉にハッとしてセーレの顔を見ると、彼女の桜色の唇が弧を描いていた。

「止まってないで。ちゃんとお姉ちゃんの容体を確認しないと、ほら」

　僕がセーレに見惚れていると、つんと額を指先でつつかれる。

「わっ、わかっているさ！」

　僕達二人でベッドに横になっている姉さんのそばに行った。

「……姉さん」

　姉さんは青白い顔をして眠っている。僕の囁き声に起きる気配もない。

「……同じ、甘い、匂い」

　僕の横で、セーレが姉さんの体のあちこちの匂いを嗅いでから、最後に口元に鼻を寄せる。

「……うん、あの女に毒を盛られて、それを経口摂取したかな……」

　それがセーレの見立てだった。

「あの侍女は、母の手の者。……そういうことか」

　姉さんは引く手数多の美貌の『妖精姫』。その上、僕よりも正統な王家の血を引いている。僕の出自はあれこれ噂が多い。彼女にまともな相手と結婚でもされて、子供を、男児を産まれたら困る。それで行動に出たというところか。

　そんな時、セーレが僕の首に腕を絡めてきた。

「……契約しよっか？　大事なお姉さんの毒を取り除いて、毒を盛った人間を追って、順番に排除してあげるよ。その後も、君の理想の邪魔になる者は、みぃんな排除してあげる」

　桜色の唇から紡がれるその言葉は、とても甘美だった。

「どうして僕にこだわる？」

「一目惚れ。その目が、好き。暗い絶望の中に、……何か渇望と優しさと希望が潜んでいる」

　彼女のその言葉に、僕は彼女の頬に手を添える。そして、見つめ合う。

「……僕が欲しいのは、姉の安全と幸せ。そして、本来幸福に生きるべき善良な臣民の権利を守る力。そして、この汚れた血統の僕が座る玉座を、姉の血統に返したい……！」

「温かい。……優しい血の通った人間の手ね。私を手に入れれば、その願いはすべてセーレがかなえてあげるわ」

　頬に添えられた僕の手にうっとりとするかのように、彼女は一度ゆっくりと目を瞑って僕を見つめ直す。

　僕は彼女に吸い寄せられるように少し背伸びをして。

　彼女は、僕に合わせるように、少し屈む。

　呼吸同士が触れ合うほどの距離になって、僕は告げる。

「……契約しよう。代償は、僕の純潔と、死んだ時に魂をやること」

「……ふふ」

　嬉しそうにセーレは微笑むと、触れるだけの口付けを僕にした。
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　セーレの説明によると、姉さんの摂取してしまった毒は、ある植物の根に含まれるもので、少量を常用した場合には、最終的に不妊体質になる。そして、大量に、もしくは濃度が高いものを一度に飲めば、命を落とすものなのだそうだ。

「契約は成立したわ。……じゃあ、まずはお姉さんを解毒しましょうね」

　そう言って、セーレが立ち上がって、ベッドに眠る姉さんの傍に立つ。そして、片手を姉さんの胃の腑の辺りに添えた。

「毒抽出プルドゥアウト」

　すると、姉さんの体のあちこちから紫色の靄が立ち上がってくる。そしてそれらはセーレの手のひらの中に集まり、禍々しく毒々しい濃い紫色の液体となった。

「これが、飲まされた毒よ」

　セーレが状況を説明してくれた。

　僕は驚いてその光景を目の当たりにする。そして、しばらく驚いて見てから、姉さんがどうなったのかが肝要なのだと思い出して、彼女のほうへ振り向いた。

　姉さんは、青白かった顔色も回復して、本来の淡い薔薇のような頬色を取り戻していた。

　安堵のため息が出た。そうして、僕が姉さんの顔を見て安心していると、急にセーレに声をかけられた。

「ねえ、綺麗な空き瓶なぁい？」

　手のひらの上にまがまがしい紫色の水球を浮かせたセーレに尋ねられて、僕は姉さんの部屋を見回す。

　すると、ガラス扉付きの飾り棚の中に、空の装飾の凝った香水瓶があったので、それを取り出して渡した。ガラスを吹いて作ったのであろう、球体の液体を入れる部分に、細い管がついた香水瓶だ。

　細く繊細な金で装飾されたその瓶は、大切そうに部屋に飾ってあったということからも、姉さんのお気に入りだったのだろう。けれど、今は急を要するから仕方がない。

　空いた手でセーレは僕から空き瓶を受け取り、器用に蓋を開ける。

　すると、水球状になっていた毒が、するりと空き瓶の中に入っていく。そして、セーレがきゅっと蓋をした。

「……増えよインクリーズ、濃くなれインダーク」

　セーレが何ごとか唱えながら、蓋をした瓶の底を振って、中の毒液をくるくると回していく。すると、中の液体の量が増え、色もさらに濃くなった。

「出来たよ、エド♡」

　ちゅっ、とほっぺたにキスをされる。

　そして、呼び方がいきなり愛称に変わっていた。

「えっと、何が……」

　突然のキスに僕はドギマギと動揺し、キスされた頬を手で押さえながら、セーレに尋ねる。

　すると、さっきの愛らしい顔から豹変して、ニヤリと悪魔らしい暗い笑みを浮かべる。

「……これを、君のお姉さんを傷つけた人達に使ったらどうなると思う？　……うふふ」

　僕は暫し考える。

　姉さんと同じ毒。それよりも濃いものを多量に持っている……。

「……誤って飲んだと偽装出来る」

「それだけ？」

「いや、もっと有効利用出来る。奴らの元にこれをこっそり隠しおいておくんだ。そして、それを発見したとして嫌疑をかける。姉さんが倒れた原因になったものと同じ毒を、より濃く多量に持っていれば、元々彼らのもので、姉さんに飲ませたのも彼らであるとすることが出来る」

　僕のその答えに、セーレの笑顔がニンマリと明るいものに変わる。

「エド。やっぱり私が見込んだだけはあるわ！」

　そう言って、ぎゅっと僕を抱きしめる。




　──えっと、その大きな胸の弾力が僕を押してくるんだけれど……。




　それと、そんな危険な毒を手に持った状態で、いきなりのハグは危ないと思う。僕は、ドキマギする気持ちを切り替える。そして、冷静に毒の危険性のことを考えることによって、セーレの柔らかさから思考を逸らした。

　セーレは、しばらく抱きしめて僕と互いの額同士を触れ合わせていた。

　しばらくその状態でいて満足したのか、セーレが僕を解放した。

「うん。相手もわかったわ」

　ただ抱きしめていたというわけではなく、僕の思考を読み取って、ターゲットを探っていたということなのかもしれない。

「じゃあ、行ってくるね。……ちょっといい子にして、待っていて。ああ、そうね。後で、『あなたは今ここにいて、無関係』って証言者に出来るような人を、部屋にもう一人呼んでおくといいわ。寝ているその子じゃ証言者にならないから」

　そう言うと、セーレは例の瓶を持って霞のように消えてしまった。

　僕は、一度部屋から出て、廊下を見回っていた警備兵を呼び止めた。

「陛下！　何か、御用でしょうか」

「うん、フェリシア姉さんの侍女のミレニアを呼んできてくれないかな」

「はっ！　承知しました！」

　警備兵は、侍女の控室のほうへ歩いて行った。しばらくしたら、ミレニアも来ることだろう。

　僕は、姉さんの枕元に戻って、彼女を見守りながら待つことにした。

　しばらく待つと、部屋の扉がノックされた。

「ミレニアです。お呼びと伺い、参りました」

「うん、入ってくれ」

　すると、ミレニアが部屋に入って来た。

「その、姫様がお倒れになられたと……。すみません、私がお世話しようとしたのですが、王太后様のご命令で、任から外れろと言われてしまって……」

　ミレニアは、すでに心配して涙ぐんでいたらしい。話の合間に、しゃくり上げる声が混ざる。

「大丈夫。こっちに来てごらん。姉さんはもう落ち着いているよ」

「えっ！」

　驚きながらも、ミレニアがパッと喜色を浮かべる。

　僕はなるべく優しい笑顔を作って、ミレニアのほうに振り向く。そして、彼女に手招きをした。

「……姫様……！」

　侍女としてはマナー違反かもしれない。けれど、よほど早く姉さんの容体を確認したかったのか、小走りに僕の隣にやって来た。

　そして、姉さんの顔色を見るなり、また嬉しそうな顔をする。

「元のお綺麗で健康な肌色に戻られて……！」

　この娘は、姉さんの乳母の娘で、まるで姉妹のように育ったから、それこそ、立場上は主人だとしても身内が助かったように嬉しいのだろう。

　そんなミレニアを呼んだのは安心させるためだけじゃない。頼みたいことがあったのだ。

「ミレニア。まだここだけの話だ。……内密に頼む」

「はっはい！」

　すると、ミレニアは、居住まいを正して、僕のほうへ体を向ける。

「……僕は、姉さんに他の国の者と婚姻を結んでもらうつもりだ。今の国の状態では、他国のほうが姉さんの安全度も高い。残念だけれどね」

「……そう、かもしれないですね……」

　ミレニアが、僕と姉さんの立たされている立場を汲んで、静かに答える。

「……その時には、君には、姉さんと一緒に国外に出て欲しい。姉さんが一番信頼出来る使用人は、姉妹同然に育った君だと思っているんだ。僕は君に姉さんを任せたい」

「……勿体ないお言葉です。ぜひ、お供して、お輿入れ先でもご不便のないように、生涯尽くしましょう」

「……ありがとう」

　姉さんには済まないけれど、眠っている間に話を進めさせてもらおう。




　──もう、相手国は決めているのだから。
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　私が、アスタロトと共に実家に帰省していたある日のこと。

「ノートン国王から書簡が届いたんだが……」

　お父様が執務室から一通の書簡を手に、家族が集まる居間にやってきた。宰相も一緒だ。

　タイミングよく、アベル兄様、カイン兄様、アスタロトに私と、家族全員が揃っていた。

「ノートン国王と言うと、前王が亡くなった後に就いたっていう、まだ少年のエドワード王のことですか？」

　そこは情報通のカイン兄様が、みんなにノートンの情勢に説明を加えつつ尋ねる。

「ああ、そのノートン国王だよ」

　お父様が、私達が集まるソファに腰を下ろし、宰相はその傍らに立った。

「要件はなんです？　我が国が独立してから交流は途絶えていましたよね」

　アベル兄様が訝しげな顔をする。

「お前の縁談だ」

「……は!?」

　お父様の口から飛び出した、自らの身に降って湧いた縁談話に、アベル兄様が唖然とする。

「……それは、我が国の血統にノートンの血を入れろと言うことですか？　しかも敗戦国なのに？」

　カイン兄様はその真意が測れないらしい。しかも、面白くない思惑を想定しているのか片眉を上げる。

「いや、王妃でなくとも構わないと言うし、無理ならカインでも良いと……」

「……え？　それは、本当にどういう……。こちらの顔色をうかがって、人質にでも差し出すというのですか？」

　カイン兄様は理解出来ないといった様子で首を捻る。

　私とアスタロトも、顔を見合わせて首を捻った。

「私からご説明しましょう」

　そこに、宰相が口を挟んできた。

「前王はあんな方でしたが、その子……、いえ、現ノートン国王はまだ幼いながらも聡明で賢い方なのです」

　そして、ノートン王国のことについて説明してくれた。

　現ノートン国王は前王が溺れていた妾腹で、今回の縁談話に上がっているのは、その異母姉。亡くなった前王妃の遺児フェリシア王女なのだと。そして、今回縁談話を持ちかけられたフェリシア王女のほうが血統的にも上なのだということも。

「ですが、異母姉弟とは言っても、お二人はとても仲が良い。あんな国でしたが、姉弟手を取って生き抜いておられました……。ですが、姫はノートン国王の母である現王太后に疎まれており、何者かに毒を盛られることもしばしばで……。私も、お二人を国にお残しすることは気になっておりました」

　そう説明すると、宰相は苦い顔をした。

「……その何者かっていうのも、王太后なんじゃないの？」

　カイン兄様が尋ねると、宰相は苦々しい顔のまま頷いた。

「……恐らくは。王太后は、我が子を王位に就けたがっておりました。ですが、所詮高級娼婦あがりの寵姫を母に持つ身。それに対して、フェリシア王女は有力な侯爵家の出身の王妃殿下のお子様。……亡くなった王妃殿下も、寵姫の手のものに毒殺されたのではという噂も当時からありましたし……」

　色々と宰相にも話し辛い話題らしい。言葉を紡ぐその顔色は曇りがちだ。

「ノートンの王位継承権は男子のみに与えられる。だが、フェリシア姫が有力な家に嫁ぎ、彼女がもし男児を産めば、その子を担ぎ出す貴族もいるだろう。その可能性を嫌っていそうだな、その女狐は」

　お父様が、顎に手を添えて唸る。お父様は元寵姫だった王太合の人柄をわかっているような口ぶりだった。

「そんな環境であってもご姉弟仲は非常によろしかった。……恐らくノートン国王の本意は、フェリシア姫の保護にあると思われます。あとは自身のご出自を疑っておられましたから、もっと深い思惑もあるかもしれません。……まだ若い方ですが、聡い方ですので」

　宰相閣下が、残してきた姉姫と若きノートン国王を心配しているのか、心苦しげな表情で推察を述べる。

「そういえば、王子、いやもう国王か……彼の父親についてはあれこれと噂が耐えなかったな」

　お父様が思い出したように呟いた。

「……それにしても、これはまた美しい方だな」

　そんな政治的な話とは裏腹に、アベル兄様は、書簡に添えられてきた姿絵を見て溜息をつく。見惚れている兄様の顔はすっかり呆け顔だ。

　私も見せてもらったけれど、それはもう、儚げで美しい姫君の姿絵だった。

「その姿絵は誇張ではありません。『ノートンの妖精姫』と謳われるほど、儚げな美しい容姿をお持ちの姫ですから」

　確かに、絵姿に描かれていた姫は、淡く波打つ金髪に野に咲く菫のような淡い紫の瞳。薔薇色の頬に唇。ほっそりとした手指。まるで、儚げに消えてしまいそうな美貌だった。

　アベルお兄様は相変わらず絵姿に釘付け。

　なんだか、この縁談を受けるなら、アベル兄様になるのかな？　私は思いながら、すっかり絵姿に心を奪われている兄様を見守るのだった。

　同じことを思ったのか、カイン兄さんがしゃがみこんできてそっと私に耳打ちする。

「……アベル兄さんって、意外に面食いだったんだね」

　その言葉につられて、私とカイン兄さんはくすくすと密かに笑い合った。
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　僕とミレニアが眠り続ける姉さんを見守っていると、ようやく姉さんが目を覚ました。

「……エドと、ミレニア？　私は……」

　ベッドに横たわったまま、姉さんがまだ弱々しい声で僕達の名を呼ぶ。そして、辺りを見回して自分の置かれた環境を確認した。

「……また、なのね。エド」

　そして、色々な記憶と自分の今の置かれた環境から、当たりをつけたのだろう。ため息をつきながら、僕に、そうだろうと問いかける。

「はい。姉さんは、……王太后の手の者に毒を盛られ、倒れたと思われます」

　すると、姉さんの頬に、つうっと一筋涙が伝った。

「……私、ひっそりと生きていることさえも、許してもらえないのかしら……」

「……姫様……！」

　姉さんの悲痛な呟きに、ミレニアも涙を誘われて涙ぐむ。それから、彼女は姉さんの頬を柔らかなハンカチでそっと拭った。

「姉さん」

　僕は嘆く彼女の名を呼ぶ。

「なあに、エド。……あら？　私、いつものときよりも状態がいいわね。ミレニア、体を起こしたいから、手伝って」

　姉さんはミレニアに手伝ってもらって半身を起こしてもらい、その下に背もたれ用の大きめのクッションをあててもらう。

「で、話ってなあに？」

　体を起こした姉さんが、僕を見つめる。

「……フォルトナー王国に嫁いでいただきたい。あなたの身の安全と、最後の清い血を持った王族の責務として」

　僕のその言葉を耳にして、姉さんはその美しい瞳を大きく見開き、息を呑んだ。

　僕の言葉に、姉さんはしばらく驚きを隠せないといった表情のままだった。

「私……は、……ずっとエドのそばで……あなたを支えて……」

　そして、その薔薇色の頬に再び涙の雫を溢す。

　僕は非情だと知っていても、それに対して首を横に振る。

「姉さん。婚姻は王族に生まれた者の義務だ。それはわかってくれているね？」

　僕は、ゆっくりと、穏やかな声で。彼女を幾らかでも傷つけずに済むように、丁寧に言葉を紡ぐ。

「……わかっています。でも私は、……エドのそばで、エドを支えていたい。だって、唯一の姉弟なのだもの」

　ついっと、さらにもう一雫、彼女の頬に涙が伝う。彼女はその涙を拭おうともしなかった。

「僕も気持ちは一緒だよ、姉さん。……でもね、ノートンの建国王の血を継ぐ王族として、この国の維持と血を繋ぐという責務が、僕達にはあるんだよ」

　そう言うと、姉さんの枕元に座っていた僕は、上体を寄せてポケットからハンカチを取り出し、姉さんの濡れてしまった頬を優しく拭う。

「姉さんにお願いしたいことは、早く安全な土地に離れ、その地で婚姻を結ぶこと。そして、ノートンの正統な血を継ぐ男児最低二人産むことだ。……僕は、その男児のうち一人を、養子に迎えて、王太子にしたい」

　僕は、真っ直ぐに姉さんの瞳を見つめて、ゆっくりと諭すように訴える。

「……エド？　じゃあ、あなたは？」

　僕の先の発言に、姉さんが首を傾げる。それはそうだろう。僕は、僕の子供にではなく、姉さんの子供に跡目を継がせると告げたのだから。

「僕は正式な結婚はしない。……僕が前王の子かどうか怪しいことは知っているだろう？　火のないところに煙は立たない。僕はそう思っている」

　姉さんの問いに、僕は同じく問いかけて返す。

　そして、姉さんも知っている。僕の母、王太后がどんな出自でどんな女だったかを。没落貴族から高級娼婦に身を落とした身の上。その胸のうちには、きっと元のように成り上がってみせるという執念があったのだろう。あの人は淫らで、そして利のある相手を堕す狡猾で強欲な女。それが僕の母だ。

　二人の間に沈黙が漂う。

「……姉さんがノートンを離れている間に、僕はこの国の粛清を行う。手段も問わないつもりだ。膿を出し切り、姉さんの子供を受け入れることが出来るくらいに安全な国として、体制を整えてから、譲位する子を受け入れさせてもらいたい」

　僕のその言葉に、姉さんが首を傾げた。

「……でも、そんなこと、王太后殿下が……」

　姉さんが口にした懸念に、僕は即座に首を横に振って返す。

「王太后も、その手のものも、背後で動いていた公爵もなぜか、姉さんが盛られた毒で亡くなっていてね」

　僕は、静かににっこりと微笑んでみせる。

　それとは対照的に、姉さんの顔が青ざめる。

「愚かだね。誤って自ら毒を摂取してしまうなんて。公爵家にあった毒は、かなり高濃度でしかも量も多かったらしい。しかもなぜか王太后もその場に同席していたらしくてね。まあ、おかしな話だけれど、姉さんの件は、公爵経由で入手されたものとして処理されたよ」

　僕の顔は微笑んだままだ。そして、姉さんの顔も青ざめたまま。

「……エド……、それであなた、大丈夫、なの……？　やっぱり私がそばにいたほうが……」

　母殺しと、もしかしたら父殺し。その両の罪をまだ十二の歳で背負った僕を心配してくれているのだろうか。優しく美しい姉。だが、彼女は強くない。

　まだ汚濁に塗れているこの国ではなく、どこか安全な国で誠実な男に護られているのが、彼女には相応しいのだ。

「僕は大丈夫だよ、姉さん。……セーレ、おいで」

　声をかけると、キィッと静かに扉が開いて、セーレが部屋に入ってくる。そして僕の隣に並んだ。勿論、人の姿だ。

「セーレと申します。国王陛下をお護りする任を賜っております」

　そう言って、セーレが姉さんに礼を執る。

　まあ、『僕を護る任』という表現もあながち間違いではないだろう。セーレも、普段はああなのに、こういう場面ではいい立ち回りをする。

「ここだけの話、彼女は僕の最大の武器であり、心も支えてくれます。……僕を一人残していくわけではないのです。……姉さん。安心して、安全な国へ嫁いでください」

「……本当に、あなたにエドを任せて良いのね、セーレ」

　僕の言葉を飛ばして、姉さんはセーレをじっと見る。その目は完全に値踏みだ。そして、嘘は見逃さないという厳しい女の目。

「……私は、エドワード陛下だけをお慕いしております。陛下の理想を実現するための最強の駒となりましょう。そして、陛下のそのお心も、今のまま美しくあられるよう、お支えしましょう」

　そう言って、僕の瞳を見て柔らかに微笑み、そして、その笑みを浮かべたまま姉さんに頭を下げる。

「……そう。エドはもう、一人ではないのね。……そして、エドは私に、別の形であなたの力になって欲しいと言っている。……そうね？」

「はい。……姉さんがお倒れになっている間で申し訳ありませんが、フォルトナー王国へ打診をしています」

　僕がそう告げると、姉さんの顔が曇る。

「……フォルトナー……。あのフォルトナーよね。ノートンから独立宣言をした……」

　そんな国では、ノートンを嫌っているのではないか、そう心配しているのだろうか。それは、当然の懸念だろう。

「姉さん、そこは、あちらに移った元宰相が、我々のことを良く伝えてくださったようですよ。相手方からも、好意的な返答を書簡で受け取っています。……王太子であるアベル殿下が、是非、姉さんとお会いしたいと」

　僕は、姉さんを励ますようにその肩をさすり、覗き込んで微笑みかける。

「……お相手が王太子殿下って。このノートンの血がフォルトナー王家に混じっても良いということ？」

　まだ疑心暗鬼なのか、姉さんの言葉は疑問系だ。

「フォルトナーは武力と国力こそ優れていますが、血統の重みに欠ける。そして、ノートンはその真逆。ノートンも、今の混迷期を除けば、建国王の時代からの由緒ある血筋です。フォルトナーにも、利はあるのですよ」

「そう……かしら」

「そうです。そして、姉さんの産む王子二人心身ともに健やかに育ち、それぞれの国の王となれば、国同士の諍いの起こる可能性も限りなく低くなりましょう。後日、先方が竜にて迎えをよこしてくださるそうです。一度、お会いしましょう」

　竜で、と先方が申し出たのは、おそらく反対派などの差し金で、フォルトナーの地で姉さんに何かがあれば、それを契機に戦争を仕掛ける口実となってしまう。

　我々の身の安全は勿論、そうした政治的配慮までを気にかけて、フォルトナーの国王陛下が申し出てくださった。

　ありがたい。早く、姉さんには、安全な土地で護ってくれる伴侶に出会って欲しい。




　──姉弟の別れは、寂しいけれど。
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　そうして、姉さんの体調が万全になった頃、僕と姉さんは迎えの竜に乗って、フォルトナーを訪問することになった。

　僕が不在中のことは、姉さんの叔父でもある公爵に頼んである。

　彼はこの国に残った貴族の中で、清い貴族の代表のような人だ。

　彼がこの国に残った理由は一つ。

　姪である姉さんの今後を懸念すると共に、彼女の後ろ盾という立場もあって、フォルトナーの独立騒動が起きてもこの国に残ってくれたのだ。

　公爵は、姉さんの母親であった亡くなった王妃を、そして、その遺児の姉さんをとても可愛がっている。

　だから、フォルトナー王国への嫁入りの話をした時は、顔を真っ赤にして烈火のごとく怒った。

「フェリシア王女までも国から排除しようというのか！　貴様だけは、まだ見込みがあると思ってはいたが、所詮あの女の息子か！」

　そう言って怒鳴られたものだ。

　まあ一応僕は王なので、不敬だと言っても良かったんだけれど。

　結局のところ、僕の真意を彼に知ってもらうため、そして、これからのノートンの中心を担っていく臣下となってもらうために、姉さん同席のもと、これからの計画と婚姻の意味を説明した。

　その結果、最終的には彼は僕の考えを受け入れてくれた。その上、僕を支えるために、すでに内務卿になってもらっている。

　彼は有能だ。

　そして、『フェリシア王女派』の『清い貴族』達との人脈もある。

　国には、国の乱れを憂いながらも、国を思い残った貴族もいるそうで、そういった信用出来る貴族から、空席となったポストに人材を補ってくれるのだ。

　また、一旦あの騒乱時にフォルトナーに行ったものの、職業貴族が全員職につけるとは限らない。そうしてあぶれている者の中で優秀な者や、信頼出来る者達に、ノートンへ戻らないかと声もかけてくれているらしい。

　そんな人事に文句を言おうとする亡き公爵派の貴族もいるものの、頼るべき王太合にすり寄っていた公爵も王太后もすでに鬼籍の人。頼る術もない。

　そういうわけで、あとの国内のことは内務卿に任せ、僕と姉さん、侍女のミレニア、警備兵二名で、城の屋上で待っていた。フォルトナーが使役する竜で迎えに来てくれるとの申し出があったからだ。

　すると、雲一つない青空の、フォルトナー側に黒い点が見えた。

　その黒い点はどんどん大きくなっていき、それが大型の竜であることを確認出来るまでになってきた。

「あれが、フォルトナーが使役している竜なのか……」

　僕は絶句する。

　あとで、あれはフォルトナーのものではなく、魔族となったリリス姫の使役するものだと聞かされるのだが、まだそれを知らされていない僕には、絶望的な差に思えた。

　まるで、国力が違う。

　姉さんをフォルトナーの王太子妃にと望んだのは傲慢だったのだろうか。

　僕の額に、冷や汗が伝う。

　いや、それでも。

　僕は、姉さんに『第二夫人』なんて日陰の、肩身の狭い思いはさせたくない。




　──今日の会見の僕の手腕次第で、姉さんの未来が決まる……！




　僕は、近づいてくる竜を見つめながら、拳を握りしめるのだった。
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「ニーちゃん、おくじょうにいるひと、びっくりしないように、ゆっくりおねがいしましゅ」

　なぜ、竜を指示するのが幼女の声で、しかも噛んでいるのだろう？

　不思議に思ったが、僕達は、着地に邪魔にならないように避けて待った。

　そうして竜が屋上に着地し、その背から人が二人降り、僕達のほうへやって来た。

　背の高い、二十歳くらいの男性と、……なぜか四歳くらいの幼女だ。しかも丸いツノが生えている。

「お初にお目にかかります。ファルトナー家の嫡男アベルと、妹のリリスと申します。妹のほうは事情があって魔族化しておりますが、れっきとした私の妹です」

　迎えに来たのが、フォルトナー家の王太子当人と、その妹リリス姫だったことに、僕は驚かされた。

「リリス・フォン・フォルトナーれしゅ。よろしくおねがいしましゅ。ほら、ニーちゃん、きみもあいさつ」

　舌ったらずな口調で、幼女のほうが竜に命令をする。すると、竜が素直に頭を下げた。

「リリス様の僕しもべのニーズヘッグと申します」
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　そうか、フォルトナーの例の姫ということらしい。

「こうは見えても、ニーズヘッグの主人はリリスなのです。なので、二人で参りました。リリスがいれば、護衛も不要ですしね……」

「ねえねえ。にいさま。ごえいなんか、あたちだけで、じゅーぶんれしゅ。しょれみせるのに、あのあたらしいの、ひろうしていい？」

「うーん、人のいないほうにな？」

「あいっ！」

　何か二人で算段しているが、何をする気なのだろう？

「これからフォルトナーにお二人をお連れし、お護りするのに、十分強いというところをご覧に入れたいのですが……。あちらの、何もなさそうな森に、魔法を撃ち込んでもよろしいでしょうか？」

　そう言って、アベル王太子が城の裏手の森を指さす。

「大丈夫ですよ」

　城壁から監視はしているが、あの森には人を配備していない。だから僕が許可を出した。

　すると、リリス姫がそちらを向いて、手を差し出した。

「サモン、うさぎたん！」

　彼女の言葉とともに、七匹のうさぎのぬいぐるみが現れて、みんな一斉に両手を森に差し出す。

「「「「は？」」」」

　僕達、ノートン側の人間は、護衛も含めて驚きでおかしな声を出す。

「いけー！　うさぎたん！」

　すると、ありとあらゆる属性の魔法によって森が蹂躙され、森は火事になってしまった。

「あー！　どうしよう！　えーっと、えーっと！　しょだ！　サモン、だいけんじゃ、マーリン！」

　今度は壮年の魔導師が現れて、リリス姫の状態と、その先の森の惨状を見てすぐに判断したらしい。

「霧雨ウォーターミスト」

　その魔法は、しとしとと森を濡らし、森の火事は程なくして鎮火した。

「マスター、森に火魔法はダメでしょう」

「ごめんなしゃい……」

　リリス姫が、魔導師に窘められてしゅんとすると、うさぎ達はいずれともなく消えていった。

　いや、いったいなんなんだこの姫は。それと、竜を僕にし、よくわからないうさぎのぬいぐるみにあれだけの魔法を使わせる？

　姉さんをフォルトナーに送って、大丈夫なのか、僕は一抹の不安を感じた。




　そんな騒動がありながらも、今は竜の上で快適な空の旅を体験していた。

　小型の飛竜ではなく、大きな竜で迎えに来てくださったのも、フォルトナーの国王陛下が配慮してくださった結果なのだと、空の旅の中で、アベル殿下から聞かされた。

　飛竜だと、乗れる人数は二人ほど。

　そうすると、飛竜を操るフォルトナーの者と、僕や姉さんが二人きりになるのは、警戒するだろうと。だったら、ちょうど里帰りしているリリス姫に、ニーズヘッグを飛ばしてもらって、みんなで乗るのならば安心もしてくれるだろうと、気遣ってくださったのだそうだ。

　確かに、フォルトナーの陛下の読みは正しい。僕だって、姉さんをフォルトナーの者といきなり二人きりと言われたら、悪気はなくとも警戒してしまう。

　最初から、こちらの心境について様々配慮してくださる、フォルトナー王国のありように、僕の心に感謝の念と、そして、やはり姉さんをお任せするのであれば……、という期待が高まった。

「ねえねえ、ひめさま。したをみて、しゅっごいのよ！」

　そんな中、リリス姫が姉さんに下を見ようと誘っていた。

「ちょ、ちょっと怖いわ……」

　姉さんは、風に煽られて舞う自分の髪を押さえながら、恐る恐る下を覗き込んだ。

「まあ……！　すごいわ。麦畑も家も街も、あんなに小さく！」

　その言葉につられるように、僕も地表のほうを見下ろしてみる。

「すごい……。国の境にこんなに長い壁が……」

　僕は、流れていく景色よりも、それだけの大規模な建造物を作れる国力に、驚嘆した。

　あるとは聞いていたが、実際に目にすると、その規模に改めて驚かされた。

　僕は改めて思う。

　彼の国は敵にしてはいけない。むしろ、融和し、助力を乞うべき国だ。

　先代までの非を僕の代で詫び、そして、姉さんを受け入れていただくのだ……！

　僕は、改めて決意を固くするのだった。

　大型竜での空の旅は、国を跨いでもあっという間だった。

　竜は、城の屋上を着地場としているらしい。迷うこともなく、フォルトナーの城の屋上へ着地し、迎えの兵士達も僕達を歓迎してくれた。

　まず、リリス姫を抱いて、アベル王子が竜から飛び降りた。

　そして、次にアベル王子から、姉さんに手が差し伸べられる。

「さあ、フェリシア姫」

　男性がこういう時に女性にエスコートをするのは当然のこと。

　王族として生まれた姉さんも、それを普通に受け止めてきたのだが……。

「あ……、ありがとうございま……す」

　頬を赤らめて、差し出された大きな手の上に、おずおずと白魚のような手を乗せる。

　意外だ。

　姉さん、アベル王子を意識しているのだろうか？

　手と手を重ねると、姉さんの手が、いかにも剣か何かで鍛えているであろう、無骨で節くれ立った大きな手に力強く包み込まれた。

「少し高低差があって怖いかもしれませんが、安心してください！　責任を持って受け止めますから！」

　白い歯を見せて、男らしい快活そうな笑みをうかべて姉さんの腕を引っ張った。

　姉さんは、意を決したように目を閉じてジャンプして飛び降りる。

　足が宙を浮き……、しっかりとアベル王子の腕の中に抱かれていた。

「あ、……あ」

　抱き留められた姉さんが、まぶたを開け羞恥で真っ赤になっている。

　何せ、順調にいけば結婚相手。そして、鍛えられた体に屈託のない爽やかな青年の笑顔。

　そんな男性に、いわゆる姫抱きにされている。

　アベル王子は、礼も言えずにいる姉さんに笑いかけ、そして、ゆっくりと足を地につけさせて、自分の傍に立たせた。

　姉さんは両頬を押さえて、その赤らみを隠しているようだ。そりゃあ、あれだけ頬を赤くしていれば、頬の熱で自分でもそうなっていることがわかるだろうから。

「……済みません。姫があまりにも軽そうでしたので、つい……。軽率な振る舞い、お許しください」

「もう！　にーさま、デリカシーないでしゅ！　いきなりはダメでしゅ！」

　姉が真っ赤になり、アベル王子がそんな姉さんに謝っている横で、リリス姫がアベル王子の膝裏を両手でグーパンチして、王子の膝がカックンとなる。

「こら！　リリス！」

「きゃーー！」

「ぷ……、ふふふっ」

　姉さんの周囲を、追いかけ走り回る兄妹を見て、姉さんが微笑んでいた。

　なんだろう。

　僕は、一瞬の目眩のあと、幻のような幸福な光景を見た。

　姉さんが、フォルトナーの家の一員として溶け込み笑っている、そんな未来。

「あ！　ひめさま、わらった！」

　姉さんの前でリリス姫が立ち止まり、下から見上げて笑いかける。まるで、ひまわりの花のような笑顔で。

「ふふ。兄妹仲がいいんですね」

　そう言って姉さんが、リリス姫、そして、アベル王子に微笑みかける。

　姉さんの可憐な花のような笑みを真っ直ぐに向けられて、アベル王子はボンっと発火したかのように、一瞬で顔が赤くなる。

「あ、えっと、兄妹……は、はい、仲はいいですね。家族も、父が再婚しまして、義母も含めて家族仲は良いと思っています。あ、その、……こちら、客間で待っておりますので、ご案内します！」

　姉を姫抱きしたスマートさからは一転して、ギクシャクとした物言いになるアベル王子が、なんだか僕にも好ましく見えた。

　実際は、シャイな方なのだろうか？　少なくとも女慣れしているような男よりは好感が持てた。

　そんな彼の案内で、僕達は、家族が待っていらっしゃるという客間に案内されるのだった。
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　アベル王子とリリス姫に城内を案内されながら、僕達姉弟は客間へと案内される。

　あの巨大な竜は、子竜の姿になってリリス姫のそばを飛んでいる。そしてアベル王子は手慣れた様子で、片手でリリス姫を抱えている。

　そして、婚姻の話が上がっているとはいえ、他国の僕達にこうも国の内情を話して良いものだろうか？

　そう思うほど、警戒する様子もなく、城内のことなどを教えてくれる。アベル王子もリリス姫も、対応は非常に好意的だった。まあ勿論、ここに輿入れするかもしれない姉さんの生活に関わりそうな説明が中心だが。

　城自体は、独立してからまだ拡張などはしておらず、王族の住む城にしては狭いかもしれません、だとか。

　辺境での防衛を担ってきた家柄なので、城の装飾などは華美ではないとか。

　そんな話の中で、驚くべき話を教えてもらった。

「私達の領の務めであった、『災厄』の鎮静は、根本的に解決したんですよ」

　そう、アベル王子が口にした。

「しょーなの！　だから、ひめさまには、あんしんして、すんでもらえましゅ！」

　ふふん、と自慢げに胸を張って、私も活躍したのだと主張するリリス姫。

「あ、こら！　『住む』だなんて、あまりに早すぎるだろう！　姫のお気持ちだってあるんだからな！」

　アベル王子が、リリス姫の額をコツンと優しくつついて窘める。

「……私が、ここに、住む……」

　改めて言葉にされてみると実感が湧いたのだろうか。姉さんは顔を赤くしながら、より興味を持って案内される場内を見て回るようになった。

　まあ、案内するアベル王子も、リリス姫の発言のせいで、若干耳朶が赤くなっているのだが……。




　──いや、でも問題はそこじゃないような気がするんだが！




「あの『災厄』を解決されたんですか!?」

　僕が驚いてそっちに話題を戻す。

　だって、姉さんがもし輿入れすることになったら、その情報はさらに嬉しい誤算なのだ。

　フォルトナーの『災厄』は、フォルトナーの人間を危険に晒してきた。そしてもしアベル王子がその『災厄』によって亡くなるなんて事態になれば、姉さんが未亡人になるとか、姉さん自身に身の危険がとか、懸念はしていたのだから。

「しょうなのよ。あしょこは、あくまが、いたの」

　リリス姫が舌ったらずな口調で説明しようとするので、アベル王子が途中で割って入って説明してくれた。

「もう、暫く前になりますが、大地震が大陸を震わせた日があったでしょう？　あれは、この地に封印されていた悪魔の復活に伴うものだったのです」

「……え……」




　──大地震の日の、ノートンのあの凄惨な事件。




　アベル王子の言葉を聞いた瞬間、僕の脳裏に、父と枢機卿が地下の魔法陣の上で血を流していた記憶が蘇った。

「まあ、驚かれますよね。まあ幸い、悪魔を封印していた聖剣に妹のリリスが認められたので、彼女がそれを手にして滅ぼすことが出来たんですよ」

　僕の驚いた表情を、単純な驚きの反応と思っているのか、アベル王子が説明を続ける。そして、その腕に抱かれながら、えっへんといった形容がふさわしい様子で、リリス姫が胸を張っていた。




　──悪魔って、悪魔だよな。セーレと同じ。




　いやいや、最大の問題はそこじゃない。

　大地震が起きた日に、父と枢機卿が怪しげな魔法陣の上で自決（？）していたこと。そして、時を同じくして、フォルトナーでは悪魔が封印を解いて復活したこと……。

　僕には、そこに因果関係が全くないようには思えなかった。




　──同じ日、同じ時に、奇妙な事件が同時に起こりうる確率は？




　それは、限りなく低いものだろう。

　僕は、その後の会話に粗相がないように対応しながらも、このことを対面の場で打ち明けるかどうか、悩むのだった。




　ようやく客間に辿り着き、警備兵が扉を開けてくれたので皆で入る。リリス姫は、部屋に入るとすぐにアベル王子の腕から降ろされた。

　すると、ノートンで宰相を務めていた懐かしい人が、僕と姉さんの元に駆け寄ってきた。

「殿下、いや、もう国王陛下でしたな。そして、姫様も……。よくご無事で……。お二人をお残しして去ることだけが唯一の心残りでした。本当に申し訳ございませんでした……」

　皺だらけの顔に涙を伝わせながら、僕と姉さんの二人の前で頭を深く下げた。

「じい。あの時は、ノートンが酷すぎたのだ。じいを含め、こちらの国を選んだ誰も悪くはない」

「そうです。国では、私はじいにはたくさん守ってもらいました」

　僕達は、国にいた頃の彼の呼び方、『じい』と、当時の愛情そのままでその呼称を口にする。

　僕はじいがいなかったら、まともな教育を受けることも、統治者となるための帝王学を学ぶこともなかっただろう。

　姉さんは、彼の手助けによって、僕の母の悪意からしばしば遠ざけてもらっていたものだ。

　去って行かれた恨みよりも、積年の感謝のほうが勝っていた。

　久々の感動の再会をしていたら、元辺境伯、フォルトナー国王が女性と若い男性を伴って私達の元へやってきた。

「お久しぶりです。ノートン国王。フォルトナーの地を治めております、ダリウス・フォン・フォルトナーです。それと、こちらは王妃のアスタロト、そして、次男のカインです」

　国王直々の紹介に、こちらも、居住まいを正してそれぞれ礼を執る。

「此度のご招待、それに、王太子殿下と姫君直々のお迎え、痛み入ります。私はノートンを治めております、エドワード・フォン・ノートン。こちらが、姉のフェリシアです」

「まぁ……。フェリシア様は本当に妖精姫と謳われるのが納得出来る愛らしさですね。国同士の会談といっても、まずは私的なもの。あまり緊張なさらないでね？　それから……、私は魔族ですのでこんな姿ですが、怖がらないでくださると嬉しいわ」

　アスタロト王妃が、そう言って微笑む。確かに頭に魔族の象徴たるツノはあるけれど、その優しげで母性的な容姿は、私達に恐怖を感じさせなかった。

「でもねー、アスタロトは、まぞくのしてんのーなの！　すっごく、つよいのよ！」

　アスタロト王妃のドレスの裾から、リリス姫が悪戯っぽい顔を覗かせて、魔法を撃つ動作の真似事をする。

「こら！　リリスちゃん！　緊張をとっていただこうと思っているのに、怖がらせるようなことを言ってどうするの！　それに、そんなことを言ったら、あなただって魔王陛下の四天王で、魔王軍の将軍でしょう！」

　王妃に「めっ！」と窘められて、ぺこんとごめんなさいをしている姿は可愛いのだが……。

　僕と姉さんは顔を見合わせる。

　どうやらこの王家はとても家族構成が不思議なことになっているらしい。




　やがて、立ち話もなんだということで、フォルトナー王にソファ席へ移ることを提案されて、皆がそちらへ移動した。

　僕と姉さんが隣り合って座り、その向かいに、フォルトナー王と王妃、そしてアベル王子が座る。

　サイドにある一人用のソファに、リリス姫とカイン王子、そして宰相が座る。

　僕が連れてきたノートンの兵二人は、部屋の隅に待機させている。

「今回の縁談の件だがね、いただいた姿絵にアベルが一目惚れをしてしまったようでしてな。カインでも良いというお話でしたが、進めるのであれば、アベルとの婚姻を前提に考えていただけたらと思っております」

　口火を切ったのは、フォルトナー王。

「ちっ、父上っ！」

　そして、名指しされて『一目惚れ』をばらされたアベル王太子が真っ赤になっている。

　当然、僕の横にいる姉さんも、恥じらっているのか、頬を赤らめて下を向いてしまった。

「……その場合、姉は第一王妃として迎え入れていただけるのでしょうか。我々の間には、ごく最近諍いがあったばかり。ノートンの血を、貴国の後継に入れたくないと思われていても、当然ですが……」

　僕は、最大の懸念、姉さんの扱いについて尋ねる。

　これだけは譲れないのだ。姉さんを第二夫人などという日陰の身にさせたくはない。

「ノートンは、ここ最近こそ政治が腐敗していたが、元は、人間の国の統一を果たした建国王の血を継ぐ由緒ある血筋。そして、フェリシア王女の母君のご実家の侯爵家も、その建国王の統治の一翼を担った古く尊い家柄。『血』という意味では、気になどしておりません」

　フォルトナー王がそう言うと、僕と姉さんが揃ってほうっと安堵の吐息をついて、胸を撫で下ろす。

「では……」

　僕は、姉さんの置かれる身分が知りたい。その思いで、身を乗り出す。

「それは……、アベル。お前が姫に願い出ることではないのかな？　お前の妻を迎えるのだからね」

　フォルトナー王がそう言って、アベル王子に行動を促そうとする。




　──ちょっと待て。ノートンは、この地に多大な迷惑をかけた可能性があるはずだ。




　黙っていればいいのだろうか？

　黙っていれば、この場は良い方向に収まるかもしれない。

　けれど、のちの禍根になったら？

「ちょっと待ってください！　我々には、先に告白せねばならないことがあります！」

　僕は、そう叫ぶと、胸を押さえて必死に一瞬で荒くなった呼吸と動悸を抑える。

　姉さんは、どうしたのかわからないようで、心配そうに僕の背を撫でてくれた。

「……少し、休んで落ち着かれるといい。それから、お話を聞きましょう」

　僕の必死の表情を見てとったのか、フォルトナー王の柔和だった表情が、厳しい施政者としての顔に変わる。けれど、その表情には、僕をいたわる優しさも含まれていた。

　お言葉に甘えて、僕はゆっくりと深呼吸をして、胸の鼓動を落ち着かせた。そうしてから、ゆっくりと口を開いた。

「この大陸を大地震が襲った日に、この地で封印されていた悪魔が復活したと、アベル王子とリリス姫にお聞きしました。……それは、ノートンが……ノートンのガイアス教が関わっているかもしれないと、私は思うのです」

　僕は唇を引き結び、疑惑の告白をすることを決意し、そして口を開いた。

「……私は見ました……。あの大地震が起こったあの日。地下の祈りの間の怪しげな魔法陣の上で、ガイアス教の枢機卿が自決しており、父は胸を刃物で突かれて絶命していました。同じ日、同じ時に、離れたこの地で奇妙な事件が同時に起こりうるでしょうか？　私は、封印の解放に二人が、関わっているとしか思えないのです！」

　悪魔の解放など、邪法中の邪法だろう。父が枢機卿としでかしたかもしれない罪が、自らのもののように思えて、体が震えた。

　すると、フォルトナーの一家は、皆で顔を見合わせた。その表情に、なぜか驚きはなかった。

「……驚かれ、ないのですか……」

　僕の目が、自然と大きく見開かれるのを感じる。

「薄々ですが、ガイアス教の関与を疑っておりましたから……。ですが、貴公の告白を聞いたとしても、我々が袂を分った前王と枢機卿の成した愚行。あなたの罪ではない。あなた方のお人柄と、ご苦労された日々のことは、この宰相から聞いておりますよ」

　フォルトナー王の声は優しい。むしろ僕達のことを慮るようなその言葉。

　僕は目に浮かんだ涙を隠すように、感謝の念と共に頭を下げた。

「では、姉は……」

　僕はこっそり、服の袖で潤んだ目元を拭ってから顔を上げる。

　フォルトナー王も、他の皆も僕達兄弟に微笑んでくださっていた。

「いやね。アベルの結婚相手には困っていたところなんだよ。辺境伯だった頃は、面倒な土地の跡継ぎということで良い縁談が来ない。独立したらしたで、今度は王太子妃の座を巡って、貴族やその娘自らの猛烈なアプローチでな」

「にーさま、おんなのひと、けしょーくさいから、やだ！　ってにげてた！」

　フォルトナー王とリリス姫が笑いながら、アベル王子が二十歳ととっくに適齢期を迎えても婚約者のいなかった理由を教えてくれる。

　そして、アベル王子は、リリス姫に「こら！　そこまで言うな！」と笑いながら、形だけ睨みつけていた。

　そんな兄妹のやりとりに、姉さんが隣で微笑んでいる。

「やっと、息子が重い腰を動かしてくれたのです。さあ、アベル、姫に言うべきことを言いなさい」

　そうフォルトナー王に促されると、アベル王太子は父王の顔を見て頷く。そして立ち上がった後、姉さんを誘うように手を差し出した。

「姫、こちらに来ていただけますか？」

　その言葉に頷いて、姉さんが立ち上がって、アベル王太子の元へ歩み寄る。

　向かい合って立つ、二人の顔はどちらも仄かに赤い。

　アベル王子が片膝を突く。そして、小さな箱を姉に向かって差し出した。

「フェリシア姫。私の想いを受け入れて、私の妃となっていただきたい」

　真っ直ぐな言葉に、姉さんの顔はいまにも泣き出しそうだ。

「ノートンの……、私で、本当に良いのでしょうか」

「あなたが良いのです。あなただけに心を惹かれたのです。……この指輪は、代々、領主の正妻に引き継がれてきたもの。次は、あなたに嵌めていただきたい」

　そう言って、アベル王太子がその小箱の蓋を開いて見せる。

　そこには、意匠は古いものの歴史を感じさせる、ローズカットの柔らかい光を放つ、ダイヤモンドと思われる石が嵌まっていた。

「さあ、嵌めて、私に悦よろこびをください」

　姉さんの頬に、一筋の涙が伝わっていく。そんな姉さんに、アベル王太子が指輪を嵌めて欲しいと、答えが欲しいと懇願する。

「アベル様……。お優しい方。そして、お優しいご家族。私も、その中の一人にさせてください」

　そう言って、姉さんが左手を差し出して、アベル王子がその薬指に指輪を嵌めた。その指輪は、まるでその指にはまる運命だったかのようにぴったりと彼女の指に収まった。

「お慕い申し上げております。きっと、幸せにしてみせます」

「……私も。王太子殿下のよき妻となり、そして、よき後継を産み、この国のために尽くしましょう」

　部屋全体が微笑みと祝福の雰囲気に包まれる。

　こうして、姉さんは無事、フォルトナーへ輿入れすることが決まったのだった。
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　そうして、僕は姉さんをフォルトナーに預け、ノートンに戻ってきた。

　帰りもニーズヘッグに送ってもらい、その戻りには、姉さん付きの侍女や生活に必要になる衣類などを運んでいってもらった。

　急がないが嵩張るものは、きちんと国から国への嫁入り道具として送れば良いだろう。

　結婚式の日までに揃えば良いのだ。

　僕は自分のベッドに横になって、ほっとため息をつく。

「ようやく、姉さんを安全な場所に逃してやることが出来た……」

　嬉しくもあり、寂しくもある。

　幼い頃からの姉さんとの思い出が、よき思い出として、蘇る。

「……エド、寂しい？」

　ベッドのスプリングが軋んで音を立てる。

　そして、いつの間に現れたのやら、セーレが僕の隣に寝転びながら、しなだれ掛かってきた。

「願いが叶ったんだ。……いや、でも寂しいのは寂しいかな。ずっと一緒に生きてきた姉さんと遠く離れてしまったからね」

　僕がそう言うと、セーレが僕の耳元に柔らかな唇を触れさせて、甘く囁きかける。

「……慰めて、欲しい？」

「……純潔をよこせということか？」

　僕が逆に問いかけて返すと、僕の真正面に顔を移動させて、ぷう、と唇を尖らせた。

「色気、なぁい」

　そう言いながら、まだ拗ねているのかブツブツと文句を言っている。




　──全く、本当に悪魔なんだかなあ。




　仕方ない。僕はまぶたを閉じる。

「……僕を、一時の快楽で全て忘れさせてくれないか？　セーレ」

　そうして、「おいで」と誘うように、僕は両腕を前に差し出した。

　さあ、望むままに僕の純潔を奪うがいい。そうして、今この時の寂しさを紛らわせてくれ。

　なんで僕から請求しないといけないのかは、不明だけれど。

　すると、僕にしなだれかかっていたセーレの体温が離れていく。これから始めることの準備でもしているのだろうか。

　衣類を脱ぐような衣擦れの音は聞こえなかった。




　──さあ、望むがままに奪い尽くすがいい。




　僕は、覚悟と、初めての体験に好奇心を抱きながら、彼女が覆い被さってくるのを待った。

　……

　……

　……

　……来ない？

　僕はうっすらと片目を開ける。

　上を向いて寝ている僕の視界に彼女はいなかった。

　えーっと？

　僕は目を開けて、起き上がる。

　すると、セーレはいた。

　僕の隣で、胸の前で両手を組んで目を瞑り、姿勢良く仰向けで寝ながら、……僕を待っている？

「……何しているの？」

　なぜ彼女が、この姿勢で行儀良く待っているのか理解出来なかったから、素直に尋ねてみた。

　すると、意外なことに、セーレは緊張混じりの声でこう答えるのだ。

「あなたが来るのを待っているの。……あ、あのね、私ね、初めてなの」




　──え？




　僕の驚きに気づかず、セーレは言葉を続ける。

「……だから……。優しく、して？」

　そうっとセーレは瞳を開いて、潤み、懇願するような目で僕を見つめる。




　──この子、『淫蕩』の悪魔で、僕の純潔が代償だったんじゃなかったっけ？




　僕は頭がクラクラしてきた。

　だから、思わず思ったことをセーレ自身に言葉としてぶつけてしまった。

「……セーレ。君は、『淫蕩』の悪魔じゃなかったっけ？」

　そう僕に指摘されると、彼女は顔を真っ赤にして、ガバッと起き上がる。瞳は潤んだまま涙目だ。

「しょーがないでしょー！　悪魔だって、初めては、初めてなのぉっ！」

　そう言って、近くにあった枕を引っ掴んで、僕の顔に投げつける。

「あっ、こら。やめろ」

　けれど、僕の制止を無視して、感情の赴くままにセーレは僕に攻撃をしてくる。

「エドの意地悪ぅ！」

　外見二十歳のセーレが、十二歳の僕に、枕を投げつけたり、ポカポカ胸を叩いてみたり、頬を横に引っ張ってみたり。

　セーレの行為を受け止めながら、はあ、と僕はため息をつく。




　──まあ、僕も本音はまだそう乗り気じゃない。




　むしろ、今は、精神的に国のことで手一杯で、セーレの期待に沿えるか自信はない。実を言えば、本来僕の年ならあってしかるべき男子が迎えるそれを、朝、迎えたことがないのだ。

　僕は多分そういう意味で、まだ機能しない。

「セーレ、いいよ、いいよ。……こういうことは、ゆっくり行こう」

　可愛らしい抗議を続けるセーレを宥めて、僕の胸を叩くその両手首を掴まえる。

「……もう、馬鹿にしたりしない？　私のこと、呆れてない？」

　僕は、上目遣いに僕を見る彼女を、初めて『可愛い』と思った。それに、正直自分自身もほっとしていた。

「うん、大丈夫。……好きだよ、セーレ」

　利害だけじゃなくて。

　初めて、その言葉を伝えると、セーレの瞳が大きく見開かれる。

「ほんとに……？」

「うん」

「浮気、しない……？」

「しないよ。……その必要もないからね」

　だって、僕は、子供を儲けるつもりはないのだから。

　だったら、僕の気持ちを、契約したこの子に全てを捧げても、なんら問題はない。建前はなんでもいい。愛妾に溺れて王妃すら迎えない愚王を演じようか。

　うん、それがいい。

　初めて、僕からセーレの唇に、触れるだけのキスをする。

　それはまるで誓いのようだ。

「……人生は長い。ゆっくり行こう、セーレ」

「……うん」

　結局、二人でただ抱きしめ合い、僕はセーレの柔らかな胸に顔を埋めて、甘い香りに包まれる。




　──いつか、人間と悪魔という種族の壁を越えて、『愛』なんかが芽生えたりするのだろうか？




　それも面白い、と思いながら、僕は睡魔に抗えずに眠りに落ちるのだった。

　こうして、ゆっくりと僕達は二人で生きていくのだろう、ずっと。
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　アベル兄様の婚姻の話が舞い込んできて、私はそのために実家に呼ばれてしばらく魔王領を空けてしまった。だから、兄様達の婚約が上手くまとまったのを見届けると、私とアスタロトは急いで魔王領に戻った。

　そう。今、魔王領の部下達に大事な仕事を任せているのだ。

　ミッション名は『魔導兵器魔王計画』。

　パズスの『気合いと根性』の特訓がなくても、魔王陛下が第二形態、第三形態と変化して、ラスボス（って何？）の魔王らしくなる計画なのである。

　私は、その開発を魔導研究所のみんなに命令してから、しばらく留守にせざるを得なくなってしまっていた。

　だから、魔王領に帰ってきて早々、マーリンに抱っこしてもらい、パズスも一緒に三人で、研究所に向かっている。

　その途中、王国軍の練習場があるので、立ち寄って不在の間の様子を聞きに行った。

「きしだんちょう、おひさしぶりでしゅ」

「訓練は捗っておるか？」

　騎士団長が、訓練をする兵士達を激励しながら見守っているところに、私とパズスが声をかけた。

「ああ、これはリリス様に、パズス様！　はい、お留守の間も怠りなく研鑽させております。おい！　騎士団、魔導師団！　将軍とパズス様に、日頃の成果をお見せしろ！」

　騎士団長が叫ぶと、騎士達は一対一の打ち合いを、魔導師達は的に向かって、渾身の一撃を放ってみせた。

「おお、これは、初めの頃より上達しておるな！」

　パズスが強面の顔に喜色を浮かべる。

「はい！　しゅごい、じょーたつ、してましゅ！」

　私も、絶賛して拍手をする。

　騎士達は、当初、平和になれきった剣の打ち合いだったのが、今では、フェイントや防御、更なるフェイント……、と駆け引きを織り交ぜた頭脳戦になっている。そして、その一撃一撃も前より重い音がした。彼らの表情は真剣そのもの。

　魔導師達は、以前よりも魔力がよく練り上げられ、一撃の重さが変わっている。

「パズス様、アーサー様からご教授を賜ったおかげです。今後もより一層、研鑽してまいりたいと思います！」

「うん、がんばって！」

「はっ！」

　私達は、みんなを激励して、その場を後にした。

　以前、パズスとアーサーに、ボロボロになるまで特訓後、フェルマーの魔法で回復の繰り返しという、地獄の訓練を日々繰り返したところ、部下から苦情が上がってしまったので、今では彼らの心情も汲んで練習方法を見直している。

　基本は彼らの自主的な訓練に任せ、定期的にパズスとアーサーが入り、前回の課題の上達度のチェックや、更なる課題を課したりする。その程度の関わりにしたのだ。

　その結果、自主性が認められたこと、頑張って成果を出した暁には、憧れである英雄達に褒めてもらえるということもあり、彼らのやる気は上がった。要は報償系、やりがい系の鼓舞に変えたというところだろうか。

　そして、私が留守の間も、頑張って訓練を重ねてくれたらしい。

　よかった！

　そうほっとしていると、ちょうどアドラメレクとすれ違った。

「ああ、リリスちゃん。帰ってきていたんだね」

「ただいまでしゅ」

「うん、おかえり」

　私はアドラメレクに頭を撫でられる。その行為と、「おかえり」の言葉になんだか心が温かくなった。

「訓練の様子を見に来たの？」

　アドラメレクに尋ねられたけれど、目的はその先だったので、私は首を横に振る。

「へーかの、けいかくの、しんちょくをみに、いきましゅ。そのとちゅうでしゅ」

「ああ、パズス様からかばってくれた、あれね」

　そう言って、アドラメレクが視線を私からパズスに移す。そして、再び私の元へ視線が戻ってきた。

「あのときはありがとう」

「ふぇ？」

　なんで、ここでアドラメレクから感謝の言葉をもらうんだろう？

「何不思議そうな顔をしているの」

　彼が、くすりと笑う。

「リリスちゃんのおかげで、陛下がちゃんと実務を全うしながら、さらに戦力もアップ出来ることになったんじゃないか。それに、あのとき、かばってあげていただろう？」

　まぁ、確かに『気合いと根性』じゃあ、陛下がいつになったらパズスの特訓から戻れるのかわからない。そういう意味でかばったのは確かだ。

「リリスちゃんは、優しいね」

「ふぇ？」

　思いもよらなかったから、私の口からまた変な声が出た。

「じゃあ、開発頑張って。期待しているよ」

　そう言うと、アドラメレクは私達をおいて行ってしまった。




　──変な孔雀アドラメレク。




　少し気にはなったものの、部下達の様子を見に行くことに気がせいていたので、気を取り直して、研究所へ急ぐことにした。

　そうして、ようやく研究所のある塔に到着した。

　自動開閉式のドアが開いて中へ入ると、所長のベリトが頭を下げる。

「お帰りなさい、リリス将軍、英霊エインヘリヤルの皆さん」

「へーかの、けいかくは、どーかしら？」

「以前のＢ１室を専用の研究室として、陛下の武装計画、進んでいますよ」

　ご案内しますね、と、再び、私のうさぎ魔導兵器を開発した部屋へ案内された。

　部屋へ到着すると、見慣れた顔がちらほら見える。

　付与術師のフーガスに、技師のダン。

　他にも様々な研究員がああでもない、こうでもない、と設計図や魔法陣を検討していた。

「あ、リリス様！」

「お帰りなさい、リリス様！」

　私達の足音に気づいて、みんなが声をかけてくれる。

　ベリトの案内で、マーリンに抱かれて、設計図と魔法陣が描かれた紙が広げられている中央のテーブルのほうへ行く。

「これが、今実現方式を検討している資料です。陛下の場合、召喚師であるリリス様の時とは違いますから、起動方法の検討から始めています」

　そう言いながらベリトが、幾つかの魔法陣や設計図を指し示す。

「陛下の通常のお力では敵わなかった場合にこのシステムが起動しますから、まずは陛下の体力を測定する機能が必要です。次に、体力が一定以下になった場合にお体の回復をして、次の段階の武装を展開する……、といった複雑な仕様を、幾つかの魔法陣を連携させて実現させようとしています」

「へえ～。けっこう、むずかしいのね」

　描かれた図面を見ると、魔法陣から魔法陣へと矢印が描かれていて、とても複雑なものだった。

　マーリンは、それらが読めるらしく、かなり興味を持って熱心に魔法陣担当の研究員に説明を求めている。

　帰ってきたら出来てるかな～、なんて安易に考えていた私は、お気楽すぎたらしい。

「ぶそう、って、どうしゅるの？」

　私は、陛下がどんな姿になるのかが気になって聞いてみた。

　すると、鍛治道具っぽい物を革で作った道具入れにたくさん差し込んでいる、一人のドワーフが私の問いに答えた。

「ミスリル、次にオリハルコンと、段階を踏んで、希少金属を用いた防具を装着出来るよう、我らドワーフの鍛治師で設計中です。また、陛下の通常の攻撃力を上回る攻撃機能を備え付けられるように、装備型魔導砲の設計もしております」

「おお、それは素晴らしい！　魔王らしく、威厳がありそうで良いのう！」

　その説明に、息子の勇姿を想像したのか、パズスが嬉しそうに反応した。




　──カッコイイ、のかあ。まあ、男の夢ロマン、なのかなあ？




　私は可愛いほうがいいんだけどな～。

　と、私はあらぬことを考え始めるのだった。
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　魔導研究所へ、帰還の挨拶と進捗の確認をしに行ったその日の夜、私は、自分のベッドの上で、大きなぬいぐるみ二体を自分に向かい合わせて、お話をしていた。

　まあ、要するに一人で人形遊びという風に見えるのかしら？

「ねえねえ。へーか、かっこいい、ぶそうにしゅるんですって」

　私がぬいぐるみ達に話しかける。

　それに答えるように、ぬいぐるみが喋っているように、私が喋る。

「えー。ぼくたちみたいに、かわいいのがいいよ～」

「うんうん、そうだよね！」

　ぬいぐるみ二体の体を傾けて、うなずいているように動かす。

「やっぱり、しょーよね？　うん、へーかは、かわいくなるように、しましょう！」

　私はぬいぐるみ達に向かって、うんうん、と首を縦に振る。

「じゃあ、あなたたち、きょーりょく、してね！　みんなを、びっくりさせるのでしゅ」

「「うん！」」

　と、やりとりしていると、ドアをノックしてから、侍女のアリアが私の部屋にやってきた。

「リリス様？　こんな夜分に、まだ起きていらっしゃるのですか？　明日、起きられなくなってしまいますよ」

　どうやら、アリアはまだ私の部屋から灯りが漏れているのを見て、気になって様子を窺いに来たらしい。

「しんぱい、ありがとう、アリア。もう、ねりゅわ」

　アリアににこりと笑いかけて、私は寝具に潜り込む。

　すると、アリアがそばにやって来て、まずは、おしゃべりをしていたぬいぐるみ達を、ベッド脇に戻す。

　次に、私の上掛けをちゃんと私の肩にかかるように上げてくれた。

「おやすみなさいませ、リリス様」

　そう言って、アリアが、ベッド脇の小さな明かりを消す。

　そうして、彼女は部屋を出て行き、私は眠りに落ちていくのだった。

　次の日の朝。

「サモン、だいけんじゃ、マーリン！」

　私は、身支度と朝食を終えると早速マーリンを喚んだ。

「おはようございます、マスター。今日はお早いお喚びですね？」

　窓から差し込む朝日に、少し眩しそうに目を細めながら、マーリンが尋ねてくる。

「あのね。まほうじん、かきかた、しりたいの」

　そう。魔法陣を構成する文字。円陣の中に描かれる、その文字や記号などが、その魔法陣の起動内容を決めるのだ。要は、あれが『仕様』だと言ってもいい。

　一般の魔導師は、魔法を習得する場合も、完成された魔法陣そのものを頭に叩き込むだけ。それを書き改める必要はないので、研究者以外はその構成言語まで習得しようと思うものではないのだ。

　私も、一部の文字はわかるのだが、全部はマスターしていない。

　研究職の魔導師というわけでもないので、不要だったと言ってもいい。




　──だけど、私には是非とも、陛下の魔導兵器開発に組み込みたい機能があるのだ！




　おそらく魔導兵器の開発を見て触発されたことは察しているのだろうけれど、マーリンは私を見て驚きの表情をする。しかも、そのために朝から喚び出されたのだ。きっとその熱心さに驚いているのだろう。




　──私の実の目的を知らないから（くすす）。




「マスターは熱心ですね。あれを習得なさりたいのですか。では、図書館に行って、お勉強をしましょうか」

　マーリンが抱き抱えようとするので、それを制止して、私は引き出しのほうへ駆けていく。

「……ノートとペンも、いりゅわ！」

　ゴソゴソと中をあさって探し出して、マーリンの元へ戻ってくると、彼は私のことを微笑ましそうにずっと見守っていたようだ。目元が細められていて、優しげだ。

　そして、今度こそ「だっこ」と要求して、マーリンに抱き上げてもらい、城にある図書室に向かうのだった。

「こんにちは」

　司書に挨拶をして入室をする。

「リリス様が、魔法陣の構成の仕方を勉強したいと仰せられていてね。魔法陣に関する本はどのあたりにあるかな？」

　マーリンが司書さんに尋ねてくれた。

「まあ。将軍という地位にありながらも、さらなる向学心をお持ちだなんて。素晴らしいですわ！　ご案内しますから、ついてきてくださいね」

　司書さんが私に向かって微笑んでから、カウンターから出てきてたくさんある蔵書達の詰まった書棚を縫って案内してくれる。

「ここですわ。そして、ちょうど読み書きする机と椅子もございますので、こちらをご利用ください」

「ありがとう」

　私が、司書さんの丁寧な案内にお礼を言うと、また彼女はふんわり笑って、一礼をしてからカウンターへ戻っていった。

「では、本を選びましょうか。……まずは、基本からですかね」

　ずらりと並ぶ、魔法陣関係の中から、マーリンは初級の本を二冊取り出す。

「しょれは？」

「これは、魔法陣を構成する言語と記号、そして、基本の命令形式……、つまり、書く順番ですかね。それをまとめた本ですよ。あとこっちは、初級魔法の魔法陣が描かれた本ですね」

　じゃあ、まずはそれから教わることにして、本をテーブルに載せ、私を椅子に座らせてくれてから、マーリンが私の隣の椅子に腰掛けた。

　私は、持ってきたノートを広げてその上にペンを置いた。

　マーリンは、書棚から取り出した二冊の本を広げる。

「まずは、基本の火弾ファイヤーボールを例にして説明しましょう」

　こうして、私の魔法陣勉強会が始まったのだった。
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　私は、それから毎日熱心に図書室通いを続けている。

　研究所のみんなには図書館で勉強すると言って、何かあったら連絡するように伝えておいた。そのように所長のベリトに伝えたときは、ベリトが感動で涙を流しそうな勢いだった。

「将軍御自らが、我々の研究していることを学ぼうとなさるなんて！」

　どうも、今までの魔導研究所の扱いは良いものではなかったようだ。

　そして、新たな勉強仲間に、パズスが加わった。

　彼が参加した目的は、息子をいかにして魔王らしくプロデュースするかだ。

　要は、『魔王に相応しい魔法』を創り、それを魔導兵器に組み込みたいという願いからだ。

　全く、私はかわいい悪戯を組み込むことを密かに狙っているし。

　パズスは、息子を理想の大魔王に仕立て上げようとしている。

　陛下自身が興味も見せずに任せきりだから、この計画、どんどんおかしな方向へ進めようとする輩が湧いている（二人だけ？）。

「うーん、これが、つぎの、まほーじんに、うつる、きごう、よね？」

「そうですね。たとえばこれは、陛下が傷を深く負われたら、まず自動で回復するための魔法陣、そして、次は第二形態の防具を召喚する魔法陣に繋ぐ、そんな時に使いますよ」

　今回の仕様はなかなか複雑で、魔法陣をたくさん魔石に付与するだけというわけにはいかないのだ。

　ちなみに、召喚魔法の魔法陣を出すのは、私の役目だ。

　まずは、鍛治師達が作っている装備に、『固有の名前』を与える。

　そして、私はその魔法陣を出現させる時に、『何を喚ぶか』を指定する箇所に、その装備の名前を組み込んだ魔法陣を作り上げればいい。




　──そして、そこに私の悪戯を組み込む余地があるのだ（ぷぷぷ）。




　私は、教えてもらったことを応用して、自分の知っている召喚魔法の魔法陣を描き換えていく。

　そしてその横で、パズスがマーリンを捕まえて、熱心に自分の希望を伝えている。

「あの、『災厄』の時、貴殿と合わせ技でやった、『串刺し公の火刑場ブラッディインフェルノ』！　あれを是非とも息子に再現させたいのだ！」

「ああ、確かに……。あれは、勇者達が想像している『悪の魔王』らしいですねえ。そうすると、火の魔石と闇の魔石に魔法陣を付与して、さらに、ベースの無属性の魔石には、二つの魔法を同時起動するための魔法陣を付与して……」

　マーリンも、魔法陣を練るのは楽しいらしく、二人で前のめりになりながら語り合ったり、魔法陣を描き起こしたりしている。




　──陛下、『悪の魔王』にされそうですよ？




「そうだ！　拷問道具！　拷問道具を召喚するのも、勇者と対峙する『悪の魔王』らしくないか!?」




　──なぜこの人は、そうも息子を『悪』に仕立て上げようとするのか。




（陛下～。あなたがお父様の特訓から逃げるために命じたこのプロジェクト、おかしな方向へ進んでいますよ～？）

　私は、心の中でそう陛下に呼びかけながら、陛下の執務室のある方向を眺めるのだった。
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　そうして、それぞれが練り上げた魔法陣、作り上げた装備などを持ち寄り、一つに仕上げる時が来た。

　ドワーフ達が作り上げた、素晴らしい防具と魔剣には召喚時に喚ぶ名前が必要だから、召喚師である私が名を付けた。

「出でよ、○○剣！」みたいに呼ばなくても、形態変化の時の魔法陣に組み込むだけで、自動で喚ばれてくるんだけれどね。

　ああ、私がオプションで付けたいあるもの達にも、お部屋で名前をつけておいたわ！

　まあ、そういうことで、たくさんの属性魔法を使えるように、陛下には複数の魔石を装備していただかないといけない。だから、太めの腕輪に全属性の魔石が並んでいるデザインにすることになった。ぱっと見は、色とりどりの宝石を並べた装飾品のように見える。

　全属性を今の段階で使うわけではないのだけれど、陛下から、「この魔法も使いたい」という要望があったときに、予め魔石を用意しておけば、付与するだけでいいのだ。

　ちなみに、第一形態は陛下そのままのお姿のことね。

　だから、まずは第二形態から作り込む。

『鑑定』のスキルを持つ術者に、その魔法陣を手元に出現させてもらう。

　続いてフェルマーが、『鑑定』で一定の体力以下だったら、という出現条件付きでパーフェクトヒールを起動させるという魔法陣を出現させる。

　さらに、パズスが身体強化魔法の魔法陣を出現させる。これはパズスが譲らなかった。なんでも、第二形態、第三形態といくに従って、より強靱な姿にならないと納得出来ないんですって。

　そして私が、回復後に装備達を召喚して、陛下に装備させるという内容の魔法陣を出現させる。

　この四つの魔法陣を、付与術師のフーガスが順番に剥がしていって、さらに連結させた魔法陣を、適合する魔石に付与していくのだ。

　フーガスは、繊細な作業の連続に、額に汗の粒を浮かべながら、慎重に作業をしていく。

　それが終わったら、同じようにして、第三形態の付与をしていく。

　次に、陛下に新たに使えるようになってほしい魔法を付与していく。

　普通の魔法の場合は、マーリンとパズスが出現させて、それを付与する。

　私は、なんかパズスが命名したという物を召喚するための魔法陣を練るのに協力した。

　作業は長い。

　最後の魔法陣を付与し終わって……。

「……これで、完成です！」

　研究室にいた皆が、歓喜でわあっと沸き、私はふふっとほくそ笑むのだった。




　そうして、出来上がった『魔導兵器魔王』化するための腕輪を、ベリトと共に献上するために、陛下の執務室を訪れた。

　執務室のドアをノックして声をかける。

「リリスと、ベリトでしゅ」

「入れ」

　すると、あっさりと陛下の声で許可が下りる。

　ベリトが扉を開けてくれて、二人で部屋に入る。

　中に入ると、相変わらず書類に追われている陛下と、それをサポートしている宰相のアドラメレクがいた。

「珍しい組み合わせだね。例の物の進捗報告か何かかな？」

　アドラメレクが私達に声をかけてきた。

　私とベリトは、顔を見合わせて頷き合う。

　元々、私の手柄にするより、研究所の成果にしようと思って、所長であるベリトに説明をさせると打ち合わせておいたのだ。

　だから、アドラメレクの問いに、私に促されたベリトが話し始める。

「はい。リリス将軍から仰せつかっていた、陛下を強化するための魔導装備が完成しましたので、そのご報告と、ご説明に伺いました」

　ベリトがそう言って来訪の目的を告げると、陛下が書類に決済する手を止め、顔を上げる。表情は心なしか明るい。

「ほう！　出来たのか！」

　何せ自分を強化するための装備品。やはり興味があるらしく、そのまま椅子から立ち上がって、私達が立っている場所までやって来た。

　そして、アドラメレクもそばに来る。

「ああ、立ち話もなんだな……、あっちのソファで聞こうか」

　複数人で集まった状態を見て、陛下が思い付いたように、ソファを指差した。

「そうですね。仕様についての説明もございますし、少々お時間がかかりますから、そのほうが良いでしょう」

　ベリトもそれに同意し、全員でソファのほうへ移動する。

　陛下とアドラメレクが並んで座り、その向かいに私とベリトが座る。

　そして、ベリトが、色とりどりの魔石が並んだ腕輪と、仕様書の束をテーブルの上に陛下に向けて並べた。

「こちらが、陛下に身につけていただく腕輪です。この宝石のように磨いた石は、実は様々な魔法陣を付与した魔石です」

　まず、ベリトが腕輪を手のひらで指し示すと、陛下がそれを手に取ってじっくりと眺める。

　そして、その横からアドラメレクも興味深そうに眺めていた。

「これだと、どこかの国だかの、宝石の頭文字で言葉遊びをする宝飾品のようだな」

「ああ、『ＤＥＡＲＥＳＴ』とかですか？　まあ、陛下には縁遠そうですけれどね」

「一言多いぞ、アドラメレク！」

　見た目の出来の良さにまで気を使っていることを陛下が褒めているのに、孔雀が茶々を入れて陛下を怒らせていた。相変わらずこのペアは仲がいい。

　なんでも、アドラメレク曰く、遠い異国で使われる言葉で、Ｄ＝ダイヤモンド、Ｅ＝エメラルド、Ａ＝アメシスト、Ｒ＝ルビー、Ｅ＝エメラルド、Ｓ＝サファイア、Ｔ＝トルマリンで、『ＤＥＡＲＥＳＴ（最愛なる人、愛しい人）』と意味になるのだそうだ。

「そうだ、リリスちゃん」

「なぁに？　くじゃく」

「いやだから、さすがにその呼び方はどうかと……」

「らくなんでしゅもの」

「はあ、そうですか……」

　なぜだか私に急に話を振ったアドラメレクが、私のあまりの反応にため息をついていた。

「で、なんでしゅか？」

「君は女の子だろう？　そういう、意味を込めたセンチメンタルジュエリーをもらうなら、何が欲しいのかな、と思ってね？　どう？　贈ろうか？」

「うーん。そもそもじっかが、けんじつでした。じぇーたくは、かんがえたこと、ないれしゅ」

「あははは。何かジュエリーかアクセサリーを贈るついでに、メッセージでもつけようと思ったのに。もう、つれないんだから。まあ、そういう根はしっかりと真面目に育てられているところも、ご実家の教育のたまものなのだろうね。やっぱりリリスちゃんはいい子だね」

「……よく、わかりまちぇん」




　──そもそも、この姿になったお詫びの印はともかくとして。




　メッセージ付きのアクセサリーを贈られる仲じゃないと思うんだけど？

　それに私は幼女。ああいったものは、恋人や夫婦間で想い合っている間柄で贈るものだ。

　ちょっと不思議に思って、私は首を傾げた。

「コホン。お話を戻しますが……。そして、具体的な仕様書は全てご覧になる必要はないと思いますが、最後のページにリスト化しております、この腕輪で使用可能になる魔法の一覧は把握しておいてください」

　陛下達を宥めつつ、次にベリトが資料の束を陛下に指し示した。

　陛下は、パラパラと仕様書全体をめくってから、最後のページで手を止めて内容をじっくりと眺める。

「ほう。これは凄い」

「はい、陛下は基本的に魔力量と魔法威力が優れておられます。ですから、魔石に封じられた魔法陣の助けがあれば、今まで縁のなかった強力な魔法も行使可能となるでしょう」

　陛下は一つ一つの魔法を確認しては、口に笑みを浮かべて満足そうに頷いている。

「素晴らしいラインナップだな。……だが、あまり聞き慣れない魔法名もあるのだが……。『串刺し公の火刑場ブラッディインフェルノ』？　なんだか随分と物々しいが」

　陛下が、隣に座るアドラメレクと目を合わせて、「知っているか？」と尋ねている。そして、聞かれたアドラメレクは首を横に振っていた。

「その辺りは、パズス様が、御子息であられる陛下のために、より『魔王』らしい新たな魔法を構築して欲しいと、マーリン殿と共同で練られた複合魔法がいくつかございまして……」

　まさか、「より悪の魔王らしく」だなんて言っていたとは言えない。ベリトはこういう時の機転が素晴らしかった。

「ほう、父上が……」

　陛下は素直に感動していた。

「それにしても、これは是非、試しに使ってみたいものだな」

　陛下がそう言って、ちらっと私に視線が向けられた。




　──ん？　なんで？




「……再戦はしておきたいしな」

　え？　やだよ。それ、串刺しだの火炙りだのの魔法が詰まっているんだよ？

　私を実験台にしようとか考えるのは、絶対にやめてほしい。




　──幼女虐待、ダメ、絶対。

（でも陛下のおなかには穴を開けたけど）




　そんなやりとりをしていると、突然執務室の扉が強く叩かれ、その向こうから息が切れがちなアスタロトの声で、入室許可を求められた。

「入れ、何があった」

　陛下が即座に険しい顔に戻って入室を許可し、腰をずらして入口のほうに体の向きを変えた。

「勇者が、いえ、ノートンの元勇者が逃げ出し、魔王城を目指しております！」
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「ちょっとお～。なんでまた魔王城なんかを目指すのよ～」

　元ノートンの勇者、ハヤトの背後でフォリンが文句を言っていた。

　奴隷の身から解放してくれるという謎の女の手によって、ハヤト達は、自由と力を手に入れた。

　ちなみに、謎の女とは、『傲慢』の悪魔、スプラディアである。

　ただし、その代償なのであろうか、彼らの容姿は総じてまがまがしいものに変わっていた。

　ハヤトに文句を言ってくる、美しかったエルフ、フォリンもそうである。抜けるように白かった肌は浅黒く変わって不健康そうである。そして、自然の恩恵を受ける身であったエメラルド色の瞳も禍々しい赤に変わっていた。

　ハヤトもそうだ。生粋の日本人だったはずなのに、いつの間にか目は赤く変わっていた。

　魔導師のマリアもそう。

　まあ、多少の見てくれの変化はともかくとして、ハヤトが新たに手に入れた能力は、彼にとっては期待以上に素晴らしかった。

　まずは、ハヤトの手に握られた魔剣。スプラディアから譲り受けたものだ。

　この剣に斬られると、呪詛と毒状態になるらしく、相手は呪詛によって能力が落ち、毒によって徐々に生命力を削られる。

　そして、フォリンの弓矢もそうだ。

　その一撃を受けると、かなり強力な毒に侵される。

　マリアは、新たな魔法を覚えた。これも、なかなか強力だ。

　何せ、禁呪とされる『邪属性』の魔法を習得したのだから。だが、彼らは『禁呪』が『禁忌』とされていることを理解していないのだが。

　だから今度こそ、ハヤトはノートン国王が自分達に期待している『魔王討伐』が出来ると踏んだのだ。

「……ノートン国王は、俺に、魔王を倒した暁には、姫を与えると言ったんだ」

　勿論、彼が『姫』と言っているのはフェリシア姫だ。

　ちなみに、ハヤト達はフォルトナーでしばらくの間奴隷の身であったので、ノートン国王が変わったことも知らない。ましてや、フェリシア姫がフォルトナーのアベル王太子と婚約中だなんてことは知らないのだ。

　ノートンの前王と枢機卿が存命だった頃に、彼らに発破をかけるために言った戯言を、ハヤトがまだ信じているだけだった。




　──だってさあ、ゲームのお約束だろう？　魔王を倒した勇者は姫と結ばれて……国王になる！




　彼はそう思っていた。

　ハヤトは日本から召喚される前から、ライトノベルやゲームといったものが好きだった。

　そして、彼にとっては、現実に存在する世界に移されたとしても、価値観はあくまでゲーム感覚。

『魔王を倒し、姫をもらって王になる』は至極当たり前だったのだ。

「「え、ちょっと待ってよ！　じゃあ、私達はどうなるのよ！」」

　ハヤトとそういう関係である二人が苦言を呈した。

「おいおい、お前ら、国王になる俺に見合う身分だと思ってんのかよ。ほら、愛人とかにならしてやるからさ、それで満足しとけ」

　ぶうぶうと文句を言う女性二人をハヤトが軽くあしらう。

「まあ、私達、お貴族様でもないし、ねえ……」

　身分を指摘された二人は、顔を見合わせる。

「じゃあ、その分、贅沢はさせてよねー！」

「宝石に、ドレス、約束よ！」

　二人がハヤトの両脇にやってきて、腕を絡めてしなだれかかる。

　そんなことを話しながら二度目の魔王領に足を踏み入れると、ハヤト達は村を発見した。

「は？　ゴブリンの、村？」

　そこは、ごくごく簡素な普通の人里と相違ないような、小さな村だった。

　違うのは、住人の肌が緑色なだけだ。

　魔王領。

　実はそこは、エルフを除いた『亜人』達の住む領地である。

　魔王を王にいただく、『亜人』のための国家とも言える。

　魔王領に住んでいる亜人は、まず獣人。

　人と同じく二足歩行をする人種であるが、体のどこかに獣の部位を持つ。

　まず、もっとも人と近い容姿である場合は、獣の耳と尻尾を持つのみ。そして、より獣化が多い種族になると、頭部や全身が獣（狼など）、と、一括りに獣人といっても様々だ。

　人よりも、力、腕力といった身体能力に優れる種が多い。

　広範囲に言えば、コボルド、リザードマン、ミノタウロス、ドラゴニュートなども含まれ、彼らも魔王領の住人である。

　そして、ドワーフ。

　筋肉質ではあるけれど、背が低く、鍛冶や戦闘に優れた種族である。

　そして、ハーフリング。

　某有名なファンタジーに出てくる、小さな人達。

　平和を好み、安穏な農耕生活を送っている。

　そして、ゴブリンやオーク、オーガ。

　ファンタジーでは敵役としてよく出てくる彼らも、ここの住人だ。

　彼らの中で、知性があり集団生活が可能なものは、魔王領の住人として集落を作り、平和に生活している。

　そして、魔族。

　人に比べて非常に魔法に秀でた亜人で、その特徴として角を持つ。

　とすると、やはり魔王領というものは亜人の国と考えるのが適切なのだが……。

「え？　ゴブリンって、スライムの次に出てくるくらい雑魚モンスターだよな？　え？　村で生活してるって何？」

　だが、無知なハヤト達はそんなことは知らない。

　ハヤトは嘲笑いながら、スプラディアから与えられた剣を抜く。

　そして、ツカツカと無言で歩いて行って、村の入口にいた警備のための住人らしきゴブリンを、切り捨てた。

「勇者様は、モンスターは退治しなきゃあ、なあ？」

　血濡れの剣を握って、ニヤリと笑う。

「おい！　お前何してやがる！」

　ぷうんとハヤトの周りを飛ぶのは一匹の蠅。

　それが、ハヤトの目の前に来ると、一人の魔族の少年兵の姿に変わる。

　黒髪に赤い目。そして、手の爪が鋭利で長い金属の様なのが特徴的だった。

　彼はベルゼブブが領内に配備している警備兵で、普段は蠅の姿で人知れず監視をしている。

　ベルゼブブは別称『蠅の王』。そして彼らは、彼の眷属なのである。よって、非常に目がよく、動きが速いのが特徴的で、魔王領の侵略者を逃すことはなかった。

　……はずだった。

「……え？」

　気がつくと、少年の腹に、ハヤトの剣が突き立てられていた。

「この僕が、……見えなかった？」

　混乱に目を瞬かせながら、少年は口から血を吐いた。

「悪いな。勇者様の俺は、もっと上なんだよ」

　嘲笑うように言って、ハヤトは剣を引き抜く。

　支えをなくした少年は、そのまま地に伏せるように倒れ込むのだった。

「ま、この村はいっか」

　少年を痛めつけたことに満足したハヤトは、村から興味を失ったように先に歩を進めるのだった。
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　アスタロトが息急き切って執務室に駆け込み、元勇者の逃亡を告げた後、すぐに四天王たるもう一人の人物が執務室に現れた。

　ベルゼブブだ。しかも、両腕には少年兵とゴブリン、怪我人を二人抱き抱えている。

「陛下！　ゴブリンの村に勇者が現れました。私に伝達が来たため即刻駆けつけ、かろうじて命は取り留めておりますが……彼ら、村の警備兵一人と私の配下一人が重傷です！」

　私達は、その報告を聞いてすぐにソファから立ち上がる。勿論、ベルゼブブが連れてきた重傷の少年とゴブリンを寝かせるためだ。

「……負わされた傷だけにしては、全身の肌色がおかしいですね……」

　アドラメレクが寝かされた少年の、服の前ボタンを外し、裾などを捲って全身の肌色を確認する。

　刃物で差し貫かれたのであろう傷が痛々しい。

　そして、なぜか傷は腹の一箇所だけなのに、傷口を中心にして、全身がドス黒い紫に変色しようとしている。

　二人とも同じような状態で、共に意識はなかった。

「リリス、フェルマー殿とマーリン殿を喚んでもらえるか？」

「はい。サモン、だいせいじょ、フェルマー。サモン、だいけんじゃ、マーリン」

　私は、アドラメレクの要請に素直に従って、二人を召喚した。

「「お呼びでしょうか、マスター」」

　私に礼を執りながら、彼らが現れた。

「うん。ちょっと急ぎでこの子を見て欲しいの」

　私はそう言いながら、ソファに寝かされたベルゼブブの配下の少年とゴブリンを指し示した。

「これは、一体誰が……」

　マーリンが眉間に皺を寄せて呟く。

「元ノートン国王が召喚した勇者。フォルトナーで奴隷になっていたらしいのだが、その元勇者達がやったらしい。彼らがゴブリンの村を襲い、その村の警備兵一人と、それを見咎めて間に入った私の部下がこの状態だ」

「フェルマー殿、わかるか？　これは……」

　マーリンにしては珍しく、非常に困惑した顔をしている。

「……ええ。この肌の変色は傷によるものじゃありません。傷から体内に侵入した毒と呪い、その両方によるものでしょう」

　フェルマーも、彼らの診察をしながら、表情は訝しさと困惑で、せっかくの美しい顔が歪んでしまっている。

「……貴殿も見立ては同じか」

　その問いに、フェルマーは頷いた。

「では、原因はともかく、治療を急ぎましょう」

　フェルマーとマーリンが顔を見合わせて頷き合った。

「……よろしく頼む……！」

　部下を傷つけられたベルゼブブは、掠れた声で懇願する。

　まずは一人ずつなのだろうか？　フェルマーとマーリンが、より重傷のベルゼブブの配下の少年のそばに近づき、それぞれの利き手を少年の体の上にかざした。

「まずは私……解毒アンチドーテ」

　フェルマーの手から優しい光が溢れ出て、少年の体を覆う。

　すると、指先、足先といった末端から紫色っぽさが抜けていく。そして、体内を侵していたと思われる毒液の塊が傷口から出てきて、フェルマーの手元に集まった。

「これは、後で調べる必要があるかもしれません。とっておきましょう」

　そう言って、アドラメレクが侍女を呼んで清潔な瓶を持って来させた。

　そして、侍女が瓶を手に戻ってくると、フェルマーはその中に毒液を閉じ込めた。

　だが、まだ少年の肌は浅黒い。

「これは単純な呪い状態ですね。……おそらく、この切り傷を作った武器によるものでしょう。解呪ディスペル」

　今度はマーリンが解呪の魔法を発動する。すると、掲げた手の周りから肌色が健康的な色に戻り、最後には末端まで綺麗になった。

　すると、少年はようやく意識が戻ってその赤い目を開く。

「っ！　痛い……！」

　まだ傷口は修復していないので、少年はその痛みに顔を歪めた。

「もう大丈夫よ。後は、傷を治すだけ。……消毒クリーン、そして、ハイヒール」

　フェルマーの手から優しい光が生まれて少年の傷を照らす。すると、傷口の周りが清められて修復されていく。

「……わあ！　もう、痛くありません！」

　綺麗に傷の塞がった少年が、瞳をキラキラさせて治してくれたフェルマーを見上げる。

「……事情をよく聞かせて欲しいんだが。ゆっくりでいい、話せそうか？」

　そこに、ベルゼブブが、部下を気遣わしげにしながら尋ねていた。

　少年は、上司であるベルゼブブに視線を移し、「はい！」と素直に頷いた。

「あ……、姿勢はまだそのままでね。血が足りてないから、起きるのはまだ早いわよ」

　そんな上司と部下のやり取りに気がついて、フェルマーが忠告をする。そのあと、フェルマーとマーリンはもう一人の被害者の治療をすべく、移動をした。

　少年は、ベルゼブブに、見たことを話し始めた。

　勇者が魔王領に足を踏み入れ、ゴブリン村を見つけたこと。

　村人を一人斬りつけたので、止めようと自分が対処しようと思ったが、勇者の動きのあまりの速さに、逆に返り討ちにあったことなど。

「お前の速さで、太刀打ち出来ないだと？」

　あまり表情を変えないベルゼブブが、驚いたように瞠目した。

　そこへ、さらに別のベルゼブブの部下の少年が報告のために駆け込んできた。

「閣下！　ベルゼブブ閣下！　領内に奇病が蔓延している村が複数ございます！」

　フェルマーとマーリンがゴブリンを、治療しているところに。

「……あ！　その症状！」

　その新たな来訪者は、治療中のゴブリンの肌色を見て、大きく目を見開いた。

　そして、治療中のゴブリンを指さしたまま、固まっている。

「……どうした？」

　治療の終わった部下からの聴取を終えたベルゼブブが、もう一人の少年のそばに近づいて、落ち着かせるように、彼の両肩を支える。

　少年は、視線を上司ベルゼブブに向けると、ホッとしたのか、ほうっ、とやっと深く息を吐き出す。

「そう、落ち着け。吐き出したら、自然に吸うように体は出来ている」

　片方の肩から手をずらして、少年の背を優しく撫でてやる。

　冷静冷徹に見えるこの蠅の王ベルゼブブも、部下の少年達は慈しんでいるらしい。

　心配そうに気遣うその表情、そして、丁寧に介抱をする姿を初めて見るので、私は少し彼を見直した。

「……話せそうか？」

「はい……」

　ベルゼブブの問いに、少年がようやく頷いた。

「問題が起こっているのは、猫獣人の村と、犬獣人の村です。なぜか、先ほどのゴブリンと同じような肌色になって徐々に弱っていく奇病に侵されているのです……。彼らを助けてあげてください！」

　そう言って、少年はベルゼブブのスーツの端を掴んでしがみつく。

「……その村に、『勇者』、いや、おかしな人間は来たか？」

「僕が村の異常を発見したときにはもういませんでしたが、それより前に村に立ち寄ったらしいです」

「そうか……」

　少年からの聞き取りを終えて、ベルゼブブは顎に手を添えて、どうしたものかと逡巡しているようだ。

「リリス」

　そんな時、私は陛下から声をかけられた。そして、治療中のゴブリンに寄り添っていた私の元にやってくる。

「あい」

　私は、顔を上げて、陛下の瞳を見る。

「彼の治療が終わったら、英霊エインヘリヤルのお二人と共に、その村に行ってもらえないか？」

　陛下は、私の次に、フェルマー、マーリンに頭を下げる。

「……確かに、似たような症状に加えて、勇者が目撃されているならば、対処法は同じかもしれませんね」

　ベルゼブブと、報告に来た少年が顔を見合わせて、光明を見出しほっとしたように頷きあっている。

　魔族領の問題は、四天王で将軍である私の問題。

　何より、私はこの国にこの身を救われたんだもの。

　そして、ノートンの元英雄の問題は、私の問題でもある。

「……いきましゅ！　マーリン、フェルマー。手伝ってちょうだい！」

　私は、はっきりとした口調で答え、そして、二人に共に来てほしいと願う。

「マスターの行くところ、どこへでもお供します」

「当たり前じゃないですか。マスターの行くところは我々の行くところですわ」

　マーリンとフェルマーが口々に私に答えてくれる。

「……ありがとう」

　共にあると言ってくれる彼らの言葉が嬉しくて、火照りで私の頬が赤くなっていることがわかる。

　私と英霊エインヘリヤルは、一緒。

　そう、改めて心に刻んで、私は彼らと共に問題の土地に向かうことになった。
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　今日は、ニーちゃんはお留守番。

　触れも出さずに、あんな大きな子で飛んでいったら、住人がびっくりしてしまうからだ。

　ただでさえ、何やら奇病で大変だというのに、負担をかけたくない。

　ぶうぶうと、一人おいて行かれることに不満を漏らすニーちゃんを説得するのは、それはもう大変だったけれど。

　そういうわけで、私はマーリンとフェルマーの二人を召喚して、マーリンに抱っこされながら、彼らの浮遊能力を使って飛んでいった。

　抱っこですよ？　おんぶではないですからね？

　手の空いているフェルマーが、アドラメレクにもらった地図を見ながら、村がある場所を探している。

「……そろそろ、なんですが……」

　地図を手にあたりを見回すフェルマー。

「あ、双子の村、ありました！」

　清らかな小川を挟んで、木の板で建てられた家が特徴的な村が二つ見えてきた。

　小川には、村同士を行き来するためなのだろうか、石づくりのしっかりした橋も架かっている。

　そして、小さな村と言っても割と立派な畑もあるし、家畜も飼っているようだ。

　……とは言っても、どっちの村の家畜もぐったりしているし、屋外に人影もない。

「まずは、左から様子を見てみましょうか」

　左からということにあまり意味はない。ぱっと見どちらも様子は同じなので、目についたほうから訪ねてみようということになった。

　細めの丸太で出来た柵の入口部分を通って、村の中に入る。

「どなたか、いらっしゃいませんか？　魔王城から病の治療を命じられて派遣されたものですが……」

　フェルマーが良く通る声で扉がしまった家々に向かって声をかけた。

　すると、村の中央の一番大きい家のドアが開いた。そして、その扉とドアノブにもたれかかるようにして、一人の犬獣人が姿を見せた。

「やっと、救いが……」

　そう一言呟くと、その逞しい体がぐらりと揺らいで、地面にどうっと倒れ込んでしまった。

　私達は、地面に倒れ込んでしまった男性の犬獣人さんに駆け寄って声をかける。

「……これ、ベルゼブブ様の配下の子が言っていたとおり、同じ症状ですね」

　マーリンが、うつ伏せに倒れ込んでしまった獣人さんを仰向けにする。

　すると、彼の体毛がなく肌が露出している部分が、勇者にやられたというベルゼブブの配下の子と同じ色をしていたのだ。

　そのことを、マーリンとフェルマーが即座に見てとって、解毒と解呪のために、それぞれ手をかざす。

「解毒アンチドーテ」

「解呪ディスペル」

　すると、みるみるうちに犬獣人さんの肌色は良くなって、うっすらと目を開けた。

「……あれ。調子がいい……？　体が、動く……」

　まだ病み上がりだからなのか、掠れた声で呟くと、ぼんやりとあたりを見回し、私達に気がついて視線を止める。

「あなた方は……？」

「魔王陛下から、この双子の村での異変を解消せよと仰せつかってきたんですよ。こちらが、四天王のリリス様ですよ」

「リリス、様……」

　マーリンの説明に、犬獣人さんの視線が私のほうへ向く。

「だいじょうぶ？　まだ、からだ、わりゅいひと、いりゅ？」

　地面に仰向けに寝かされている彼と目線を合わせるために、私はしゃがんで話しかける。

　すると、犬獣人さんは私に縋るように、片手で私の腕を握り締める。

「お願いです！　犬も猫も……。どちらも、みんなこの病にやられてしまって……！　助けてください、リリス様！　まだ死者が出ていないうちになんとか……！」

　絞り出すような声で懇願された。

　死者がまだ出ていないというのは、不幸中の幸いだ。

「マーリン、フェルマー！　いしょいで、ぜんぶのうち、まわりゅわ！」

「「はい！」」

　私の命令に、マーリンとフェルマーが真剣な面持ちで返事をする。

「しょして、サモン、せんし、ガレス！」

　私は、メイス使いの英霊エインヘリヤルを追加で喚んだ。

「……ご命令を、マスター」

「うん、かれを、ねどこまで、はこんでくだしゃい」

「承知」

　そう。解呪と解毒が出来たとはいえ、まだ体は弱っているだろうから自分で動くのはまだ早い。そして、犬獣人の彼はなかなか体格が良かったのだ。だから、彼らを運ぶには、マーリンではなく体格のよい戦士ガレスが適任だと思った。

　そうして、私とマーリン、フェルマー、ガレスで、くまなく二つの村の家々を回って、癒していった。

　せっかく間に合ったのに、のんびりしていて死者が出ては目も当てられない。

　私達はその日のうちに、回復だけはして回った。

「さてと。回復は終わりましたね」

　全ての家を回り終え、マーリンがホッとしたように表情を緩める。

「でも、原因がわからないと、また病気になっちゃいますよねえ……」

　フェルマーは、原因がわからず、眉間に皺を寄せて考え込んでいる。

「……村全部が、となると、大体水だ」

　ガレスが、ボソリと呟いた。彼の生前に経験でもあったのだろうか？

「ガレス殿の意見はごもっとも。流行病といえば、感染源が水のことは多いですな」

　マーリンが、なるほどといった様子で、「早速村人に……」と言って、治療の済んだ家に再び訪ねに行く。

　しばらくして、マーリンが戻ってきた。

「どうも、どちらの村も、村と村の間を流れる川から水を汲んで生活しているようです。そして、もう一つ、原因と思わしき情報を得たのですが……」

　マーリン曰く、この村々の近くの水源地でもある山に、村の守護獣である大型の狼が住んでいるらしい。そして、その噂を聞きつけた勇者が、やめてくれと懇願しても聞かずに、討伐をすると言って山に入っていったのだという。

「……あやしいですね」

「あやしいわ」

　フェルマーと私が呟き、ガレスが黙って頷く。

　なぜなら村人達の肌は、勇者にやられたベルゼブブの眷属の子と同じ色をしていたからだ。

　とすると、原因は勇者であり、水源近くにいる守護獣に何かやらかしたか、水源を侵したかのどちらかじゃないかと推測可能でしょう？

　村と村の真ん中を流れる小川を、上流へと目で追っていくと、鬱蒼とした山があった。

　そして、普段からお供えか何かで通う人がいるのだろうか？　と思わせる、自然に出来た整地されていない細い山道があった。

　村人達を全員見て回って、日は真昼を過ぎて傾きかけている。

　今から山に入るとなると、普通は考えものなのだけれど……。

「守護獣に、もたもたしている間に何かあったら大変ですからね」

　マーリンが言う。

　結局、村人達には、小川の水を飲まないように注意した上で、大きな瓶を水魔法で出した純水で満たし、これを飲むよう言いつけた。

　そして、私達は山道を進むことにしたのだ。
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　私達は早速山道を登っていく。まあ私の場合は、正確には抱っこされているから、運ばれているというのが正しいのだけれど。

「夜になってしまうと、獣や魔獣の活動が活発になりますから、早めに見つけたいですね……」

　マーリンがそう言うと、皆が頷いた。

　無駄な殺生はしたくない。

　私達は、山道と、その付近から聞こえる川や小さな滝の水音を頼りに、鬱蒼とした木々の間を縫っていく。

　英霊エインヘリヤルの三人には、かなり高速で飛んでもらって、水源地を探す。

　小さな滝を上がっていくと、急に傾斜がなくなり、台地のように割と広めな平らな場所に出た。

　さらにその上流へと探索を進める。

「……水が、かなり汚染されていますね。村よりも濃い。……そろそろですかね」

　見た目にはまだ普通の透明な水なのだけれど、マーリンとフェルマーは、流れる水に含まれる呪詛と毒を感じるのだという。

　それを頼りに、さらに木々の合間を縫って、原因を探す。

　すると、ぱあっと視界が開けて、池が広がっている。そしてそれより上流となるような川はなかった。

「……とすると、この池が湧水により出来ていて、川となって下っていっていると考えるのが良さそうなのかしら？」

　フェルマーが、この辺りの水の流れを見て、分析していた。

「……何か、いますね」

　そんな中、マーリンが指差しして指摘する。その先には、池で水を飲むというよりは、倒れ込んでいるように見える、大きな獣のような影があった。

　私達は警戒しながら、その獣に近づいていく。

　だが、こちらに向かって近づくなと唸る様子もないし、逃げる様子もなかった。

　なので、さらに私達はさらにそばに寄る。

　その獣は、大人の体長の二倍はあろうかという大きな狼。本来銀色がかり美しかったであろう体毛には、どす黒い血がこびりついていた。

　そして、胸部から腹部にかけて斜めに大きな斬り深い傷を負っていた。

　開いた口からは、巨大な牙が見えるものの、その両の牙の間からは、色の悪い大きな舌がだらりと垂れている。

　呼吸も苦しそうで、口で吸って吐いてをしているが、それで腹が動くたびに、ごぽっと血が溢れ出て、どす黒い汚れた血が池の中に流れていくのだ。

「原因は……これでしょうね」

　マーリンがその場にしゃがみ込んで、その狼の状態を診る。

「毒に、呪詛……」

　フェルマーもマーリンの横にしゃがんで狼を見ると、二人で顔を見合わせて頷いた。

「くるししょう……。かわいそうに……」

　私は、なすすべもなく、涙ぐむしかできなかった。

　ガレスがそんな私の肩に、そっと手を添えてくれた。

「大丈夫ですよ、マスター。早く治してあげましょうね」

　今にも泣き出しそうな私の顔を見て、マーリンも優しく慰めてくれた。

「解呪ディスペル」

「解毒アンチドーテ。……消毒クリーン、そして、ハイヒール」

　マーリンの解呪とフェルマーの解毒で口から覗く舌の色はだいぶ良くなった。

　そして、フェルマーのハイヒールで傷も内臓の損傷から傷口まで綺麗に治っていった。

「だが、……血が足りてないな」

　ガレスが狼の舌を覗き込んでつぶやく。彼の言うとおり、健康的な赤みをさしているかというと、失った血が多いのだろう。血色は悪い。

「自力で狩りが出来るようになるまでは、しばらく面倒を見ないといけませんね……」

「おしろに、つれてかえって、なおしてあげたいでしゅ」

　フェルマーの判断と、私の希望に、ガレスが賛同した。

「じゃあ、この一帯を浄化しましょう。原因は取り除いたのですから、浄化をすれば、あの村ももう大丈夫でしょう。……浄化ピュリフィケーション！」

　フェルマーが唱えると、彼女を中心として円状に発光する。そして、それはどんどん範囲を広げていって、山の下にある村も含めて、この地一帯を清めたのだった。

　そうして、気がつくとすっかり日は傾き、山を照らす日の光はオレンジ色になっていた。

　一番腕力のあるガレスが狼を横抱きに抱き上げて、私達は、この地を去ることを告げに、村に降りていった。

「おお！　守護獣様だ！」

「なんておいたわしい……」

　二つの村の中央に着地すると、動けるようになった村人達が集まってきた。

「守護獣様が動かん……。リリス様、一体上で何が……」

　村人の一人が、マーリンに抱かれている私に尋ねてきた。

「けんで、きられて、いたの」

　私は、倒れていた守護獣の倒れていた痛々しい姿を思い出して、目を伏せる。

「そして、恐らく勇者が手にしているらしい、毒と呪詛を与える剣によるもののようでしてな。この手負いの守護獣の汚染された血が、水源を侵していたのだ」

　口が上手に回らない私に替わって、細かい説明はマーリンがしてくれた。

「リリス様、皆様！　お願いです！　守護獣様を助けてください！　この方は、我々の村の守護者です！」

「帰ってきて欲しいのです！」

「お願いです！」

　猫獣人と犬獣人が口々に懇願する。その声が聞こえたのだろうか、狼の耳がピクリと震え、うっすらと彼が目を開いた。

「……我は……、其方達の元に必ず戻る……不安、がるな」

　掠れた声で、狼が獣人達を宥める。それは、優しく彼らの心に響いて慰めたようだ。

「リリス、様と言いましたか。……お世話に、なります……」

　そう、私に告げると、また、狼は意識を失い、ガレスの腕の中でかくりと首が垂れた。




　私達が守護獣を連れて魔王城に戻る頃には、もうすっかり空は暗くなっていた。

　丸い月が照らす夜空は深い藍色。そして空には無数の星々が、私が一番美しいと競うかのように煌めいている。

　まあ、帰りが夜になってしまったけれど、空を飛んで行くのであれば、夜であってもあまり危険はない。だから、私達は守護獣に負担を与えないように、ゆっくりと城へ向かった。

　そして、私達はようやく城に到着した。




　──流石に、もう陛下もお仕事終了かしら？




　陛下の執務室前に行くと、ちょうどアドラメレクが部屋から出て来たところだった。

「あ！　くじゃく！　へーかと、えっけん、できりゅかしら？」

　ちょうど良いところに！　と思って彼を呼び止める。

「……だからその呼び方は……」

　出会いざまに、『くじゃく』と呼ばれて肩を落とすアドラメレク。

「……だって、ラクなのよね」

　そう。私は幼女の舌の短さゆえなのか、どうしても噛む。

　そして、彼の名前は長すぎるのだ。

（一度呼んだら、楽すぎて癖になったということでもあるけど……）

「まあいいでしょう。まあ、ともあれ……」

　苦言を呈していたアドラメレクの目が、ふと柔和になる。

「こんな時間まで、おつかれさま、リリスちゃん」

　そして、ふわりと、頭の上に温もりを感じた。アドラメレクの手だ。




　──大きくて、温かい。




　これはあくまで仕事。それでも、そうしていたわってくれる彼に、私の心まで温かくなった。

「それはそうと、陛下は、あなた方のお帰りをお待ちですよ。仕事を任せておいて、先に休まれるような方ではありませんからね。ところで、そのお客様は？」

　ガレスが抱いている巨大な狼を見て、怪訝そうな顔をする。

「あのむらの、しゅごじゅうよ。ゆーしゃに、きられて、たおれていたの。だかりゃ、ちりょうして、ほごしました。ちをいっぱいながして、たいへんなの。かわいそうでしゅ」

「調査をお命じなさった村の水源近くに住んでいたようで、勇者により毒、呪詛状態に陥った彼の血が、水源を汚染していたようです。ただ、彼は長い間怪我を負い、血を流しすぎましたので、保護が必要と判断して連れてきた次第です」

　私の拙い説明に、マーリンが続けて詳しく説明を足して、フォローしてくれた。

「なるほど、では、結果報告に加えて、彼の保護の許可をいただかなくてはね。リリスちゃん、的確な判断、ありがとう」

　アドラメレクは、私達が任務を全うしてきたことと、その判断と説明に満足したのか再び微笑み、一度閉めた扉のドアノブを回して、再び扉を開けてくれた。

「陛下。リリスが戻りました」

「そうか。入れ」

　アドラメレクに答える陛下の声は、いつもの入室許可の時よりも、幾分柔らかい口調だった。

　その声に促されて、私達は狼も連れて入室した。

「これは見事な狼だな」

　血がこびりついていなければ、体毛は白銀。とても美しかったことだろう。

「はい。このこが、ゆうしゃにきられて、そのどくと、のろいをうけました。そして、そのちが、すいげんにながれてたのれしゅ」

「長く血を流したらしく、血色が悪い。他者による手助けが必要だ。だから、リリス様のご命令で連れてきた」

　私の言葉に、ガレスが保護して連れてきた理由を告げた。

「この獣は、長くあの双子の村を守護してきた守護獣らしく、村の者も愛しているようです。ですから、城で丁重に世話をして、無事に住処に返してあげていただきたく……」

　フェルマーが陛下に彼の今までの功績を伝え、そして、保護して欲しいと、私の代わりに陳情してくれた。

「なるほどな」

　陛下は、その言葉に深く頷いてくださった。

「……うーん。そうすると、従魔の管理を一手に引き受ける宮廷テイマー達が適任ですかね？　彼らは、手負いの獣の面倒を見るのに長けています。いかがでしょう、陛下」

「そうだな。彼らは優秀なテイマーだ。多くの獣の生態を熟知しているから、療養時の食事なども、そのものに合うものを見繕えるだろう」

　アドラメレクの提案に、陛下が同意した。

「では、テイマーの責任者を呼びましょう」

　そう言って、アドラメレクは部屋の外で警護している警備兵に、その旨を伝えた。

　そして、テイマーの責任者をしばし待つ。

「……お待たせしました。陛下」

　陛下のお呼びと聞いて、急いできたのだろう。彼の呼吸は隠してはいるものの、わずかに荒かった。

「……と、これは見事な狼……。いや、その中でも特殊な『フェンリル種』ですかな？」

　疲れているのかと思いきや、彼は床に寝かされた狼の元にやってくる。

　そして、興味深そうに、ただし、眠っているので起こさないようにしながら観察をする。

「やはり、希少種の『フェンリル種』ですね。もう、この魔族領でも滅多に目にすることはありません！　無事に助けていただいて良かった……！」

　彼曰く、『フェンリル種』とは、伝説のフェンリルそのものではない。けれど、狼が突然変異して、大きく、そして美しくなったものを、伝説の『フェンリル』の名を冠して呼ぶのだそうだ。

　まあ、大体が皆略して『フェンリル』と呼ぶのだそうだが。

「彼の世話はぜひ私にやらせていただきたい！」

　希少種の保護も我々の仕事だと、彼が熱心に陛下に申し上げた結果、彼らに面倒を見てもらうことになったのだった。




　フェンリル狼を城に保護することになって、私は日々様子を見にいくことにした。初めてのことだし、約束はしたし、ちゃんと回復するか気がかりだったのだ。

　彼は、飼育室の特別療養室に収容されている。

　元々あった設備で、病気や負傷中の従魔が、他の獣と離れて静かに静養出来る環境なのだそうだ。

　私は思い出すのだ。

　私達に向けられた、彼の無事を願う村人達の瞳。

　それに応えなきゃ、と。

　私は日々せっせと通う。

　看護担当のテイマーに聞くと、フェンリル狼は完全肉食なのだそうだ。

「これは、なぁに？」

　どう見ても、生肉とは思えないよくわからない代物が皿に盛られている。

「これは、よく叩いてミンチにした肉に火を通して、更にペーストにしたものですよ。肉百％の流動食ってところですかね」

　テイマーは、私の素朴な疑問にも丁寧に応えてくれた。

　生肉を食べる生き物に火を通した肉を与えるということに、私は不思議に思った。

「どうして、ひを、とおすんでしゅか？」

　療養室に入ろうとした担当者の服の端を握って、引き留めた。

　私は、悪くいえば仕事の邪魔しているのだが、担当者は、にっこりと笑って立ち止まってくれた。

「生肉にはね、ものによっては病気を引き起こす小さな生き物が潜んでいるんです」

　私は初耳だったので、びっくりして目をパチパチさせる。

　でも、確かに、私達自身も生ではお肉を食べないわよね……。

「かねつすれば、それがいなくなりゅ？」

　そう尋ねると、「ご名答です」と言って、頭を撫でられた。

「……っと、将軍閣下に失礼を。同じ年頃の娘がいるもので、つい……」

　パッと頭から手が離れて、申し訳ありませんと頭を下げられる。

「だいじょうぶ。なれてましゅ！」

　私のその言葉に、固くなった担当者の表情が緩む。

「まだ、彼は体の機能が完全に回復していない。普段なら自力で殺せる混ざり物でも、今は弱ったところを突かれてしまうかもしれません。だから、加熱するんですよ」

　なるほど。そして、まだ消化がいいほうがいいからペースト状まで加工するのかしら？

　すごく手間隙をかけて丁寧に面倒を見てくれている。




　──これなら、きっと元気になるわ！




「このこのこと、よろしくおねがいしましゅ！」

　私は安心して、テイマー達に彼の療養をお任せすることにした。
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　あの調子なら、すぐにあの子は元気になるわ！

　私はご機嫌でスキップしながら廊下を進んでいた。

　そんな時に、行こうとする先から、警備兵に大声で呼ばれた。

「リリス様！　陛下がお呼びです！　お急ぎとのことで……」

　呼びに来た警備兵が私に追いついてくる。

「失礼します！　お連れします！」

　私の足では、陛下をお待たせすると判断したのだろう。

　彼は私をサッと抱き上げて、早足で歩き出した。




　──そんなに緊急の事態？




　再び何か問題が起きているようで、心配になった。

　だって、まだこの土地で悪さをする勇者一行が見つかっていないのだ。何が起きても不思議ではない。

　そうして、私は警備兵に連れられて、陛下の執務室前に到着した。

「ありがとう、ございましゅ」

　にこりと笑いかけて警備兵にお礼をすると、はにかんだように、彼は横に首を振った。

「急いで欲しいとの、陛下からのお達しでしたので。では、入室許可を取りますね？」

　その言葉に私は許可を出すために縦に首を振る。

　警備兵が執務室の扉をノックする。

「リリス様をお連れしました！」

「入れ」

　扉の向こうから、いつもの陛下の声がする。

　警備兵は、ドアノブに手をかけて扉を押し開けて、私に、どうぞ、と手で入室を促してくれる。

　そして、私が入室すると、彼はにこりと笑みを浮かべて扉を閉め、そのまま外で警備の任に戻ったようだった。

　部屋に入ると、アスタロト、アドラメレク、ベルゼブブと、四天王勢揃いだった。

「およびでしゅか？」

　部屋に入り、陛下の執務机の前に立つ。

「ベルゼブブの調査で、また地元の信仰対象になっている獣が勇者にやられたらしい」

　そう言って、陛下が執務机越しに、一枚の紙を私に手渡してくる。

「ハクジャと、リュウ……」

　地図には、場所を表す赤いバッテンマークが二つと、その獣の名前が記されていた。

「そして、竜を倒した勇者は、魔王城を目指していると、ベルゼブブの配下の監視で判明した」

「……いままでは、ちからだめし、でしゅか？」

　なんとなく、そんな想定が出来て、私は嫌な気分になりながら陛下に尋ねる。

「……そうらしいな。力試しのために、『土着神』のように大切にされている存在、彼からしたら『邪神』にすぎないのだろう。それに挑んで、己が勝てば満足、だったようだな」

　いままでの勇者の動向を部下の目を通して監視してきたベルゼブブが、吐き捨てるような口ぶりで言う。

「反撃できなくなるほどに『倒す』ことが目的で、『殺す』に至っていないのが幸いね」

　アスタロトも、忌々しげな口ぶりだけれど、いずれの守護者達とも、死に至ってはいないことを告げた。

「リリス。仕事は前回と同じだ。傷つけられた白蛇と竜を回復し、程度によっては保護してきてほしい」

　陛下が私に、真顔で指示をする。

「わかりまちた！」

　地元の人達にとっては大切な守り神。ちゃんと救ってあげなきゃ！

　私は、気を引き締めた。そして、計画を立てるのなら、まずマーリンが適任だろう。そう判断して、私は召喚魔法を使う。

「ちょっと、マーリンをよびましゅ。サモン、だいけんじゃ、マーリン！」

　私のすぐ横が人型に発光して、やがてはっきりとマーリンの姿になる。

「マスター、お喚びで？」

　そうよ、と頷いて、陛下から手渡された地図を、マーリンに見せる。

「まえみたいに、ひがいにあったこが、いりゅの。ぐあいがわるかったら、つれてきましゅ」

　私の背丈にあわせて少しかがんで、その地図を見て、マーリンは、「うーん」と唸ってしまった。

「マーリン、何か問題でもあるのか？」

　その様子を執務椅子から尋ねてくる。

「この竜と白蛇ですよ。信仰対象になるほどとなると、かなり大きいことが想定出来ます」

　ん？　それだったらガレスに運んでもらえばいいんじゃないの？

　そう思ったので、そのとおり、マーリンに尋ねてみた。

「まえといっしょ。ガレスをよべば、だいじょうぶでしょ？　ちからもちよ？」

　そう言うと、にこりと笑ってマーリンは私の頭を撫でる。

「でも、竜が大きかったら、ガレス一人では大変でしょう？」

「あ、しょうね！　どうちよう」

　私は口に手を当てて、考えが至らなかった！　と驚いてから、しゅんとした。

「大丈夫ですよ。手はあります。ガレスの兄弟を喚べはいいのです」

「英雄ガレスに、兄弟がいるんですか？」

　私達のやりとりを聞いたアドラメレクが、怪訝そうな顔をする。

「ええ。伝承ではガレスの伝説が一人歩きしていますが、正確には、彼の難行は三つ子である三兄弟の手によって成し遂げたものなのです」

　そう、マーリンが、部屋の皆に説明すると、皆が皆、三者三様といった様子で驚きの表情をする。

「マスターが召喚するためには、彼らのことを学ばなければなりません。図書室で一度学んでいただいてから、救出に向かわせてください。そうお時間はかけませんので」

「あい、わかった。よろしく頼む」

　マーリンに対して、陛下が軽く頭を下げた。

「ドラゴンさん、ちゅれてきても、だいじょうぶなおへや、じゅんびしといてくだしゃい！」

　私が片手をあげて、元気よく言う。

　もう私は、竜も白蛇も連れてくる気満々だ！

「全く。リリスちゃん、ペットが増えるのとは訳が違うんだからね……。まあ、ちゃんと保護設備は拡張させておきましょう。どうせリリスちゃんは、かわいそうだと言って連れてきてしまうんでしょうしね」

　釘は刺されたものの、保護施設の準備はアドラメレクが請け負ってくれた。

　最近、なんだかんだいってもアドラメレクは私に甘い気がする。最初の負い目があるから、確かに最初から甘かったけれど、それにしても、今はもう十分にお返しはすんでいる気がするんだけれど。

「あれ」

　ヒョイっと突然抱き上げられて私は驚きで声をあげる。

　犯人はマーリン。

「じゃあ、少し図書室でお勉強しに行きますよ。地図はちゃんと持っていてくださいね」

「あい」

　私は、地図をきれいに畳んで、ポケットにしまった。

　そうして、部屋を辞して、図書室に向かうのだった。

「ねえ、ガレスのきょうだいは、なんてなまえなの？」

　行く道すがら、新たに会える英霊エインヘリヤルを想像して、ワクワクしながら尋ねる。

「ガレス、アレス、タレスの怪力三兄弟ですよ」

　怪力三兄弟……。

　あ、そうか。ガレスもメイスを振り回して体力任せな戦闘スタイルの猛者だものね。

　それを二人足せばいいのかな……。だって、三つ子だというし。

　なんとなく、ガレスそっくりさんを、三人喚んじゃえばいいんじゃないかと思った。ちょっとした、いたずら心である。

「サモン、でんせつの、かいりきさんきょうだい！　ガレス、アレス、タレス！」

「ああ！　ちゃんと学んでもいないのに……！」

　マーリンが私を抱き抱えながらおろおろする。

　そして、その間にも私の体から光輝く魔力が溢れ出て、三人の人の形になる。

「マスター。三兄弟でお喚びとは……。初めてですかな？」

「「お初にお目にかかる！」」

　見慣れたガレスは、弟達までもが喚び出されたことに不思議そうにしている。

　その彼の両脇で、アレスとタレスと思しき、筋骨隆々な男性二人が、私に首を垂れる。

「みつごならそっくりよね、とおもったら、よべちゃいました」

「まあ、彼らは伝説上でも一卵性の三つ子と言われていて、それはよく似ておりましたから……。幸いでしたな」

　ビギナーズラックな私と対照的に、心からの安堵のため息をついているマーリン。

　なんていうか……、この大袈裟な安心の仕方は……。

「しっぱい……したら、どうなるんでしゅか？」

　ちょっと好奇心から聞いてみたくなって、マーリンに尋ねてみた。

「……そうですね。我々の影のような化け物が喚ばれていたかもしれないですなぁ。マスターも相変わらずの無鉄砲でらっしゃる」

　ガレスが代わりにそう答えると、空気を読んでいるのか読んでいないのか、ガッハハ！　と愉快そうに体の筋肉を揺らして豪快に笑っていた。

　うわあ。私、結果オーライとはいえ、考えなしにとんでもないことしちゃったのね。

「ああ、ご紹介が遅れました。こちらがアレス、こちらがタレスです」

　紹介されるごとに、アレスとタレスが再び私に首を垂れる。

「まあ、顔は一緒なので、髪の毛の癖の緩い順に上、と覚えていただければ楽でしょう！」

　ガレスのいうとおり、ガレスは緩やかな癖毛、アレスは縮れ毛、タレスはドレッドヘアに捻り込んだ髪だった。
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　そうして私達は、二カ所の救助の順番を決めなくてはいけない。

「襲撃の順からすると、まずは白蛇の救助が先ですかな。そちらのほうが体力の消耗が激しいと予想されます」

　そうマーリンに提案されたので、白蛇の次に竜の救助をしに行くことに決めた。

　私、マーリン、フェルマー、ガレス三兄弟のメンバーで、早速白蛇が住む祠があるという山に向かう。

　行き方はいつもの抱っこでの、空中散歩である。

　空は快晴、風も穏やかで暖かい。

　気持ちの良い行程だ。

　やがて、目的の山の麓に村を見つけた。

　私達は、一度聞き取りのためにその村に立ち寄ることにした。

「こんにちは」

　村の入口に降り立って、一番近くにいる村人に声をかける。

　村人はリザードマンだった。そう、大きなトカゲが二本足で立っている。

「おや、ずいぶん小さい魔族のお嬢さま……。あ！　リリス様ですか!?」

　まあ、濃いピンクのツインテールに、珍しい魔族の幼女。目立つといえば目立つけれど……。

　とはいえ、なぜ知っているのかしら？

「どうして、しっているのでしゅか？」

　村人に尋ねると、この村の守護者の件を王城に陳情したら、宰相のアドラメレクから、私を派遣すると言われたのだそうだ。

　全く。本人に言う前に勝手に約束するなんて、これだから孔雀アドラメレクは……。

「見た目は愛らしい幼女。ですが、攻守、回復とも万全の、四天王の中でも一番の将軍だとお伺いしております！」

　ふ、ふん。わかっているじゃない、孔雀アドラメレク。

　少々ちょろいのかもしれないけれど、その言葉に私はすぐに気を良くした。

「そう。あなたたちの、たいせつな、しゅごしゃを、たしゅける。だから、みちをおしえて」

　守護者を助ける、その言葉に、村人は歓喜の表情を浮かべる。

「山に一番詳しいものを連れて参ります！」

　そう言って、彼は村の中へと走っていった。

　そうしてしばらく待って、彼が連れてきたのは、色とりどりの石で出来た首飾りや頭飾りをつけた、白装束を纏ったリザードマンの少女だった。

「村の巫女です。守護者様へのお供えや祈りは彼女の務め。間違いなく、皆様をご案内出来るでしょう」

　男のリザードマンが彼女の背を軽く押すと、白装束の少女が頭を下げた。

「ご紹介に預かりました、この村の巫女、テユと申します。白蛇様の祠までご案内させていただきます。よろしくお願いいたします」

　こうして、私達はテユを道案内として、山に入って行くことにした。

　運搬するのは、マーリンは私、フェルマーはテユ。三兄弟は、この先にいるという白蛇だ。

「テユさんは女性だから、私のほうが良いですよね？」

　抱いていく相手を決めるときに、すぐにフェルマーが気を使って、テユさんに申し入れていたけれど。




　──じゃ、私はなんだろう？　幼女って女性の範囲外？




「本来なら十五歳なんだけどな～」なんて思ったりもしたけれど、文句を言うのも野暮。そもそも、英霊エインヘリヤル達は幼女化してから、ことさら私のだっこ権だの、おんぶ権だのを主張するありさま。私は大人しくマーリンに抱かれて、祠まで続く山道を進むのだった。

　やがて、道が開けて、砂利で出来た小さな広間に出た。その両脇には、白蛇を讃えているのだろうか、一対の石づくりの白蛇が鎮座していた。

　そしてその奥に、祠らしき洞穴があった。

「あ……、ここです。この中にいらっしゃいます……！」

「あっ！」

　フェルマーの腕の中から飛び出して、テユが洞穴の中に走っていく。

　私達がその後を追いかけると、ただ、暗闇の中に、テユの啜り泣く声だけが響いていた。

「ライトボール」

　明かりがないので、フェルマーが魔法で光の球を作り出すと、そこには、大人の男性の胴ほどもある太さの立派な白蛇が、ぐったりと横たわっていた。

　その腹には痛々しい刃物によると見られる傷があり、内臓が見えてしまっている。

　そして、白蛇だというのに、そのうろこの色まで呪いと毒で禍々しい色合いになってしまっている。

「主あるじ様……。おいたわしい」

　テユは、血で汚れるのも厭わず白蛇に抱きついているので、じわりじわりとその血によって、白装束が汚れてゆく。

　そんなテユの背後にしゃがみ込んで、フェルマーがそっと彼女を抱きしめる。

「大丈夫よ、なんとかするから。あと、あなたはこれ以上触れちゃだめよ。あなたの身まで毒と呪いに侵されてしまうわ。この主は私達がきっと助けましょう。……信じて？」

　フェルマーが、穏やかな声で丁寧にテユを諭すと、テユは背後のフェルマーに向かって振り返り、一つ頷いた。

「治療をするから、少し離れていてね」

　そう言って、フェルマーはテユを背後から抱いたまま、一緒に立ち上がり、白蛇から距離を取らせた。

「さて、マーリン。絶対に助けますわよ」

「当たり前でしょう。私に出来ぬことはありませんからね」

　いつものペアが、好戦的に笑い合う。

「解呪ディスペル」

「解毒アンチドーテ。……消毒クリーン、そして、ハイヒール」

　マーリンの解呪とフェルマーの解毒で血色はだいぶ良くなった。

　そして、フェルマーのハイヒールで傷も内臓の損傷から傷口まで綺麗に治っていった。

「だが、……これではやはり、血が足りないだろう」

　ガレスがグッタリとしている白蛇の口をこじ開けて、その中の色を見る。

「娘よ。この者は血が不足している。魔王城でなら、十分に療養してやれる。連れていくが良いか？」

　ガレスがテユに問う。

「……私は、白蛇様の巫女であり、婚約者なのです。……共に、ついて行かせてくれませんか？」

　私達は皆で顔を見合わせる。

　そういう理由なら、親しいものがそばにいたほうが回復も早いだろう。そう決まって、そろって魔王城へ連れていくことにした。

　ガレス三兄弟が、刺激しないようにそっと白蛇を抱え上げる。

　マーリンが私を、フェルマーがテユを抱き上げる。

　そうして、皆で村に降りて行き、村長を含めた村の者達に説明をしてから、魔王城へ帰ったのだった。




　白蛇とその婚約者を魔王城に保護して、白蛇にはフェンリル狼同様に特別療養室に入ってもらった。

　テユを連れてきたので、私は、彼女のための客間の用意を侍女に指示する。

　そして、療養にあたるテイマーと、テユを顔合わせさせた。

「このこは、このハクジャのこんやくしゃのテユよ」

　私が紹介すると、テユが丁寧にテイマーに向かって深くお辞儀をする。

「ご紹介に預かりました、私、リザードマンの村長の娘のテユと申します。何卒、我らの守護神様をお助けください」

　その丁重な挨拶にテイマーは驚いたように、急にシャッキリ姿勢を正すと、自分も挨拶をする。

「……テユ殿は、普段から白蛇様のお世話をなさってこられたのですかな？　でしたら、今後の療養計画について色々ご相談したいのですが」

　テイマーは、生態をよく知る身近な者が来てくれたことが、嬉しいらしい。

「はい！　ぜひ！　それから、私にも、お手伝いさせてください！」

　結局、すぐにテユは世話役とも打ち解けたようなので、彼に彼女を任せることにした。前のフェンリルのときのように、私がうろうろと様子を気にしてくる必要もないだろう。

　ちゃんと陛下にも報告したわよ？

　私はいつものように、マーリンにだっこされながら、陛下の執務室を訪れた。

「よくやってくれたな、リリス」

　結果を報告すると、陛下がうれしそうに功績を認めてくれた。

「なんでも、今回は連れがいるとか？」

「はい。あの白蛇とリザードマンの巫女は婚約者同士だそうです。なので、巫女が看病をしたいと。ですから共に連れてきました」

　私の代わりに、マーリンが二人（？）の関係を、陛下に説明してくれた。
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「さてと。まえのフェンリルのようしゅを、みに、いきましゅか」

　新しい任務のせいで、見舞いが滞ってしまったフェンリルの様子を見に行くことにした。

　あの子は、村人達に帰還を望まれてはいるものの、付き添いの人はいない。寂しいだろうし、やはり連れてきた身としては、あの子の回復具合が気になったのだ。そしてそのあとに、白蛇とテユの様子も見に行こう。

　そうして、特にマーリンを喚ぶでもなく、トコトコと自分で廊下を歩いて向かっていると、アドラメレクが大勢の女に囲まれているのが目に入った。

　私は孔雀アドラメレクと軽んじた呼び方をしているものの、実のところはこの国の宰相だし、四天王の一人。その上、美男と来ているものだから、普段から女性に囲まれていたり、言い寄られていたりする姿を見かけることもよくあるのだ。

　そのいつもの光景かと思って、お邪魔だろうしそのまま通り過ぎようとしていると、なぜかあちらのほうから声をかけられた。

「あ、リリスちゃん！　帰っていたんだね」

　彼を囲む大勢の女性達から、頭一つ高い位置にある顔が、私のほうを見ていた。そうして、手を振ってきたのだ。

「あら。小さなリリス姫だわ」

　取り巻きの一人の女性がそんなことを言う。




　──失礼な。本来なら十五歳なんですけど！




　本来の私とそう歳も変わらなさそうな女性が言うものだから、ちょっとカチンときた。

「このしゅがたでも、じゅーご、の、てきれいき、なんでしゅけど」

　ギロ、とにらみつけると、女性達が「あら怖い」と大仰に騒いで、それをネタにまたアドラメレクに絡もうとする。




　──全くいやなところに出くわしたわ。さっさと通り過ぎるに限るわね。




　そう思って通り過ぎようとしたら……。

「リリスちゃん、リリスちゃん！　君に話があったんだよ！　ああ、レディ達、すまないけれど私はリリス姫に用があるから、ここまでね。さあ、解散して」

「ええ～」

「せっかくお忙しくてなかなかお会い出来ないアドラメレク様とお話が出来ると思いましたのに～」

「ねえねえ、次はいつお会い出来ますの？」

　彼を取り囲む女達が不平不満を言う。




　──それにしても香水くさいし、しつこい集団だなぁ。




　しかも、離れてくれと言っているのにまだしなだれかかろうとか、腕を絡ませようとする者さえいる。ちょっと場を読まなさすぎないのではないだろうか？

　ちょっと辟易してしまった。

「もうかってにやっていてくだしゃい」と言って、本当なら通り過ぎたい。けれど、彼女達が散るまで、アドラメレクが「リリスちゃん、待って！」と足止めしてくるので、そのまま先を急ぐわけにもいかなかった。

　そうして、散々粘ったあげく、アドラメレクが説得していた女性達は、私をにらみつけるようにして去っていったのだった。




　──いや私、四天王だし将軍なんだけど……。その態度、いいんだっけ？




　全く理解不能な女性達である。

「いや、ありがとう。助かったよ」

「おんなのひとたちに、かこまりぇて、たのしんでいたんじゃないんでしゅか？」

　散々待たされたこともあって、少し嫌みを混ぜて返してみた。

「いやいや」

　そう言って片手を振って否定すると、辺りを見回して、もう彼女達が誰もいないことを確認してから、かがみ込んできて、私の耳元にこっそりとささやいた。

「困っていたんだよ。もう、毎度毎度でさ。辟易しているの」

　眉を下げて言う彼の表情から、嘘ではなさそうだと判断して、私は意外だなと思った。

「ちょっとリフレッシュさせて。ねえ、あっちへ行こう」

　そうして指さされた先には、庭に作ったバラ園があり、小さな東屋があった。

「あしょこにいくなら、あのおねーさんたちと、いけばよかったじゃ、ないでしゅか」

　口を尖らせてそう反論すると、「はぁ」と大きなため息をつかれてしまった。

「彼女達とあそこに行くなら、そもそも行かないほうがマシ。でも、リリスちゃんとなら、一緒にいたいかな」

　そう言うと、「失礼」と断りを入れられてから、ひょいっと抱き上げられた。

「ふぇ!?」

　突然の彼の行動に驚いて、変な声を出してしまった。

　だって、お父様達家族や、英霊エインヘリヤルを除けば、さすがに男性に抱っこをされたことはなかったのだ。

「な、ななな……！」

　私は足をばたつかせて抵抗しようとする。

「おっとっと。危ないからやめて、リリスちゃん。あの群れからようやく解放された私を少しはいたわってよ」

「しょんな、ぎりは、ありましぇん！　しょれに、たのしそうに、してたじゃないれしゅか！」

　そう抗議すると、アドラメレクの表情がふっと真顔に変わる。それに私は驚いた。いつも陽気に笑っているアドラメレク。それが彼。そう思ってきたのに、そんな表情を見せてきたからだ。

「……そう思われていたなら、心外だね」

　やや冷ややかな口調でアドラメレクが話し始める。それと同時に、言葉もなく足は東屋のほうへ向かい始めた。

「……」

　なんだか、気を害してしまったのだろうかと、私はかける言葉が見つからなかった。

「ああ、ごめん、ごめん。リリスちゃん、そんな顔をしないで」

　多分顔が曇っているであろう私に気を使ってなのか、いつもの笑顔に戻るアドラメレク。

「……わたち、なにか、しつれい、いいまちたか？」

「そういうわけじゃないよ。だけど、さっきのような女性達に囲まれることを楽しんでいるように、リリスちゃんに見えていたのかと、私がちょっと残念に思っただけ」

「……ってことは、いや、なんでしゅか？」

　それは意外だった。愉しそうにわいわいきゃあきゃあとやっているものだと思っていたから。

「そ。本当はいやなんだよね。さっきも言ったでしょう。辟易しているって」

「えっ……！　なんで」

　驚いてしまって、私は思わずじっとアドラメレクの瞳を見つめてしまった。

　彼がじっと私を見つめ返して尋ねてきた。

「……彼女達の本当のお目当てがなんだか知っている？」

「え？　みんな、あなたのことがしゅき、なんじゃ……」

　サファイア色の瞳の中に、私の顔が映る。

「違うよ」

　私の答えは即座に否定された。

「私の権力とそれに伴う財力と、この容姿。それだけ。からっぽで、空虚だ」

「……」

　アドラメレクがこんな風に本心を吐露することなど初めてだったので、少し驚いて私は何も言えずに抱きかかえられたままでいた。

　やがて、バラが咲き乱れる小道を通って、目的の東屋までたどり着いた。

「さて、ついたね。少し、息抜きに付き合ってよ。……おねがい」

　さっきの話を聞いてしまうと、なんだか同情のような気持ちもわいてきてしまって、つい、「ちょっとだけなら……」と、申し出を受け入れてしまったのだった。

　アドラメレクは私を東屋のベンチに腰掛けさせてくれる。そして、その隣に自分も腰を下ろした。

「そうだなぁ。いつもは私が姫にご奉仕ばかりしているから、たまにはお返しをしてもらってもいいかな？」

「……わたちで、できることなら……？」

　わずかばかりの同情心があったばかりに、私は、つい「何を？」とも確認もせずに受けてしまった。

「じゃ、お言葉に甘えて」

　なんと、彼はゴロンと横になると、私の小さな膝を枕にして寝てしまったではないか！




　──ええええ？




「なんで!?」

　男性とこんな風に接したことなど、十五歳の姿の時すらなかったものだから、思わず飛び上がりそうに驚いて叫んでしまった。

　すると。

「しいっ」

　私を見上げるアドラメレクが、その指先を私に向けて伸ばしてきて、そっと唇に触れる。

「……んっ」

　思わず、私は口をつぐむ。

　頬がかすかに熱をはらむ。




　──ドキドキするのは、なんで？　相手は孔雀アドラメレクでしょう？




「君と静かにこうして時間を過ごしていたいんだ。あの香水くさい女性達に比べて、君は清潔でシャボンのようないい香りがする。……君となら……私は……」

　彼の言葉の語尾は不意に強く吹いた風にかき消されて聞こえなかった。

　そして、アドラメレクはというと、私の膝を枕にしたまま、まぶたを閉じてしまった。

　二人の間に、不思議と違和感もなく沈黙が過ぎていく。

　しばらくすると、再びアドラメレクが口を開いた。
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「……ごめんね。私のせいで見た目はそうなってしまった」

「孔雀アドラメレク……」

「君は、突拍子もなさそうに行動するけれど、実は賢く聡明。そして、ご実家の教育のたまものか堅実だ。それに、傍若無人に振る舞っている中に、本当は優しいってことを垣間見せる。ああいう香水を振りまいて男を誘うことだけを考えている女達とは違う。私のミスがなければ、素敵な女性だったはずなのにね」

　見目麗しい男性に膝枕をしているという状況と褒められすぎたことで、くらくらしそう。けれど、私は気を取り直そうと、首をぶんぶんと横に振った。

「でっ、でも、孔雀アドラメレクだって香水は……」

　そう。ファッションに気を使う彼からは、いつだってよい香りがする。

「……彼女達と一緒にしないで欲しいなあ」

　ため息と共にアドラメレクが呟いた。

「香水っていうものは、そもそも種類があって、オードトワレとオードパルファムを含めて大きく四種類あるんだよ」

「しょういうものなんでしゅか……」

　ついぞ、化粧というものに縁遠かった私には、そう言われてもピンとこない。なぜなら実家が辺境のそういう家柄だったのだから、仕方がない。

「そう。濃度も持続期間も違う。それを、彼女達ときたら、香ればいいんだとばかり、競うように振りかけて……あれは、エレガントとはほど遠いよ。なら、リリスちゃんの自然なシャボンの香りのほうがいい。……こうしているとほっとする」

「しょんなものでしゅか……」

「そんなものだ、よ……」

　そうしていると、やがて、すう、とアドラメレクの呼吸音だけが聞こえてきた。どうやら眠ってしまったらしい。




　──疲れていたのかしら？　仕方がないなあ。




　寝てしまったものはしょうがない。

　私達はしばらくそうして時を過ごしたのだった。
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　そして次の日。

「さて、ちゅぎはドラゴンでしゅね！」

「ドラゴンを持ち上げるなんて、腕がなりますなあ！　なあ、兄者！」

　私が次の仕事を口にすると、力自慢のガレスの弟達が、腕の筋肉をワキワキさせていた。




　──ちょっと、気持ち悪い。




　あ、なんか胸筋もピクピクさせている！

　うわぁ……。

「ほら、そこの筋肉自慢達。マスターが、待ってらっしゃいますよ！」

　しばらく三人兄弟の筋肉自慢大会を鑑賞させられたマーリンが、呆れ顔で出発を促した。

「おお、これはマスター。失礼しました！」

「早速参りましょうぞ！」

「おう！」

「はぁ……」

　最後のため息はフェルマーである。

「じゃあ、マスター。今度は私が抱っこさせていただきますね」

　フェルマーがとても嬉しそうな笑顔で私を抱き上げるためにしゃがみ、そして抱き上げた。




　──そんなに私の抱っこって、役得なのかしら？




　そんな疑問を他所に、今度は活火山の麓に住んでいるドラゴニュート達の村に向かった。

　珍しくお天気は曇り空。

　私はその鈍色の曇天を眺めながら呟く。

「……りゅうさん、つれてかえるまで、ふらないでほしいでしゅ……」

「そうですね。雨で体温を奪われると、体に障るかもしれませんし……」

　私の心配に、フェルマーも優しく同意してくれた。

　こんな嫌な空を眺めると、嫌な将来を想像してしまう。

　勇者は、フェンリル狼、白蛇、そして竜を討伐した。まあ、正確には殺していないが。

　だけど。

「……りゅうのつぎって……」

　私が呟くと、皆が沈黙する。

　そう。

　この世界の獣の頂点に立つものは竜だ。

　だったら次は？

「へーか、ねらうの、かな……」

　なんだかんだ言っても、デコピンでお仕置きを受けようと、私は臣民のために真剣な陛下が好きだ。

　恥ずかしいから口にはしないけれど、尊敬している。

　そんな陛下が、勇者の手に……。

　そんな暗い思いに囚われていると、私を慰めようと、マーリンが優しく声をかけてきた。

「大丈夫ですよ、マスター。こういうときのために、例の陛下用の魔導兵器を作ったんじゃないですか」

「あ、そうか。……え？　あ！」




　──だめだ、だめだ、だめだ！




「あれは、ダメー!!」

　私が叫ぶけれど、私以外のみんなは、私のおかしな叫び声に首を捻る。

「なぜ、だめなんですか」

「いえにゃい」

　マーリンに尋ねられたけれど、私はぶんぶんと首を横に振った。




　──やばいよ。あれ、私、いたずら仕込んじゃったもん。勇者来る前に解除しなきゃ、また怒られちゃう!!




「はぁ～」

　私は、フェルマーの腕の中でやる気なく、ぐったりもたれかかる。

「どうしました？」

「ううん、なんでもないわ」




　──ただ、この雲行きがどんな未来を示しているのか、わかった気がしただけ。

　げんこつですむといいなあ……。




　そうして、立派な山の麓にある村に着くと、やはりアドラメレクからの触れが出ていたらしく、ドラゴニュートの村長に案内されて赤竜が休んでいる洞窟にすぐに案内してもらえた。

　そして、村長の持つ松明の明かりで奥まで案内されると、今までと同じく腹を深く切り裂かれて倒れている、立派な赤竜がいた。

「おつらそうで……、でも、我々では、どうにも手出しが出来ず……」

　村長が悔しそうに顔を歪める。

「大丈夫。私達は今までも同じ症状の者達を癒してきました。……どうか、信じて？」

　そんな村長に、フェルマーが慈愛の笑みを浮かべて、そんな彼の悔しさに寄り添った。

「……はい、よろしくお願いします」

　そう言って、村長は私達のそばから少し場所を下がった。

「まずは、ライトボール。……これで十分かしらね」

　治療をするにあたって十分な明かりをフェルマーが魔法で確保する。

「では、良いかな？　フェルマー殿」

「ええ、良くてよ、マーリン様」

「解呪ディスペル！」

「解毒アンチドーテ。……消毒クリーン、そして、ハイヒール！」

　マーリンの解呪とフェルマーの解毒で、血色はだいぶ良くなった。

　そして、フェルマーのハイヒールで、内臓の損傷から傷口まで綺麗に治っていった。

　ガレスが前に出てきて、ドラゴンの牙などものともせず、むんずと口を強引に開けさせる。

　そして、中に顔を突っ込んだ！

「ああまたか。……これではやはり、血が足りない。保護が必要だな」

　その恐れも知らぬ様子を見て、村長は口をあんぐりと開けていた。

「「では兄者」」

「うむ、運ぶぞ！」

　ガレス三兄弟が顔を見合わせて頷き合う。

「全員、位置につけ！」

「「おうともよ！」」

「「「せーえのぉっ！」」」

　まずは自分達の肩に赤竜の体を掛けた後、掛け声と共に、両足を広げ折り曲げて踏ん張り、その勢いで赤竜の体を肩に乗せ切る。

　とうとう、赤竜を持ち上げた。その異様な光景に、村長は腰を抜かしてしまった。

「じゃ、しばらく、りょうようのため、あずかりましゅ」

　私の言葉には、無言でカクカクと頷くばかり。

　こうして、私達は、赤竜の保護に成功した。
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　そうっと、そうっとドラゴンの巨躯を運んで、また、テイマー達の管理する特別療養室にやってきた。

「おお！　これは立派な赤竜ですなあ……」

　いつも応対してくれる療養専門のテイマーが、感嘆の声をあげる。

「しょうね」

　元気であれば、私達だってこんな近くになんていられない。

　その巨躯と硬い装甲のような美しい鱗、そして発せられる炎とその威厳に圧倒されるだろう。

「ガレス様、ご兄弟がた、こちらの部屋にお連れ願います」

　暫く見惚れていたあと、テイマーははっと思い出したように、ガレス三兄弟に赤竜の療養部屋へと案内しに行った。

「これで、ひとまず、おしごとしゅーりょー、でしゅ」

「「お疲れ様でした」」

　被害を受けた守護獣達を、なんとか無事に命は繋げた。

　救助されるまで、苦しい思いをしただろう。

　あとは、ゆっくり体を元の状態になるまで療養していって欲しい。

　そう願った。

　そして、任務を完遂出来たことに、私がほっと胸を撫で下ろし、マーリンとフェルマーから労いの言葉をもらったその時のことだった。

「勇者だ！　勇者が来たぞ！」

「勇者が、魔王陛下と戦わせろとふざけた要求をしている！」

「警備兵、中央門へ集合せよ！」

　怒涛のように、中央門のほうから男達の怒号が聞こえる。

「ちゅうおうもん？」

　驚いて思わず声に出してしまった。




　──堂々と正面突破とはいい度胸ね。




「マスター！」

「うん、わたしたちも、いきましゅ！」

　私と、マーリン、フェルマー、戻ってきたばかりのガレス達と合流して、一緒に中央門へと駆けつけるのだった（私はマーリンに拾われて抱っこで移動）。

「あ、パズス！」

　息子の危機だ。彼は喚ぶべきだろうと思って、パズスを召喚し、彼には移動しながら事情を説明した。

　中央門にたどり着くと、大勢の警備兵が中央門の扉を封鎖し、その中で待機している。

　そして、アスタロト、ベルゼブブも、万が一のためと待機していた。

　私達がたどり着くと、アスタロトの表情が明るくなった。

「リリスちゃん！　間に合ってくれて良かった！　フェルマー様の回復の力はとても偉大だもの！」

　彼女はこちらの兵になるべく死傷者を出したくないがために、自ら真っ先にやってきたらしい。

「……わたしが、はなして、みるわ」

　人ごみをかき分け、かつては仲間であった勇者ハヤトと交渉を試みることにした。

「……ちょっと、どいて……」

　うんうんと言いながら、やっと扉を挟んで話せる状態になった。

「リリスよ。わかる？　……ハヤト。あなたは、なにを、したいの」

　すると、扉の向こうから鼻で笑う声がした。

「だからさっきから言っているだろう！　俺が会いたいのは魔王だけだ！」

　さっきから要求し続けているからか、その言葉は荒れ気味だった。

「……なんのために？」

「そりゃあ、勇者は魔王を倒す英雄だ。俺は力を手に入れた！　その確認も済んだ。だから来たんだ！」

　彼の言う、『確認も済んだ』とは、守護獣達を痛めつけたことだろう。

　他者を痛めつけることを、ただの確認だなんてと、その考え方に私はかなりカチンときた。

「それで、どれだけのひとがきずついたと、おもっているんでしゅか！」

「……人？　魔物だろ？　魔物に慈悲はいらない。そして、その王たる魔王にも！」

　そう高らかに勇者が叫んだ時。

「ほう。我が臣民を、魔物とな」

　静かな怒りに、普段のテノールの声がさらに低く、よく響く。

　羽織った黒いマントを翻しながら、陛下が宰相を伴って城門に近づいてくる。

「「「陛下……！」」」

　城内のものが皆、陛下の登場に士気が上がる。

「いるのか、魔王。だったら、俺と戦え」

　扉向こうの勇者は、傲慢に挑発する。

「……我が臣民は魔物ではない。言葉を改めよ、勇者」

　だが陛下は、そんな子供じみたものには乗らず、ただ、彼が愛する民達を『魔物』と言ったその言葉の訂正を静かに求めた。

「……お前が勝ったら、考え直してやる。だから、戦え」

「何故こだわるのかがわからん。……が、その条件、必ず違えるなよ」

「……わ、わかった」

　勇者ハヤトと魔王ルシファーの直接の交渉によって、対決が決定した。

「私以外の城内の者に一切手を出すな。良いか」

「興味ねえよ。守る」

「……そうか」

　陛下が、門から離れ、門番達に目配せをする。

　そして、同時に、私達四天王全員がいることを確認する。

「……約束を違えるような動きがあれば、即座に抹殺しろ。いいな」

　小さな声で、私達四天王に命じる。

　我々は、無言で頭を下げた。

「開門せよ！」

　高らかな声で、陛下が命じる。

「開門、開門ー！」

　門番長が大きな声で陛下の命を、部下達に復唱する。

　かんぬきが引き抜かれ、重たい両開きの門が開門する。

　そこには、勇者ハヤト、マリア、フォリンが変わり果てた姿で立っていた。外部正面に立つ彼らの容姿は総じてまがまがしいものに変わっていた。

　ハヤトは黒髪黒目だったはずなのに、いつの間にか肌は浅黒く、目は血のような赤に変わっていた。

　美しかったエルフ、フォリンも肌は浅黒く不健康そうである。そして瞳は赤い。

　魔導師のマリアも同様である。

　そして、特に彼らの中で異彩を放つのは、ハヤトの持つ剣である。

　黒く光る刀身に、何やら赤く発光し謎の文字が描かれている。

　そして、その剣は、見るからに凶々しい魔力を発していた。

「随分と堕ちたな。勇者とやら」

　魔王陛下が彼らを見て、普通でないとすぐに見てとり、嘲笑する。

「はっ。力こそ全て。勝者こそ正義。歴史は勝者によって、偽りすら正史となる」

　ニヤリと笑って嘲笑を跳ね除ける、ハヤト。

「……ほう。阿呆かと思っておれば、意外にも物事の側面は知っているのだな」

　もう一度陛下は嘲笑って、そう言い放ち。

「剣は、よしというまで鞘にしまえ。他の者に手出しはしないという約束だ。こっちだ」

　そう言って、陛下はスタスタと歩き出す。

「訓練場。あそこでならば、思い切り殺やりあえるだろう」

「ついてこい」と続けて告げた陛下の言葉に、ハヤトは剣を鞘に収め、フォリン達も素直に後についていった。




　そして今、訓練場に、魔王陛下とハヤト達三人が対峙していた。

　そして、観覧席というか、訓練場が見える場所はどこも魔族で埋め尽くされている。

　その一角、私達四天王と魔導研究所のメンバー、そして私の英霊エインヘリヤル達が集まっていた。

　私達が集まっているのは、陛下を心配してのことだ。

　そして、研究員達は、陛下に献上した魔道兵器の結果を……って、あ！




　──やっばい！




　例のイタズラ解除しそびれた！

「もう、だめりゃ～」

　のちのことを考えて、ぐったりする私であった。

　さらにもう一人、態度がおかしい人がいる。パズスだ。

「息子の、ルシファーの初陣だ！　そのままで倒すだろうか、それとも第二装甲、第三装甲まで行くのだろうか……！」

　息子の初陣にウキウキする様は異彩を放つ。

　だが、彼は前魔王。誰も窘めるものはいなかった。

「物理障壁フィジカルバリア！　魔力障壁マジカルバリア！」

　陛下が叫ぶと、練習場の円形の闘技場部分に、堅固なバリアが展開された。

「……これで、外には被害は及ばん。……存分に行かせてもらう」

「行くぞ！」

　ハヤトがそう叫ぶと、一瞬見失うかと思う速さで、陛下に向かってまっすぐに疾駆する。

「遅い！　物理障壁フィジカルバリア！　全能力上昇オールアップ！」

　陛下は、後方へ跳躍しながら自分の正面に障害を作り、自らの能力をさらに上げる。

「それは、どうかな？」

　ハヤトは直進していたかと思うと、陛下の直前でサイドステップをして、そこから軌道を変え、背後に回る。

　そして、背中から。

「……猪突猛進ってわけでもないんでね」

　ハヤトは剣を両手に持ち替えて、陛下の背中の腰の上の部分を上部から突き刺し、下へ切り裂き、剣を抜いた。

「そこは人間であれば急所。酷い痛みと出血が……」

　と、悦にいって説明するまでもなく、陛下が痛みに体を折り、黒いローブを濡らして余った血が地面に滴り落ちる。

「……く……ッ。だが、これしき……」

　陛下の顔が、苦痛に歪んでいる。だが、それに構わず、天に片手を掲げる。

「串刺し公の火刑場ブラッディインフェルノ！」

　すると、ハヤト、フォリン、マリアの足元が黒く影になり、そこから、黒い罪人を穿つ槍が無数に天へ向かって穿たれた！

　三人ともその槍から逃れることは出来ず、串刺しになって宙に浮く。

「さあ、その罪ごと焼かれるがいい！」

　陛下が口の端を上げると、影の中から地獄の業火のような轟々と燃え盛る炎が生まれる。

「「「ぎゃあああああああ！」」」

　罪人達は、ただその痛みと熱に叫ぶことしか出来ず。そして、その刑の執行時間が終わるまで叫び続けた。

「……流石にこれで……」

　痛みに顔を歪め、腰に手を添えながら陛下が呟く。

　肉を焼き、そこから生まれる黒い煙が場内の視界を悪くする。

　その煙はやがて魔法の発現時間を過ぎると消えていき……。

　焼けた地面に、三人の黒焦げの死体が転がっていた。




　──可哀想だけれど、自分で対戦を求めた結果だもの。




　そう、私が彼らに少しの憐憫を覚えたときのことだった。

　三人の身体が宙に浮く。

　そして、開いた穴は肉が再生し、焼けた肌も肉も、元の色に再生を始めたのだ。

「な……、どうなっている!?」

　陛下が狼狽え、痛みも限界なのか、地面に片膝を突く。

　場内も大騒ぎになる。

　そして、その間に、彼らは元の姿でその場に立っていたのだった。

「どうだ。俺達を簡単に倒せると思うな……よ？」

　彼らの復活と同時に、陛下の出血量が限界を迎え、第二形態への移行が始まる。

　まずはフェルマーのパーフェクトヒールで肉体と状態異常が全て解除された。

　そして、パズスの肉体強化により、全身の筋肉が上増しされる。

　次に、ドワーフ達が全身全霊で作り上げたミスリルアーマーを装着され。

　最後に、なぜか立派な鎧を覆い隠すように、くまの着ぐるみ姿になった。

「……は、これに助けられたな」

　そう言って、陛下が腕にはめた腕輪を見ようとするが、それは何か茶色いモコモコしたものに覆われて確認出来なかった。

「ん？　なんだ、これは……」

　陛下が、自分の体のあちこちを確認して回る。

　そして、相対するハヤト達は口をあんぐりと開けて、呆然としている。

　観覧席も、シーンとしている。
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　そして、私は、そーっと逃げようと……。

　思ったら、ヒョイっとアドラメレクに抱き上げられた。いや、確保された。

「確か、君が所長だよね……。これはリリスちゃんのイタズラかな？」

　にっこりと暗い笑みを浮かべながら、アドラメレクがベリトに向かって、両脇を両手で支えた私の体を差し出す。

「装備の召喚魔法陣の作製は、リリス様のお役目……ですから、おそらく……」

　ちらっと私のほうを申し訳なさそうな顔をしてみて、ベリトが答えた。

「リリスちゃん、どういうことかな？」

　今度は、易々とお姫様抱っこに抱きなおされて、にっこり笑った顔（だが笑っているのは顔だけ）を寄せられる。

「かわいく、した、くて」

　私は、追い詰められた囚人のように、しどろもどろ、やったことを白状する。

「うん？」

　にっこり笑った孔雀アドラメレクの顔が怖い。

「よろいの、うえに……きぐるみをかぶせ、まちた……」

　その答えを聞くと、すぐさまアドラメレクが陛下に報告すチクる。

「陛下！　リリスのイタズラで、鎧の上に着ぐるみを着せる仕様になっているようです！」

「なっ！」

　ギンッと音がしそうな、きつい視線（くまのぬいぐるみの目だからくりくりで可愛いけど）で、陛下が私のほうを睨みつけた！

「リリス！　お前かー！」

　私は、なんとかアドラメレクの魔の手から逃れようと、無駄にジタバタするばかりだった。

「リリス！　おい、降りてこい！　何をしてくれたんだ！」

　陛下が闘技場で怒鳴っているのが聞こえる。

　そして怖いのが私の真横だ。

　パズスが陣取ってきた。

　そして、ゴゴゴゴゴゴ……と地響き的な轟音でも発しそうな表情で、私を見つめている。

「マスター……うちの息子の初陣に何してくれているんですか？」

　目は半眼。

　コワイ。

「く、くじゃく、こわすぎて、もらしちゃいそうでしゅ！　はやく、いかないと！」

　アドラメレクの腕の中でジタバタするのだが、所詮四歳の体で大人の男性に姫抱っこをされている状態だ。

　自力で逃げることは叶わない。

「……リリスちゃん、自分のしたこと、ここで反省しようね。ちょーっとこの間、褒めたと思ったらこれなんだから。全く君ときたら」

　私のバレバレの嘘は通じず、私はにっこりと笑った彼に捕獲されたまま、そして怖い前魔王に半眼で睨まれたまま、陛下の戦いを観戦し続けることになったのだ。

「……ま、そういう奇想天外なところもまた愉しくて仕方がないんだけれど」

　そう呟いたアドラメレクの言葉は、残念ながら（？）私の耳には届かなかった。

　そして私は、逃げるのは諦めて、もう一度闘技場を見下ろしていた。

　すると、とりあえず陛下は、視界が悪いのがどうにも気に食わないようで、くまの頭の部分を外して、投げ捨てているところだった。

「全く暑苦しい！　待たせたな勇者！　いくぞ！」

「おっおう……」

　陛下が告げるも、ハヤトはまだ引いている。

「チッ、この姿じゃ気が乗らん。……まあ、仕方ない。あれでダメならこれでいかせてもらおう。……隕石召喚メテオ！」

　陛下が掲げた手の上に、それよりも上、障壁の頭頂部に三つの隕石が生まれる。

「……ッ、油断してた隙にしまった」

「ちょっと、どうするのハヤト！」

「避けるしかないでしょう！」

　狼狽える勇者一行は、散り散りに逃げようとする。

「行け！」

　だが、陛下の命を受けた隕石は、勇者一行の三人を的確に標的にして、真っ直ぐに落下していく。

　ドオオオォン！

　闘技場が揺れる。

　三箇所で、隕石が勇者達を捉えて押し潰し、地にめり込み、そして灼熱の塊が地面を溶かす。




　──すごい、これなら勇者達は……。




　この地に災いをもたらすものが排除された安堵と、一抹の憐憫を心に抱きながら、その様子を見守る。

「流石にこれを食らえば、再生はあるまい……ん？」

　陛下は、唇の片端をあげて、勝利を宣言する。……が。

　途中でその言葉が、疑問調に変わる。

　テラテラ光る高温に溶けた地面の上に、何やら小指の先ほどの赤い粒と、そこから根っこのようなものが生えた、謎の物体が、それぞれ三つ宙に浮いていたのだ。

「なんだあれは！」

　観覧席で見守る魔族達も当惑してざわついている。

「なんだ、これは」

　そう陛下が訝しげにしていると、やがて、灼熱の地面から大量の煤が、謎の物体に呼ばれるように宙に浮いて集まってくる。

「……まさか」

　陛下が当惑して思わず、その可能性を口にする。

「死なない、のか？」

　そう。

　煤は人型に集まり、やがて血肉となり、勇者達の肉体は復活したのだ。

「……残念でした」

　ニヤリ、とハヤトが笑う。

「私達はね」

　そうしてフォリンが続き。

「死なないの」

　マリアが笑った。

「……そうか。ならしかたあるまい」

　陛下が静かに呟いた。

「だったら、許してくださいと泣き喚くまで痛め続けてやろう！　我が臣民を斬り、魔物と罵った罪は重い！　食らうがいい。炎の鉄の処女ファイアメイデン！」

　陛下が叫ぶと、笑っていた勇者達三人の頭上に、乙女の形状の鉄の箱が現れる。

　そして、それは観音開きに開く。

　中は空洞。

　鉄製の楔が内側全体に施され。

　中は業火が渦巻いている。

　観客の様子にハヤト達は笑いをとめ、頭上を見て、顔を青ざめさせる。

「ま、まさか……、あれに入れと」

「……ご名答」

　ハヤトが震える声で問い、陛下が赤い唇で大きく弧を描きながら答える。

「……死なないとはいえ、痛みは……！」

　フォリンが許しを乞うように告げるが、その体は無慈悲にも乙女に引き寄せられるように宙に浮き始める。

「いやあぁ！」

　すでに乙女に引き寄せられているマリアが徐々に高度が上がる中、足掻く。

「「「助けて！」」」

　だか、無慈悲にも三人は乙女の中に捕らえられ、そして。

　バアァァン！

　無慈悲な金属音を立てて、扉が閉まった。

「「「ギャアアアアァァァァ！」」」

　そして、散々杭に嬲られ、炎に焼かれ、解放される。

　と思うと。

「串刺し公の火刑場ブラッディインフェルノ！」

　休む間もなく今度は足元から鉄槍が突き出し、串刺しにされる。

　そして炎で再び責められるのだ。

「やめで、ぐれええええええーーーー！」

　永遠かと思うくらい繰り返す苛み。

　勇者達の心が折れるのは、そう遠くはなさそうだった。
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「もう嫌だぁぁ！」

　何度目かわからないほど、体を再生させた後、勇者ハヤトはそう叫んで、闘技場の地面に座り込んだ。

　それを見て、残りの二人も泣きじゃくりながら地べたに座り込む。

「己の非を認め、謝罪するか？」

　立ったままの陛下が、三人を見下ろしながら尋ねる。

「……何が間違いだったのか、わからない」

　そう呟いて、ハヤトは一筋涙を流した。

　その言葉に、残りの二人はハヤトのほうを見る。

「……どういうことだ。言ってみよ」

　投げた問いに対して、逆に問いのようなものを返され、陛下は理解出来ないといった顔をする。

「俺は、日本という、この世界とは全く違う世界の国から、強制的にこの世界のノートンという国に喚び出されたんだ。日本には、母さんも父さんもいるし、妹だっている。本当は、勇者なんかしないで帰りたかった」

　ぽつぽつと語り出す、ハヤトの自分語り。

　そして。

「……そもそも、喚び出されたくなんかなかったよ！　飯はまずいし、不衛生だし！　貴族とか教会とか、えっらそうだし！　元の世界のほうがよっぽどいい世界だったんだよ！　貧富の差とかはあるけど、一定の平等や保障はあるんだよ！　それに、母さんの飯は美味いんだ！」

　そう言って、歯を食いしばって泣き出した。

「……」

　陛下は無言だ。

　勇者というものと語り合うことなどなかったのか、ただ、その言葉を静かに聞いている。

「しかもさ、勝手に喚んでおいて、帰る方法なんてないって言われるんだぜ？　……ふざけんな。俺の人生返せよ」

　その時のことを思い出したのか、ハンッと鼻先で笑う。

「じゃあ、代わりに何をしてくれるんだって聞いたら、全ての悪の根源たる魔王さえ倒せば、姫をやろうって、フェリシア姫と会わされたんだ。彼女、すごく綺麗な人で。この人を得られるなら、この世界で生きるのもいいのかもしれないって、そう思った……」




　──ん？　ノートン。フェリシア姫？




　私は思い当たることがある。

　抱っこされているアドラメレクに、「あっちでおりたい」と伝えて、彼らの元へ連れて行ってもらって、下ろしてもらった。

「ねえ、ハヤト。フェリシアひめは、こんにゃくが、きまっているわよ？」

　噛んではいるものの「婚約」と聞いて、ハヤトの表情が泣き顔から絶望へと変わる。

「それに、もう、あなたにめいれいしたノートンおうも、すうききょうも、かわってましゅ」

　私は、かわいそうだとは思ったけれど、追い討ちをかけるように、彼がすがってきたものを言葉で破壊する。ハヤトは、顎が外れそうな勢いで口をあんぐりとさせていた。

「……じゃあ、俺は何のために」

「もう、いみはないんじゃないでしゅか？」

「悪の魔王は？」

「しょんなものいましぇん」

「いるのは、決済すべき書類に埋もれる、普通の国王と同じような陛下だけですねえ」

　私の返答にアドラメレクが笑いながら合いの手を打ち、陛下にねめつけられていた。そんなアドラメレクは、意にも介さず肩を竦めていたずらっぽく小さく舌を出していた。

　私はハヤトの前に立ち、彼の頭の上に、ぽん、と手を乗せる。

「もう、……意味はない、のか」

「うん」

　泣き縋りたいのだろうか。ハヤトの両手が私のほうへ差し伸べられた、そう思ったとき。

「あ～る～わ～よ～」

　気の抜けた声で、やや険のある高めの女の声がした。

「私の道化をするって役割があるじゃない～」

　頭に漆黒のツノ、背にコウモリの羽を持つ女が、いつの間に現れたのか宙に浮きながら、嘲笑う。

　見覚えがある。最後の『災厄』の日に見た、アレと同じ。

「あく、ま？」

　私は震える声で呟く。

　アドラメレクは、陛下を庇うように移動して、陛下を自分の背後にする。

　アスタロト、ベルゼブブも遅ればせながら陛下の元に駆けつけ、三人で陛下を取り囲む。

「マスター！」

　観戦席にいたままのマーリンとフェルマー、パズスが駆けつけ、私の周りを囲む。

「つまんない。まーったく、つまらなかったわ～！」

　そう言って、女はハヤト達を睨め付ける。

「でも、この世界には、『怠惰』を倒した者がいるのよねえ……。そして、あなたを筆頭に、危なそうな気配を発している輩が沢山いるわ～」

　赤い艶やかに彩られた爪で、陛下を指さす。

「勝機のない勝負はしない主義なのよね～、私」

　私は、その言葉に少しほっとする。再びの悪魔との戦闘など、出来れば避けたい。

「じゃあ、あなた達。あげた種の根が伸びて脳まで達したら、自分の意思もなくあらゆるものを破壊し続ける、不死の人形の出来上がりだから。が～んば～って～」

　ハヤト達三人に向けて目を眇めて笑うと、彼女の背後に黒い裂け目が出来る。

「なっ！」

「ちょっと、聞いてない！」

「いやぁ！」

　狼狽する三人を置き去りにして、甲高い笑い声を上げる悪魔を飲み込んで、裂け目は消えていった。

「陛下……」

　アドラメレクが、侮蔑と憐憫の混ざったような複雑な表情でハヤト達を見下ろしながら、陛下に問いかける。

「……ああ、放って置くわけにもいくまい」

「……助けて、くれるのか？」

　ハヤトが、縋る目で陛下を見上げる。

「勘違いするな！」

　陛下の強く諌める声に、三人はびくりと肩を震わせる。

「……お前達を助けるわけではない。俺は、国を守るために必要なことをするのだ」

　そう言って、陛下は厳しい眼差しで三人を見下ろした。
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「どうにかしゅるって、どうしゅるんでしゅか？」

　体の中に根をはやし、さらに侵食しようとする悪魔の与えた種を、どうするんだろう？

　私には理解が出来なかったので、質問してみた。

「一つ、ベリトに提案されていたものを試す機会かもしれない」

　陛下がそう答えると、観覧席にいる研究所の所長のベリトを呼び寄せた。

「……陛下！　アレをお許しいただけるのですか！」

　駆け降りてきて、陛下の元にやってきた、興奮気味なベリトの頬は紅潮している。

「仕方あるまい。……生きた人の体を切開して、体内に不要なものを除去する。其方が以前から提案していた『手術』を許可しよう。それしかあるまい」

　前々から検討してきたかのように、陛下とアドラメレクが目を合わせて頷いた。

「えっ！　手術!?」

「「生きたまま、切る!?」」

　だが、勝手に体を切ると言われた当人、ハヤト達が声をあげる。

「ちょっと待て！　麻酔とか、出血した分の輸血とかあるのかよ、この世界！」

　ハヤトが叫ぶ。

　ん？　マスイとか、ユケツって何だろう？

「ほう。あなたの元の世界には、『手術』がすでに実践されていた？」

　だが、私が言い出す前に、ベリトがキラリと眼鏡を光らせ、興味深そうにハヤトに向かって前のめりになる。

「あっ、ああ……。詳しくはないけど。俺の世界の手術は、麻酔をして患者の意識を失わせ、術中には痛みを感じさせない。それに、出血した分、体が拒否反応を起こさない、適合した血を輸血するんだ。その上でやっている」

　ハヤトの口にする、異世界の先進的な技術に、その場にいるもの達が興味深そうに聞き入った。

「出血に、ユケツ……、そしてマスイ、ですか……」

　ベリトはそこの配慮はなかったらしく、うーん、と唸り出す。

「我々の技術だと、回復魔法がありますから、術中に死ぬということはありません。そして、魔法で眠らせれば良いので、マスイの代用になるでしょう」

　ベリトの言葉に、固かったハヤトの表情が明らかに緩んだ。

「……ですが確かに、出血が多い場合の考慮を失念しておりました」

　困りましたね、とベリトが意気消沈した様子で、眉が下がる。

　そこに、私の横から、マーリンが会話に割って入った。

「時魔法で被験者の時を止められるとすると、どうでしょう？」

　その言葉に、ベリトがハッとした顔をする。

「マーリン殿！　それなら、体の中の種とやらの侵食も止められるでしょうし、血液の流れも止められる可能性があります！」

　ぱっとベリトが明るい顔になって、興奮したように言うのだが……。

「……時魔法使いなんて、そんな稀有な方いましたっけ？」

　はて、とベリトは一転して首を捻った。

「へ？」

　そこに私がマーリンに背中を押されて、一歩前に足を踏み出す。

「今のマスターでしたら、喚べる可能性があります。時と次元を操る賢者、フィレモンを」

「……フィレモン……」

　マーリンが告げた名前は、私は初めて聞くものだった。

「マーリン、それはだあれ？」

　私はくるりとマーリンのほうに向きを変えて、彼に問いかける。

「今からお教えしましょう」

　そう言って、マーリンは私を抱き上げる。

　顔は白磁の仮面に隠され誰も素顔は知らない。

　時と次元を自在に操り、賢者とも神官とも言われし神話の時代に生まれし者。

　長き時を生き、死後は菩提樹になったとも言われし者。

　悩める哲学者には夢の中でアドヴァイスを与え、理性と知恵の象徴とも呼ばれし者。

　名は、フィレモン。

　マーリンは、その人物の容姿、伝承などを私に教え、私はそれを正しく理解しようと反芻する。

「……出来そうですか、マスター」

「……やってみるわ」

　じっと見つめあって、決心した私が頷く。

　だって、喚ばなきゃ、ハヤト達を、そして、この世界に災いが生まれるのを止められない。




　──だったら、やるわ！　やってみせる！




　ゆっくりとマーリンが私を下ろしてくれて、私は、しっかりと大地を踏みしめる。

　そして、マーリンに教わった人物像を脳裏に浮かべる。

「いにしえの、しんわのじだいに、うまれし、けんじゃよ。ときと、じげんをあやつり、ちえをあたえるものよ。……サモン、フィレモン！」

　私の体が黄金色に発光し、手を差し出すと、その先に光が集約し、人型を作る。

　そして。

「時と次元の賢者、フィレモン。お初にお目にかかります。……やっとお喚びいただけましたね、マスター」

　鼻から上には白磁の仮面を被り、顔は見えない。

　菩提樹の若緑色の帽子を深く被り、同じ色のマントが翻る。

　だが、現れた男性は、赤い唇が弧を描き、初めての邂逅に喜んでいるように見えた。

「ところでマスター。私をお喚びいただいたということは、私の知恵か特殊な魔法を御所望とお見受けしましたが？」

　そう言いながらフィレモンはしゃがみ込むと、軽々と私を抱き上げる。




　──ここは私の定位置なのかしら？




　いい加減に抱っこは慣れたものの（便利だし）、出会うなり皆当たり前のように抱き上げようとするのは、いかがなものかしら？　と文句の一つも言いたくなってしまう。

「ねえ、ちょっとこまっているヒトが、いりゅのよ」

　不満は置いといて、目の高さが同じになったフィレモンに喚び立てした理由について説明を始めることにした。

「ほう、困っている方、ですか」

　フィレモンは私に頷きかけてから、マーリンのほうに目を向ける。

「それで、あなたが私の存在をマスターにお教えしたということかな？」

「お察しのとおりです」

　フィレモンの言葉に、マーリンが一礼して返す。

「お久しぶりです、フィレモン殿。あなたの時魔法の力をお借りしたいのです」

　マーリンはそう言うと、その場で空気になっていた勇者達三人を指し示す。

「おや、随分と肌色が悪い。まるで何か悪しきものの眷属か何かのようですね」

　フィレモンが、なんとなく察しているのか、そんな表現をする。

「ご名答です。彼らは悪魔の甘言に惑わされて、禍をもたらす種を飲んでしまったようなのです」

「ほう、種。まさか悪魔の種を飲み込んで、その根が体内にはびころうとしている？」

「また、ご名答です。さすがは博識なフィレモン殿。その根が脳に達すると、彼らは意思を持たぬ不死の悪魔の手駒となってしまうらしいのです」

　何度かフィレモンとマーリンの間で会話が交わされて、事態を把握すると、フィレモンはため息とともに、呆れ顔で、まだ地べたに腰を下ろしたままの勇者達を見下ろした。

「いまだに、安易に悪魔の囁きに耳を貸すものがいるとは……。彼らを使役し飼い慣らすことが出来る者など、稀有だというのに。傲慢な人間だ」

　フィレモンは、勇者達にはあまり同情的ではなく、むしろ軽蔑の目を向ける。

　ハヤト達は、恥入るように、顔を赤らめて俯く。

「でも、このままだと、このくにも、タイヘンでしょう？　だから、てをかしてほしいのでしゅ」

　あまり乗り気ではなさそうなフィレモンの様子に、私は慌てて引き止めるように、抱き上げられた状態で、彼の纏う衣をぎゅ、と掴む。

「そうですね。マスターのお心を煩わすものは、なんとかするのが我々の役目ですから」

　大丈夫ですよ、と言って、握りしめた私の手に彼の大きな手を重ねて、その温もりで安心させてくれた。

「で、具体的に私に何をせよと言うのかな？」

　そこに、魔導研究所の所長のベリトが一歩フィレモンの前に進み出る。

「魔王城の魔導研究所所長をしております、ベリトと申します。悪魔の種を摂取した勇者一行三名には、貴殿の時魔法で時を止めた上で、切開手術にて、種の除去を試みたいと思っているのです」

「ほう、手術。それに私の力を使おうというのだね。……古き時代にも手術というものがあったが、どれも苦痛を耐え忍んで行うものであった。それを、我が力で苦痛と体への負担を減らそう、そういうことかな？」

「はい、さすがは知恵の賢者とも言われるフィレモン殿。……ご推察のとおりです」

　ベリトが、最後まで説明する必要がなかった、そのことに驚いていた。
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　ベリトの案内で、研究所所員達と、フィレモン、フェルマー、マーリンの三人と私で場所を移動して、特に衛生面に気をつけたという、研究所内の真っ白な部屋に通された。

　準備がよく、すでに被験者が横になる寝台も三台並んでいる。

「まず、時魔法は早めに施したほうがいいね。三人とも、各自寝台に横になって」

　ベリトが勇者達三人を早くと促す。だが、ハヤトが私の元へ駆け寄ってきた。

「リリスには酷いことをしたのはわかっている……復讐されても仕方がないってわかっている。でも……信じて、いいのか、な……」

　最後は自分の立場的に強くも言えないのか、言葉尻が窄んでいく。

「だいじょうぶ。サイゼンをつくしてもらうから。……しんじなしゃい」

　そう言ってはっぱをかけると、ハヤトは意を決したかのように、寝台に横になった。

　そしてそれに連なるように、フォリンとマリアもそれぞれ寝台に横になった。

「では。……時間停止ストップ」

　フィレモンが、三人にそれぞれ魔法をかける。彼らは、呼吸する胸の動きすら止まって、静かになった。

　車輪付きのテーブルに切開用のナイフやピンセットなど、必要な道具が載せられたテーブルが部屋に運ばれてきた。

「さあ、我が魔王領初の切開手術を始めるぞ……！」

　陣頭指揮を取るらしい、ベリトの眼鏡が、部屋の明かりの加減できらりと光った。




　──やっぱりマッドサイエンティストって感じなのよね。




　そうして、まずはハヤトの施術をすることになった。

　彼の周りに、ベリト、フェルマー、フィレモンが立ち、その周りを私や所員を中心とした観客が囲む。

　私は背の関係で、マーリンに抱っこしてもらっている。

　まず、【透視スキャン】という特殊スキルを持つ所員が、ハヤトの体を掌でなぞりながら、異物の存在する場所を探す。

　その手が、お腹の中央で止まった。

「ここに、あります」

　その言葉に、ベリトが頷いた。

　所員の手で、ハヤトは上着を脱がされ、上半身裸にされた。

「切開をはじめます。種は胃の腑に根付いている。そこからの除去を目指します」

　ベリトが説明をした後、ハヤトの腹にナイフをあてて、切開しようとしたその時。

「消毒クリーン」

　フェルマーがそう唱え、まさに切ろうとしたナイフと腹部を綺麗にした。

「おっと……」

　ベリトの手が止まる。

「最後にハイヒールをするので、気にしすぎかとは思いましたが、念のために施しました」

　にっこりと笑いながら、フェルマーが告げた。

「まあ、初めての試みです。注意出来ることはしたほうが良いでしょう。……ご配慮、ありがとうございます」

　ベリトが気を取り直して、フェルマーに礼を言う。

「では、改めて、はじめます」

　プツン、とベリトが手に持つナイフが、腹部の皮膚に傷をつけ、そしてそのまま、つーっと体を覆う皮膚と肉を切り裂いた。

　不思議なことに、一滴の血すら零れなかった。これは、時魔法のせいなのだろうか？

　ベリトは、いきなり胃の腑や余計な内臓を傷つけないように、慎重に切開する深さを調整する。

　そして、幾度か、丁寧に肉を切り進めた後。

「閉じないように押さえて」

　ベリトの指示を受けた助手役が、切った腹部を金属のヘラのようなもので、両側から押さえた。

「胃の腑が見えたか」

　フィレモンの言葉に、私はそれが胃と呼ばれる臓物であることを認識する。

『災厄』との戦いに参加してきた私は、確かに、内臓まであらわになった怪我人を見たことはある。

　でも実際、ここまで綺麗な状態で内臓を見ることは初めてなのだ。

「……ッと。そういえば、特に食事制限もしていなかったから、食べたものが胃に残っていますね」

　胃を切開したベリトが眉間に皺を寄せる。邪魔なんだろうな。私からも、胃の中の状態があまり綺麗には見えなかった。

「手伝って。内容物を取り出す」

　新たに助手が加わり、手元をフェルマーに浄化してもらう。

　そして、金属製の器具で、胃の内容物を除去するのだった。

「……これで、中の状態が見やすくなった。……って、これか！」

　ベリトが、息を呑む。

　そこには、胃の壁とも言える場所に、まるで噛み付くようにも見えるように食い付いた、種があった。そして、胃に食らいつく短い根の他に、恐らく長いのであろうと思われる根も多数そこから伸びていた。

「これを、どう除去するか……」

　想定はしていたものの、その『喰らい付いて離れない』とでもいう様子に、除去方法を悩んでいるらしい。

　ベリトが軽くうめいていた。

「……これを植物だと見立てれば」

　皆が沈黙する中、フィレモンが口を開いた。

「この胃に喰らい付く小さな根は、体から栄養を奪っている可能性がある。そして、種にも成長を促す栄養素が含まれていると考えるのが、妥当な線だろう」

　そして、一度言葉を区切ってから、再び論じ始める。

「脳を目指して長く伸びる根は、栄養素を元に成長する枝だと考えれば、こちらは種と種を支える根を除去すれば、枯れるのではないか？」

「そうですね……。まずは、種とその付近の根を除去、そして、術後は【透視スキャン】能力者に経過観察をさせましょう」

　ベリトが一度止まった手術の方針を立てると、フェルマーが頷いた。

　結局、胃の壁に喰らい付く根を一本一本丁寧に抜き取り、長く伸びる根（枝？）は切断して種との繋がりを断ち切った。

　ハヤトの体と共に、フィレモンの時魔法の影響を受けているためか、その悪魔の種が抵抗を見せることもなく、除去作業はスムーズに進んだ。

　そうして、種を取り出し、取り出した種を破壊した。

　後は、切り開いた体を元に戻すだけだ。

「時魔法と回復魔法って干渉し合うのでしょうか？」

　そこで、フィレモンに顔をむけ、フェルマーが首を傾げた。

「時を止めていても、外的要因には影響を受けたはずですが……。試しに回復してくださいますか？」

　その言葉に頷いて、フェルマーがハヤトの腹部に手をかざす。

「ハイヒール」

　フェルマーの手のひらから光が溢れ出て、手術によってあらわになった体の内部が塞がっていき、最後には、手術前の状態に戻った。

「よかった。ときがとまったままでヒールできないと、いたいものね」

　私は、彼が痛みを感じることなく全てが終わったことに、ほっとした。

　そうして、残りの二人も同様に種の除去手術を施され、経過観察をすることとなったのだった。
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　無事、大きな問題もなく勇者達三人の手術は終わった。

　彼らは、魔王領からしたら、王を殺めようとした犯罪者なので、個別に牢に入れられた。

　そして、毎日ベリトと【透視スキャン】スキル持ちの助手による経過観察を受けた。

　そうして数日経ったある日、私は陛下の執務室へ来るようにと要請を受けたのだ。

　いつものようにマーリンに抱っこしてもらいながら、執務室へと赴く。

「リリスです」

「入れ」

　扉越しに、到着したことを告げると、陛下のいつもの言葉で入室を許可された。

　警備兵が扉を開けてくれて、私はマーリンと共に入室する。

　入室して、部屋を見回すと、陛下の他にアドラメレクとベリトがいた。

　そして、私は視線を執務机に座っている陛下に戻す。

「リリス。勇者達三名は、残りの根も体内で消滅し、快癒したそうだ」

　その報告に、私の頬が熱くなるのを感じる。

「じゃあ、あくまのおもわくは……！」

「そうですね、悪魔の思惑は潰え、彼らは無事。そして、魔族領も平和を維持出来るということでしょう」

　私と、その言葉を補うマーリンの言葉に、陛下が唇を弧の形に撓わせ、目を細めて頷いた。

「リリス。そして、ベリト。そしてご協力いただいた英霊エインヘリヤルの皆に、改めて礼を言う。禍いの種を未然に防いでくれて、ありがとう」

　陛下の口から、珍しく『ありがとう』だなんて言葉が出てくるから、私はびっくりして、キョトンとしてしまう。

「どうした？」

　陛下がそんな私の顔を見て、訝しげな表情をする。

「にゃ、にゃんでもないれしゅ！」

　私は、ブンブンと大きく横に首を振った。

「そうか？　まあいい」

「あの、へいか。おねがいごとがありゅのでしゅが」

「ん？　なんだ？」

　陛下が、アドラメレクと顔を見合わせる。

「ハヤトの……ゆうしゃが、かえれるように、てんそうじんを、つくらせたいのですが、よいでしょうか？」

　私の、「勇者返還のための転送陣を作って帰還させたい」という言葉に皆が驚いた。

　だって、勇者達は陛下を殺めようとやってきた、大罪人だ。

　それを「帰還させる」と言っているのだから。

「……リリス？　それはどういうことだ？」

　だって、勇者……ハヤトは、来たくてきたんじゃないと泣いていた。まあ、素行は悪かったものの、幸いにして死者までは出していない。結局、みな、怪我をしたりはしたものの、私達を筆頭に、ベルゼブブの配下の子達やテイマー達のフォローで回復しているのだ。

　私が助けた、フェンリルも、白蛇も、竜も。暇があれば経過を見に行っていたけれど、みな、回復状況は良好だ。

　私も、彼に刺されて重傷を負ったけれど、魔族のみんなのおかげで、今は幸せに暮らしている。

　だから、舌っ足らずな説明だったけれど、一生懸命そのことを私は訴えた。

　それに、これからも勇者が来る可能性はある。

　実家にいた頃の家庭教師との勉強程度だったけれど、確かにこの世界には、まだ違う大陸に国があると聞いている。ならば、その国が『勇者召喚』をしないとは言い切れないだろう。

「じゃあ、要するにだ」

　陛下が、まとめに入った。

「今後勇者が来ても、帰還転送陣を使ってポイっと返せるようにする。それはリリス、ベリト、お前達に命じる。それでいいか？」

「あいっ！」

　その言葉に、私はうれしさに胸が温かくなった。

「ベリト、しょうときまれば、さっしょく、かいはつでしゅ！」

「はい！」

　私達は意気揚々と陛下の執務室を後にした。

「やはり、あの子は心根の優しい子だ」

　そんなことを呟いて、私の後ろ姿を、アドラメレクが温かな眼差しで見つめていたことなど、気づきもせずに。
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　結局、勇者達三人は、小さな離島にあるという囚人用の鉱山に送られた。

　魔導研究所でその帰還転送陣を開発する間、真面目に働き、囚人達の監督者から見て、更生の見込みがあると認められれば、という条件付きではある。

　だが、ハヤトは故郷に帰してやるし、フォリンとマリアも、下女といった下働きからなら、魔族領で生きる術を与えてやろうという陛下の言葉もあって、辛い鉱山労働を真面目にこなしているのだという。

　そうして三年の年月が流れた。

　帰還転送陣は完成し、ハヤト達は真面目に労役を全うしたこともあり、ハヤトは帰還を許されることになった。

　そして、今日はその帰還日なのだ。

　ハヤト達三人と、私を含めた四天王、そして陛下、魔導研究所の研究員全員が、魔導研究所に設けられた帰還転送陣がある、地下室の一室に集まっていた。

「ご迷惑をおかけしました。そして、こんな俺に温情をかけていただき、本当にありがとうございます！」

　ガバッと頭を下げる三人組。

「いや、人間よりも力の優れた魔族でも過酷と言われる労働を、真面目にこなしたと報告が上がっているよ。君達も、よく頑張ったね」

　アドラメレクが、色眼鏡なしに彼らの努力を褒めると、三人は不意打ちだったのか、じわりと涙目になって、腕で目元を押さえていた。

　きっと、アドラメレクの言葉どおり、過酷な労働だったのだろう。

　それを三年もこなしていたら、思い出すことだってあるはずだ。

「みなさん、転送陣が起動しました！」

　ベリトが皆に声をかける。

　その言葉を合図に、名残を惜しむかのように、ハヤト達が握手を交わす。

　そして、ハヤトは私の正面にもやってきた。

「リリス。いや、リリス様。私はあなたにひどいことをしました。それなのに、こうして私に、元の世界に戻り正しい人生を歩み直す機会をくださいました。……本当に、ありがとうございます」

　そう言うと、彼は深々と頭を下げた。

「……こんどは、ちゃんと、まっとうに、いきなしゃい！」

　頭を下げたそのハヤトの頭を、奮起させる意味で、ペシっと叩いてやった。

「はい！」

　叩かれた部分を手で押さえながら顔を上げたハヤトは、憑き物が落ちたような顔で笑っていた。

　そうして、準備が整い、光を発する転送陣にハヤトが一歩足を踏み入れる。

　中央にたどり着くと、皆がいるほうへ振り返って、また深々と頭を下げた。

「……お世話に、なりました」

　その言葉を最後に、ハヤトは私達の世界から消えていったのだった。

「……ちゃんと、かえりたいところに、かえれたんでしゅかね？」

　作った装置には自信がある。

　けれど、その後の彼が心配になったのだ。

「……リリスちゃん。彼のことが心配？」

　そんな私に、かがみ込んだアドラメレクがそっと頭に手を載せながら、顔をのぞき込んできた。

「しょ、しょういうわけじゃ、ないでしゅけど……」

「けど？」

「でも、おかしなところに、とんだら、たいへん、かなぁって……」

　そう答えると、アドラメレクがくすりと笑った。

「だってさ、ベルゼブブ」

「ふん。……そのくらい、用意はしてある」

「えっ」

　私が顔を上げると、ベルゼブブが魔道具とおぼしき水晶玉を片手にかざして見せた。

「ハヤトには、肩に配下をつけて送った」

　そう言いながらベルゼブブが魔道具を起動させる。

　四角い箱のような建物が並ぶ不思議な町とおぼしき場所にいた。

　ハヤトは、その四角い建物の前に立っていた。そして、その建物をしばらく呆然と眺めてから、急に走り出す。階段を駆け上がりながら、ポケットを探って鍵らしきものを取り出すハヤト。

　ひとつの扉の前で立ち止まり、急いで鍵を差し込んで扉を開ける。

「母ちゃん！」

「隼はや人と！」

　彼の母親らしき女性と抱き合うハヤト。

「……大丈夫、みたいだね」

　頭に乗せられたままの手で、アドラメレクに撫でられた。

「……よかった、でしゅ」

　わたしは、アドラメレクからは、ぷい、とそっぽを向きながらも本音を漏らす。

「素直じゃないんだから」

　彼が、くすりと笑ったような気がした。
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　ある天気の良い日。

　私は気分を変えるために、もっと明るい色味の違うドレスに着替えたくなった。

　女の子だもの。そんな日だってある。そして、そのためにたくさんのドレスがあるのだ。

　そうして、クローゼットを開けたのだ。

　すると、中がひどいことになっていた。

　ドレスはハンガーから落ちてぐちゃぐちゃ。

　可愛らしく衣装がほどこされていた靴やバッグは、飾りにつけられたビーズや真珠が解けてしまっている。

　そんなそのクローゼットの中で、犯人（竜）と思しき一匹の子竜が、クローゼットの床部分の中央で丸くなって眠っているではないか！

　しかも、当人（竜）はなちょうちんを、シャボン玉のようにぷーぷーさせながら眠っている。

「ニーちゃ～～ん!!」

「はっ、はい！」

　私が激昂して叫ぶ。すると、はなちょうちんがパチンと割れて、ニーちゃんがガバッと飛び起きた。

「これ、ニーちゃんが、やったんれしゅか!?」

　しかも、どう考えても、何者かが粗相をしたとしか思えない、悪臭までするのだ！




　──どこの世界に、クローゼットで暴れて粗相までする竜がいるっていうのよ！

　閉じ込められた猫じゃあるまいし！




「しょこに、せいざ、しなしゃい！」

　私は彼と、クローゼット前の床を指差しして命じた。

　ニーちゃんは慌ててクローゼットの中から出ると、しゅんと項垂れて、ニーちゃんは正座（？）で大人しく床に座った。

　私は、クローゼットのあまりの惨状に怒り心頭に発していた。

「ででで、でも、リリス様が僕を今朝着替えの時にここに閉じ込めたまま、行ってしまったからじゃないですか～！　私は、真っ暗だし、火を吹いて脱出するのもさすがにまずいだろうし……えっと用も足せずにどうしようもなくて……」

　そう言って、泣き出しそうな顔をする。目までうるみだした。

「中からドンドン扉を叩いても、リリス様の名前を呼んでも出してもらえなくて……。恥ずかしいことはしちゃうし、悲しいしで……。つい……」

　色々と感情が抑えきれずに暴れてしまったと、ニーちゃんは白状した。




　──あれ？　そうだったっけ？




　今朝のことを、よーく思い返してみる。

　朝、ニーちゃんがいつも寝ているカゴの中からモゾモゾと起き出してきて、私の横にいたのは目に映った。

　そうして、私はアリアが開けたクローゼットの中から、一番のお気に入りの黒に赤の差し色の入ったドレスを選んだ。

　靴は艶やかなエナメルの黒。もちろん、ドレスに合わせるために赤のリボン付き。

　そうして機嫌よく私は扉を勢いよく閉めて。

　アリアにそのドレスと靴を着付けてもらって、髪の毛をいつものツインテールに結ってもらった。

　私はご機嫌で仕上がった私の姿を見て。

　そして、陛下がお呼びだったから、アリアと共に部屋を出たのだ。

　うん、あのあと今の今まで部屋に戻ってもいないし、この部屋に戻ってきてからもニーちゃんを見かけていない。




　──そっか。あの時、閉じ込めちゃったのか。




「わたちが、とびらをしめたとき、まだ、いたんでしゅね？」

「そうですよ～。私だって、流石に恥ずかしかったんですからね！　古竜ニーズヘッグなるもの、その、あの……お漏らしなど、矜持にかけてもやりたくもありませんでしたよ！」

　今度はニーちゃんがぷんぷんと怒るそぶりを見せた。

　いやでも、どうしようもない生理現象を我慢出来ないのは仕方ないとして、ここまでドレスや靴をダメにするほど暴れないでくれてもいいと思うんだけど。

　思わずそれを口にすると、「私の気持ちをわかってください！」と怒られてしまった。

　まあ、流石に……本当は立派な古竜ニーズヘッグが、クローゼットに閉じ込められて、お漏らし……。そりゃぁ恥ずかしくもなるし、やけにもやるのかも……。

　うん、矜持って言っているしなあ。

　今は子竜の姿になって生活してもらっているとはいえ、元は偉大な古竜なのだ。

　その彼がお漏らしなど、前代未聞、一生一代の恥だろう。

「それにしても、どーしゅんのよ。せっかく、さいしょに、アドラメレクにそろえて、もりゃったのに！」

　私は頭を抱えた。

「知りませんよ」

　ぷんぷんと怒ったままのニーちゃんは、お説教など終了とばかりに立ち上がる、そして、パタパタと小さな翼で飛んで彼のお気に入りのカゴまで辿り着き、潜り込んで寝出してしまった。




　──ん～。これどうしよう。




　これらは全て、私を魔族にするときに、手違いで幼女にしてしまった詫びとして、アドラメレクが一式あつらえてくれたものだったのである。

　ちなみにアドラメレクは、魔族の中で四天王かつ宰相である。その上、その美意識の高さから『魔王陛下の衣装係』（自称）を担っているのである。

　この、ダメになってしまったものを、自分であつらえようとしても……。




　──お金はあるんだけど……。




　私は魔族四天王にして魔王軍の将軍。相応の給金はある。

　そして、主に女性が費やすという衣類や身を飾るものは、全てアドラメレクによって揃えてもらってあった。だから、その給金は、財務課が兼務している預金口座にまんま溜め込まれている状態だ。




　──でも、同じレベルのものを自分で揃えられる気がしない。




　うん、お金の問題ではない。

　仮にデザイナーやお針子達を呼んだとしても、アドラメレクほどのあのセンスのある品に仕上がる気がしないのだ。

「どうちよう」

　カゴに眠るニーちゃんの頭をよしよしと撫でて宥めつつ、私は悩む。

　まずは、この状態の始末は私付きの侍女のアリアに頼むとして……。

「まずは、これをなんとかしなきゃ、でしゅね」

　うん、と私は頷いて、呼び鈴を鳴らす。

　すると、しばらくしてアリアが部屋の扉をノックした。

「お呼びですか？」

「はいって。おそうじを、おねがいしたいのでしゅ」

「失礼します……って、ええっ！」

　入室してクローゼットを確認したアリアも思わず声を上げる。

「これはひどいですねえ……片付けるというより、処分しないといけないものばかりです……。まぁ、元のように戻せるものは、他の侍女の手も借りてなんとか仕上げ直しますけれど……」

　どうしたものかと、思案げに眉の間に皺を寄せていた。

「これはアドラメレク様に、お詫びの印としてデザインしていただいたものばかりですからねえ。あの方は魔族でも随一のセンスをお持ちのお方。あの方のお力を借りないわけには、元に戻すなんて……」

「かりりゅなんて、イヤよ！」

　そう。

　私は、私を幼女たらしめた彼をその姿になぞらえて、「孔雀」と呼ぶほどだ。

「そうは言ってもリリス様。そうおっしゃるのでしたら、やはり揃うものは一級品とはいえ、まあそれなりにどこかにあるような発想のデザインのものにしかならないかと……。アドラメレク様に協力をお願いしてみてはいかがですか？」

「え～」

　アリアの言葉に思わず不満が口をつく。

「もう。リリス様。アドラメレク様は、リリス様のお衣装をあつらえてくださっただけでないじゃないですか。何かと騒動を起こす、リリス様のその尻拭いや帳尻合わせをするのはいつもあの方なんですよ？　それに、彼はとても優しく紳士らしくレディとして扱ってくださるじゃないですか」

「それは、わたちに、おいめがありゅから……」

　言い訳しようとした私の言葉を制するように、アリアがアドラメレクの陰ながらの尽力を述べ始めた。

「リリス様。そのニーズヘッグの騒動の時を収めたのはアドラメレク様です。魔族領とご実家との間の国交樹立の草案をまとめたのもあの方。それからリリス様が魔王陛下を倒してしまわれたときも……」

「わーかったわよ」

　ぷぅ、と頬を膨らませながら、私はアリアを止めた。

　そう、わかってはいるのだ。

　彼は優しい。そして賢く政治的手腕だってある。

　そして、私を誤って幼女にしてしまった負い目だけで優しくしてくれるのではないことも、さすがにこれだけ付き合ってくれば自然とわかるものだ。

　彼は優しい。

「仕方がないな」っていつも私の尻拭いをしてくれるのは他ならぬ彼だ。

　だって、陛下は全て彼に丸投げしてしまうし、ベルゼブブは雲隠れ。アスタロトは、まぁ……お義母かあさまだからってわけでもなく、元々私には甘く優しいけれど。




　──だからって、孔雀アドラメレクに「お願い」って言うのも、癪なのよね……。




　うん。

　私の天邪鬼が発動した。




　──何か、お願いをする以外の、いい方法はないかしら？




　トコトコとソファに歩いて行って腰を下ろし、私は「うーん」と考える。

　あ。

　あれだ！

　私は、以前やった手を思い出したのである。

　私は荒らされたクローゼットの中から、あるものを見つけ出して握りしめる。

「リリス様!?」

　そして駆け出して部屋を後にする私の背中を、アリアは呆然としたまま見送る。そして、ハッとしたように、自分の役目を思い出して私のあとを追いかけるのだった。
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　ペシッ。

　私は手袋をアドラメレクに投げつけた。

「手袋を投げたりしてどうしたの？　リリスちゃん。手袋が落ちちゃったじゃないか」

　アドラメレクの胸に叩きつけられた手袋は、地面に落ち、それを彼はかがみ込んで拾ってくれた。

「ふふ。ひろいまちたね……」

　私は口の片端を上げてニヤリと笑う。

「え？　だって、手袋が落ちたから……って、あっ！」

　そう、思い出したのだろう。私が陛下に決闘を申し込んだ、あの時の手口を。

　この決闘の申し込みって文化は、どうも人間貴族特有のものらしいのよね。だから、彼らはついうっかり私の手にはまってくれるのだ。

「ちょっと待ってリリスちゃん！　私は何も、陛下の時のように何か君を怒らせるようなことは、最近していないはずじゃ……？」

　私の顔と手袋を交互に見比べながら、アドラメレクは謂れのない決闘の申し込みに困惑している。




　──まあ、確かに何も理由はないわよね。……彼には。




　でも私にはあるのだ。

　私は、彼に自由にドレスや小物類を取り揃えてもらえる権利が欲しい！　彼を自由に使いたいのだ！（我儘ひどい）

「でも、あなたは、てぶくろを、ひろいまちた。へーかと、おなじ。けっとうでちゅ！」

　ビシッと私はアドラメレクを人差し指で指差した。

「リリスちゃん、それは人間の世界のルールだろう？　なんで私とリリスちゃんが決闘をしなくちゃいけないんだい？」

　アドラメレクは嫌そうだ。目に見えて眉尻が下がっている。

　そして、さらに彼の説得は続く。

「それに私は女の子に手をあげる趣味はないし、まして君のことは、最初は人間と魔族という差があったとはいえ、今は同じ四天王の仲間だと思っているよ？　そんな君と決闘するなんて理由は……」

　なんとか私を思い留まらせようとするアドラメレクの言葉を私は途中で制した。

「わたちには、りゆうが、あるんでちゅ」

　その言葉を聞いて、アドラメレクが眉根を寄せる。

「え？　最初はともかく、最近何か君にひどいことなんて……」

「……あれ？　わたちにまけりゅのが、こわいんでしゅか？」

「え？」

「おとことしての、きょうじ矜持は、ないんでしゅか？」

「……っ！」

　私に煽られたアドラメレクが、片眉を上げて口の端を上げる。

「ふうん？　私を煽るんだ。……何が望み？　前回の陛下の件の時に調べたけど、人間の世界でいう決闘というものは、決闘を申し込んだほう、申し込まれたほう共に、勝者が敗者に何かを要求出来るんだよね？」

「しょーれしゅ、けど？」

　私は、アドラメレクの問いかけに頷いた。

「じゃあ、私がリリスちゃんに勝ったら、私はリリスちゃんに対して一つ願いを聞いてもらえるんだよね？」

　そう言って、くすりと妖艶に笑う。

　なんだろう。いいことを思いついたとでもいうように、急に決闘に前向きになったアドラメレクに、何か嫌な予感がしてゾクッとした。

「ええと……。たしかに、しょうれしゅ、けど……」

　なんとなく、今更ながらに、何か大変な間違いを犯してしまったような気がして、私は後退りをする。

　そんな私を見下ろしながら、アドラメレクはくすくすと笑う。そして、拾った手袋をひらひらとこれみよがしに見せつけるのだ。

「ちょうどいい。じゃあ決闘は成立だ。うん、私が勝ったらリリスちゃんに一つお願いごとをしよう。うん、それがいい」

　アドラメレクが楽しそうに笑いながら、キザったらしくアドラメレクが手袋にキスをした。




　──もしかして、ヤバいの相手にしちゃったんじゃ……。




　アドラメレクの余裕綽々な様子に、私は嫌な予感しかしない。

　ちょっと状況を甘くみすぎていたかもしれない。そして、自分の力も過信しすぎていたかも……。

　私はアドラメレクが戦闘をする姿を見たことがない。けれど彼だって宰相というだけではなく四天王なのだ。相応の能力だってあるだろう。それを知らずに、決闘を申し込んでしまったことに、自分の浅薄さを悔いていたその時。

「ああ、そうだ」

　私が逡巡していると、アドラメレクが釘を刺すようにトドメの言葉を発した。

「陛下の時と同じ。これは一対一の決闘だよ。英霊エインヘリヤルを喚ぶのはなしだからね？　うさぎちゃん達もいるし、いいでしょう？」

　目が細められ、赤い唇がたおやかに弧を描く。アドラメレクが笑っていた。

「……まあ、しかた、ないれしゅ」

　確かに決闘は一対一で行うもの。代理決闘などもあるけれど、そんなものに頼っては四天王として恥というものだろう。

「……も、もちろん、いったいいち。しょれで、いきましゅ」

「そうこなくっちゃ」

　当初の思惑とは打って変わって、なんだか冷や汗が流れそうな心持ちで答える私。それに対して、アドラメレクは余裕綽々、むしろ楽しそうですらある。

「そうだ、リリスちゃん。互いの望む条件は先に公開しないっていうのはどうかな？　そのほうが、スリルがあって楽しいだろう？」

　弧を描く赤い唇は、非常に愉快そうである。

　なんだか、ますます嫌な予感しかしないけど……。

　私にだって矜持ってものがある。

　引き下がれないよね。

「なら、しょれはヒミツで」

「了解。楽しみにしているよ。リリス姫。決闘は明日の午後。場所は、魔王陛下と決闘した例の訓練場。それでいいかな？」

「わっ、わかりまちた……」

　そうして私達は、決闘することに決まったのだった。
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　そうして決闘当日。

　私は日の聖杖を持ち。そして、アドラメレクは先端に七色に輝く石が飾られた魔法の杖マジックロッドを持って。私達二人は訓練場の中央で対峙していた。

「準備はいいかな？　リリスちゃん」

　アドラメレクは、私に余裕ありげに微笑みかけて、先端の宝石に口づけをする。

　全く、憎たらしいくらいにキザったらしいったら！

「そっちこそ！　わたちの、うさぎたんたちに、めためたにされるじゅんびは、できまちたか！」

　私は手に握りしめた日の聖杖の先端をアドラメレクに向ける。

　今は昼。

　この日の聖杖は、日の光が有効な時間帯に限り、私に無限に魔力を提供してくれる。ならば、アドラメレクに一発で負けるという事態にならない限り、私のほうが有利に違いない。

　私が永遠に、うさぎの魔導人形マジカルドール達に魔力を提供し続ければ、永遠にアドラメレクに魔法を撃ち続けられるのだから。

　観覧席には、陛下を筆頭にして私達以外の四天王二人が見守っている。

　そして、不測の事態に備えて、私が英霊エインヘリヤルを喚んでいる。回復担当にフェルマー、そして、障壁や多彩な魔法を行使出来るマーリンの二人だ。

「まあ、私の回復魔法を使うとすれば、お相手のほうにですわよね」

「ああ。マスターは魔法威力が尋常でない上に、昼間の今の時間ならば魔力は底なし。それが魔導人形マジカルドールのうさぎ七体に引き継がれる。……勝利以外あり得ないでしょう」

　互いの言葉に頷き合う英霊エインヘリヤル二人。

「……ですが、ならばなぜあの方は決闘をお受けになったのでしょう？　それに、なんだか楽しそうにすら見えて、不思議な気がしますわ」

「確かに……。そういえば、あの方だけは、今まで一度も戦闘の場に立ったことはなかったような……」

　マーリンが眉根を寄せる。

「何か策でもお持ちなのでしょうか……心配ですわ」

　そうして私の身を案じてくれながらも、彼らには何も出来ずに、ただ事が始まるのを待つのだった。

　さらに、一般観覧席には、兵士達、魔導研究所の所員達でひしめき合っていた。
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「両者、準備はよろしいか！」

　向かい合う私達の間に立っている審判役の騎士団長が私達に尋ねた。

「もちろんでしゅ！」

　ぐっと気合を入れる私。

「いつでもどうぞ」

　それとは対照的に、悠然と微笑んで答えるアドラメレク。

「では……、始め！」

　騎士団長は片手を上から下へ振り下ろして、すぐさまバックステップで私達から距離を取った。

「サモン、うさぎたん！」

　私が喚ぶと、七体のうさぎのぬいぐるみが姿を現し、私の周りに浮遊する。

「多重魔法障壁マルチプルマジカルプロテクト、多重物理障壁マルチプルフィジカルプロテクト」

　スラスラと防御魔法を幾重にも展開するアドラメレク。その障壁は幾重とも知れず、何色とも定まらない七色に色を変化し続ける。

「な……っ！」

　陛下以外の観覧者全員が瞠目し、余計な言葉も出ない。

　英霊エインヘリヤル二人も、それを呆然と見つめていた。

「……マーリン様。あなた、あれ……」

「あんなもの出来るはずないでしょう。いえ、あんな魔法の存在、見たことも聞いたこともない……！」

　そうして、二人はそんな彼に対峙している私を心配して目線を私に移す。

　でも、私はそんなものに負ける気はない。




　──数で来るなら、数で潰す！




「しょんなもの……！　わたちの、うさぎたんたちには、かないまちぇん！」

　すうっと私は息を吸う。そして叫んだ。

「やっちゃえ、うさぎたんー！」

　私が号令を出すと、うさぎ達の目が光り、彼らの両手が前に差し出され、アドラメレクに向けられる。そして、両手からそれぞれの属性の魔法を撃ち出した。




　ドオォ────ン！




　うさぎ達によって発せられた魔法と、障壁とがぶつかり合い、練習場に怒号が響き渡る。

　立ち込める煙が私とアドラメレクを巻き込んでいて、観覧席の者達からは結果の判断もつかない状態だ。

「……やった……？」

　私は、薄れていく煙の中の結果を、目を細めて確認しようとする。




　──え！




「残念でした～」

　にっこり笑ってそこに立っているのは、無傷のアドラメレク、その人だった。

　彼を取り巻く七色の障壁に変わりはなく、また、彼の白いスーツも孔雀の羽も、髪の毛の先一本さえ乱れてはいなかった。

「私はね、リリスちゃん」

　艶然と笑って一歩私のほうへ近づいてくる彼に、思わず私は後ずさる。

「私は、魔王軍四天王だ。その役割はね、魔王陛下の最強の盾なんだよ」

「な……！」

　初めて知った。彼の言葉に、私は目を見開く。

　アドラメレクは、あくまで智将なのだと。魔法を含めた武力をもってなどいないと、私は勝手に侮っていたのだ。

「だからね、リリスちゃん」

「……」

　このあと彼がどう出てくるのかわからず、私は彼を睨め付け身構える。

「君ですら、私の多重障壁マルチプルプロテクトは崩せないんだよ」

「……っ！　しょんなわけ、ありましぇん！　まだまだ、やっちゃえ、うさぎたん!!　やっちゃえ！　やっちゃえ！」

　私は何度も何度も命令を繰り返す。その度に、練習場が煙で視界がきかなくなる。

「ねえ、リリスちゃ～ん。もう引き分けってことで、矛をおさめないかい？」

　相変わらず私の攻撃は功を得ていないらしい。

「いい加減にしないと、練習場自体が破壊されてしまうよ？」

　余裕のある大人然とした声が、私を宥めにかかる。

「……しょんなに、よゆうなら！」

「うん？」

「なんで、わたちを、こうげきして、こないんでしゅか！」

　そう言いながらも、私はうさぎ達に魔法を撃たせ続けている。

「……そりゃあだってねえ。君のように可愛らしいお嬢さんに怪我なんてさせられないし？」

「しょんな、なさけは、いりまちぇん！」

　煙幕の向こうから盛大なため息が聞こえる。

「……情けじゃなくてねえ……」

「なんれちゅか！」

「攻撃は出来ないんだよ」

「……ふえ？」

　驚きで変な声が出た。そして、私の命令する手が止まる。すると、うさぎ達の攻撃の手も止み、練習場を覆っていた煙幕も薄らいでくる。

　その薄くなった煙幕の向こうに、アドラメレクが相変わらず無傷で立っていた。

「私の役目は最強の盾。だから、攻撃魔法は持ち合わせてもいないし、大した剣の練習もしていない。……そーゆーコト」

　パチン、とウインクをされた。

　私は唖然として目をぱちくりさせたままだ。

「じゃあ、この、けっとうって……」

「延々終わらないと思うよ？」

「……」

　がく、っと私は項垂れた。

「じゃぁ、なんでしゅか」

「うん」

「この、けっとうは、はじめから、いみがなかったと」

「そういうことになるね」

　がっくり項垂れ、ついに、両手両膝を地面について突っ伏した私に対して、頭上から微笑みかけるアドラメレク。




　──悔しい、悔しい、悔しい！




　結局孔雀アドラメレクの手の中で踊らされていただけじゃない！

　私は、姿勢はそのまま、顔を上げて、キッとアドラメレクを睨め付ける。

　そして。

「うわあぁぁぁぁぁん！」

　私は練習場の中央、大観衆の前で大泣きした。

（十五歳の内面はどこに？）

「……全く、もう。仕方がない子だね」

　その言葉とは裏腹に、優しげな声が頭上から注がれる。そして、ふわりと抱き上げられた。

「仮にも、魔王陛下直下の四天王の一人でしょう。そんなに大衆の面前で大泣きしない」

　私を片手で抱き上げながら、空いた手で自分のポケットチーフをサッと取り出し、絹の質感のそれで、私の濡れた目元や頬を拭ってくれた。

「孔雀アドラメレク……」

　ヒックヒックとまだしゃくりあげるものが収まらない中、私は彼の腕の中で彼を見上げた。その顔は穏やかで優しくて、仕方のない子供をあやすような微笑みを湛えている。

「……その、孔雀はそろそろやめてくれないかなあ？　一応、君に倒されるほどの存在ではなかったわけだし？」

　アドラメレクが、つん、と私のおでこを指先で優しくつつく。

「……さて、お姫様。どこで落とし所をつけましょうか？」

「……おとしどころ？」

　私の一度荒ぶった感情を徐々に沈めていこうとでも言うように、アドラメレクは私の背を優しくゆっくりとさする。

「そう。落とし所。この勝負は、勝敗をつけられない。そうだね、引き分けと言っていいだろう。リリスちゃんがいくら攻撃をしても私を傷つけられないし、私はそう有効な攻撃手段は持ち合わせていないからね」

「……ひき、わけ。じゃあ、わたしの、のぞみは、かなわないの？」

　ようやく落ち着いてきた私は、まっすぐにアドラメレクを見て、首を傾げて問いかけた。

「その様子だと、リリス姫には、私に対して何か望みがあったのかい？」

　そうして私はアドラメレクに顔を覗き込まれた。エメラルドの長いまつげに彩られた、サファイアのその瞳の中に、私の顔が映し出される。

「……んとね。あのでしゅね」

「うん」

「ニーちゃんがね、クローゼットをぐちゃぐちゃにしちゃって、でしゅね」

「それは大変だ」

「それで……、あなたに、あつらえてもりゃったドレスとかも、ダメになっちゃって……」

「うん」

「……でも、アドリャメレクいがいに、まえとおなじドレスを、つくりぇるひとも、いないとおもって……」

　自身の名前を噛んでいる私に、くすりと笑いながらも、彼は穏やかな声で「それで？」と先を促してくれた。

「おねがいしゅりゅのも、しづらくて、……けっとうを、おもい、ついたんでしゅ……」

　そこまで聞き終えると、アドラメレクはぷっと吹き出して笑った。

「なんだ、そんなこと。可愛い姫のためだったら、そんな可愛いお願いくらい聞いてあげたのに」

「ふえ？」

　予想もしなかった彼の反応に、私は、変な声が出る。

　いや、予想……ではなく、自分が意固地になっていただけだったのだろう。

「ならば、その対価に、僕の花嫁にでもなるかい？　そうしたら、永遠とわに君を、私の愛らしい幼妻としてコーディネイトして、プロデュースしてあげよう。そうだ、引き分けなんだから、互いの望みを叶え合うというのもいいじゃないか」

「え！　はなよめ!?」

「「な！」」

　私は驚いて彼の言葉を復唱する。フェルマーとマーリンは、「何を言うか」と言わんばかりに、めくじらを立てている。

「アドラメレク！　貴様、幼くなったマスターをそんな目で見ていたのか！」

　マーリンが激怒で顔を真っ赤にして怒鳴っている。

「違います。そんなんじゃありません。……全く。私をまるで幼女趣味ロリコンか何かのように言わないでいただきたい。大体、こんな小さな体に無体なことを要求する気もない」

　アドラメレクが、マーリンの言葉に興を削がれたとばかりにため息をついて首を横に振る。それから、再び言葉を続けた。

「あくまで、これからの人生を共に過ごす、パートナーとなっていただけないかという申し出ですよ。大体彼女は本来十五歳。結婚を申し込まれてもおかしくはない年齢。そして、その判断も出来る精神年齢のはずです」

　アドラメレクはそう告げて、また私のほうに顔を戻して、蕩けるような笑顔を見せる。

「正装用のドレスも、普段使いのドレスも。靴もリボンもアクセサリーも。君の周りを飾る愛らしいぬいぐるみ達や、キラキラのガラスや宝石や真珠であしらった帽子や靴も。甘くとろけるチョコレートも色とりどりのマカロンも。君の欲しいものはなんでも取り揃えよう」

　そう言うと、アドラメレクは言葉を区切って、私を抱く手とは反対の手で、私の小さな手を掬い取る。

「全てを君のために用意しよう。そして誰よりも君を大切にすると誓おう」

　私のすぐ至近距離まで顔を近づけられた。

「……私の花嫁にならないかい？　リリス姫」

　そして、囁くように告げる。

　そのあとに、アドラメレクは顔を伏せたかと思うと、私の手の指先にキスをした。

「え……！」

「私じゃ、役不足かな？　それとも、孔雀だから不服かい？」

　顔を上げたアドラメレクがくすりと笑って私に尋ねる。その顔には蕩けるような笑みが浮かんでいて、元々は十五歳の少女だった私には、少々刺激が強すぎた。

　頬が熱くなるのを感じる。

「え……？　だって、あたち、このからだ、でしゅよ？」

　戸惑いながらアドラメレク。

「うん。そうしてしまったのは私だね」

「その、おいめからなら、そんな、あわれみは……」

　贖罪や、哀れみならいらないと、そう言おう、そう思ったのだけれど。

「違うよ。君自身が好きなんだ。君という人の在り様が私は好きなんだよ」

「え……」

　アドラメレクに即座に否定される。

　なんだかもう、頬を通り越して耳朶まで熱い。

　それに、なんで、どうして、こんなに心臓がうるさいの？

　だって、目の前にいるのは、あの孔雀アドラメレクでしょう？




　キザったらしくて、派手好きで、口達者で。

　格好良くて、センスが良くて、賢くて。




「わたちじゃ、およめしゃん、なれまちぇん……」

　私は瞼を伏せて首を横に振る。

「なぜ？」

　彼が問う。

「わたちは、このからだ。おんなとして……やくに、たちまちぇん」

　十五歳の私ならいざ知らず、今の私の体は四歳。到底女として彼を喜ばすことは出来ないだろう。

　私達の世界では十五歳は成人。しかもハヤト達の関係を知っていたから、そういう関係にはそういうことも含まれることは知っている。経験も興味もなかったにせよ、知識としては知っていたのだ。

　そして、それが出来ない幼い体になったことで、永遠に私は子供で、少女が一度は夢見る『結婚』、真っ白いドレスを身にまとって、花びらのシャワーを浴びる日は永遠に来ないのだと、そう思っていた。

　いや、むしろ無意識に考えないようにしていたのに！

「ありえもちないこと！　ひとに、きたいだけさせるようなこと、ゆわないで、くだしゃい！」

「なぁんだ、そんなこと……って、あれ？　期待してくれるの？」

　そう言って私が怒りにかまけて片足で蹴ったのにもかかわらず、彼には全く通じなかった。

「ねえ、リリスちゃん」

　私の名を呼んでアドラメレクが笑う。

「……まるでそれじゃ、その条件さえクリアすれば、相手が私と結婚をしてくれると、人生を共にするパートナーになってくれる可能性があるのかと、私も期待しちゃうよ？」

「しょ、しょれは……」

　どうなんだろう？

　今まで私は、最初のあの事件があったから、孔雀と呼んで彼を足蹴に、そして毛嫌いしてきたはずだ。

　してきたはずよね？

　それが揺らいでくる。

　心から嫌いだったわけではない。でも、少女としての、十五歳として享受出来るものを彼によって奪われた。そう思い込んでいたから。そうとでも思えばいいと、半ばその的にしてきたから。

　だから、孔雀、だった。

　舌ったらずで、歩みも遅く、手先も細く小さく不自由な体。

　そして、この小さな体は薬で得たもの。この先成長することもないのだろう。ならば、本来私がもしかして得られた女としての幸福は得られないのだろうと。

　そのもどかしさを全て彼に八つ当たりしてきた。そして甘えてきたのだろう、多分。

「……きゅう、しゅぎて、わかりまちぇん」

　そんな相手からの、いきなりの求婚プロポーズに、私はどう答えていいのかわからなくなってしまった。今までの感情や想い、行動すら、整理がつかない。

　ああでも、思い返してみれば、一緒に庭園のバラの園を抜けた先の東屋で休んだとき。そう、あのとき、意外にも二人の間には穏やかなときが流れていたような気もしてくる。

「急がなくていいですよ」

　しばらく逡巡していた私がやっと言葉にする。すると、よしよし、とアドラメレクが私の頭を撫でてくれた。大人の男性の、大きな手で。私の今の手とも、十五歳のときのものとも違う、節くれだって長い指と、温かな男性の手で。




　──なんだろう。あれは、本当に嫌いだったのか、そう言って甘えていただけだったのか。




　自分でもよくわからなくなってきてしまった。

　幼女の姿になってしまった怒りをぶつける先が、都合良く彼で。その彼は、常に優しく、それを受け止めてくれるから。

「……しゅきか、きらいかも、……わからなく、なりまちた」

　私は、俯いて呟いた。

「……落ち着いて。ああ、でも、リリス姫のワードローブの問題はなんとかしないといけませんね」

「……え？」

　私は、再び顔を上げて、キョトンとしてしまう。

　だって、彼の要求に私はまだ答えてすらいない。

　それなのに？

「元通り以上に整えて差し上げよう。それが、求婚相手に対する男の実力の見せ所というものでしょうからね」

　そう言って、アドラメレクはパチンとウインクをして見せる。

「君のサイズは知っている。だから、出来次第毎日贈り物を送り続けよう。それこそ私が君を得るに値する男かどうか見極めてもらうためのプレゼンだ」

　そして、ただ、額の前髪の上からそっと触れるだけの口づけを、私は彼から受けたのだった。
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　そうして、私はマーリンに抱っこされて自室に戻ってきた。

　フェルマーとアリアも一緒だ。

　一緒に、帰ってきて、私の部屋のソファに私を座らせてくれてから、彼らも同席していた。私を中心にして、両隣にマーリンとフェルマー。向かい合う側にアリアが座っている。

「全くあの男ときたら！　マスターと結婚だと!?　英霊エインヘリヤル全てが黙っているものか！」

「「……」」

　激昂するマーリンと対照的に、フェルマーとアリアの二人は沈黙していた。

「……なぜ黙っている」

　マーリンは怒りのあまりか、いつもとはうって変わって口調がきつい。

「リリス様のお体は、おそらく、このままご成長はなさらないでしょう。あの、魔族になる薬に含まれていた年齢の調整成分はかなり強力なものでして……。お体にも負担がかかりますので、二度も飲めるものではないのです。……ですから……」

「……わたちは、このままと、いうことでちゅよね」

「マスター……」

「リリス様……」

　私がアリアの説明に、私は私の身の現実を呟く。すると、フェルマーとアリアが気遣わしげに私を見た。

「……少し、話は変わるのですが」

　そして、フェルマーは、なぜか突然話題を変える。

「私は、十二歳の年で、当時私が生まれた国の教会の、一介のシスターになるよう親に命じられました。そして、その宗教の戒律では、神に仕える者は、清らかではなくてはならないと、そして女の身で神に仕える者は、神の花嫁であれと定められていたのです」

　フェルマーがふと何かを思い出すかのように視線をどこともなく逸らして、そして、悲しげな笑みを浮かべる。

「私ね、互いに将来を約束していた方がいたんです。……互い以外の誰にも秘密でしたけれどね」

「えっ！」

　私は、その告白に驚いたあまり、自分の身に降り掛かった問題を一瞬忘れて、大きな声を上げた。

「……大聖女フェルマーには、そんな感情は無縁と、お思いでしたか？」

　フェルマーは、苦い感情や悲しみがないまぜにでもなったような、そんな複雑な微笑みを浮かべて私に語った。

「だから、教会から認定を受けて、その想いも胸に秘めて、ただただ神に仕えました。……後で知った話です。私が想っていた方は、私より先に神の身元へゆかれたのですが……そのときに聞いたのです。彼も、私を想って一生独身を貫いてくれたということを。そして知ったのです。『私だけが想っていた』のではなく、『離れていても共に思い合っていた』のだと」

　ぽつり、ぽつりとフェルマーは「大聖女」ではなかった頃の身の上を語った。

「私達は、遠く離れていても、男女のそういった関係をなくしても……心と心の上では、きっと夫婦……いいえ、共に想いを分かち合う、恋人パートナーであったのだと……」

　そこまで語ると、一転してフェルマーの表情が明るいものになる。

「恋や、愛や、結婚というものは、何も必ずしも情欲を伴ったり、子を設けたりする目的のものでなくともよいと思うのです。それは、あってもいいし、なくてもいい。それは、その二人が幸福であれる関係性であればよいと……私は思うのです」

「フェルマー……」

　私は、彼女の言葉の深さに、彼女の名を呼ぶことでしか応えることが出来なかった。

「ねえ、マスター」

「あい」

「一人で生きていくということは、寂しさを伴います。もちろん、それを知った上であえてその生き方を選ぶ方もいるでしょう。でもね、マスター。想い合う、そして、互いを大切にし合える相手がいる人生とは、とても幸福なものなのですよ」

「フェルマー……」

「もちろん、このお話は、マスターがアドラメレクをどう思っているかが大前提です」

「……うん」

「でも、もし彼を好ましく思えるのであれば、手放さないで欲しいのです。……共にある者がいる。苦楽をともにし、笑い、泣き。それを共有出来る相手というのは、そう簡単に得られるものではないのですから。……そういう人は、決して手放してはなりませんよ」

　最後には、泣きそうな顔になって告げるフェルマーに、私は思わずしがみついた。

「……ありがとう、フェルマー。きちんと、かんがえて、みましゅ」

「……はい」

　そうして、彼女は私が命じることもなく還っていったのだった。マーリンも、もう怒りの表情はなくなって、彼女と共に還っていった。

　そうして、私とアリアだけが部屋に残されたのだった。
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　そうして、私自身は回答を出せないまま、日々が過ぎていった。

　アドラメレクからは、彼が宣言したとおり、だめになってしまったドレスや装飾品、小物類に替わる品が贈られてくる。

　私はそれを前に、どうしたらいいものか途方に暮れていた。




　──私はこんなにしてくれる彼に、どう答えたらいいんだろう。




　好きなのか、そうじゃないのか。

　共に生きたいのか、そうじゃないのか。

　その答えを私はなかなか出せないでいた。




　そうしてある日、かわいらしい花の意匠のブローチが贈られてきた。

　小さなダイヤモンドを円形に配置して、その上にエナメルで色づけされたパンジーが載せられたブローチだ。

「……アリア」

「リリス様。パンジーの花言葉をご存じで？」

　私はそういうことには疎いので、首を横に振った。

「……『私を想って』ですよ」

「……そういういみが、こもっているの、かしら？」

　じっと私はそのブローチを見つめた後、アリアに答えを求めるように視線を向けた。

　けれど、彼女は柔らかに微笑むだけで、明確な答えは返してくれなかった。




　そしてまた別の日。

　今度はアドラメレクの髪色のエメラルド色の石でハート型の南京錠をかたどったネックレスだった。そして、そのハートには、私の髪色のピンクのトルマリンをあしらった鍵が添えられている。

「ねえ、アリア……これは？」

「この意匠は、『私のハートの鍵をあなたが握っている』というメッセージでしょうね。ハートはアドラメレク様の御お髪ぐし、鍵はリリス様の御髪のお色ですね」

　そう言って、微笑ましいものでも見守るように返されたのだった。




　そしてそれからも日々、次々とアクセサリーやら小物やら花束が送られてきた。洋服に飾られる、薄い紗さ々しゃで出来たリボンで作った花でメッセージを贈るなんて、粋なものまである。

　チューリップ、誠実な愛や思いやり。

　カーネーション、真実の愛情。

　マーガレット、忠実な愛情。

　星、希望や願いの成就を願う意匠。




　そうしてある日、大きな花束と共に、それが贈られてきたのだ。

　それは真っ白いデイジー。

　丸い色石を飾った土台の上に、ダイヤモンドでできたデイジー。それは、ペンダントや髪飾り、ブローチにもなるように作られたアクセサリーと、花束。

「ねえ、アリア……」

「デイジーは、『純潔』を表すんです」

「……じゅん、けつ……」

「そして土台のほうは……これは、ルビー、エメラルド、ガーネット、アメシスト、ルビー、ダイヤモンド。頭文字を取ってＲＥＧＡＲＤリガード、『敬愛しています』と言う意味を示すものですね」

　私は、その私の腕で抱えれば、顔まで隠れてしまいそうな大きな花束と、装飾品を見つめた。




　──『純潔』な関係でもいいって。清いままの結婚でも愛してくれているって、そういう意味ととっていいの？




　私は一生この小さな体。

　男性の、そういった愛を受け止められる体じゃない。

　それでもいいと、そう伝えてくれているのだろうか？




　──ねえ、アドラメレク。それでいいって。いいって言ってくれるの？




　ぽろ、と一粒涙がこぼれ落ちた。

「リリス様!?　どうされましたか？」

　側仕えしてくれるアリアが、私のその様子に驚いてかがみ込んで目の高さを合わせる。

　幼女になる前。

　ただの辺境伯の娘だった頃。

　確かに厳しい土地で、お父様達と厳しい環境の中生きてきた。けれど、決して一人の少女としての夢を持っていなかったわけじゃない。

「大人になったら、お父様のお嫁さんになるの」

　現実を知らない私は、そう言っては、お父様やお兄様達と笑ったものだ。

　普通の少女のように、結婚を、夢見ていた頃だってあったのだ。

　お父様とアスタロトの結婚式を心の底から祝いながらも、これは自分には与えられない幸福だと、かすかに胸をかすめたこともある。

　真っ白い、その特別な日のためのドレス。

　降り注ぐ花びら達。

　そうして、想い合う相手と、微笑み合いながら暮らす日々。

　そんな本来ならごくごく普通の憧れだって、あったのだ。

「あたち、……あたちでも、こんな、からだでも。いいって……。しょう、いってくれて、いりゅのかしら……」

　涙がこぼれ出すと、止まらなくなった。

　ぽろぽろ、ぽろぽろと、瞳からあふれては頬を伝い、床に丸いシミを作ってゆく。

「リリス、様……」

　おろおろとうろたえながらも、アリアが私の頬をハンカチで拭ってくれる。そして、抱きしめ、背を優しく撫でて宥めようとしてくれた。

「大丈夫です。大丈夫です。毎日毎日、思いを伝えるためにたくさんの贈り物を送ってくださったじゃないですか。それも、何かしら思いを伝えるようなものばかり。……とても、想われていらっしゃると思いますよ？」

「しょう、かな……」

「リリス様」

　抱きしめる腕をほどいたアリアに、そっと頬に手を添えられ、名を呼ばれた。

「ご自分で、きちんと確かめていらっしゃったらいかがでしょう。言葉にしなければ伝わらない想いもございます。ね？　私が、お二人がお話をするお時間をとれるよう、手配してきましょう。どうでしょう？」

　どうしよう。

　それで、私の思い違いだとしたら。

「……アリア、わたち、こわいわ。……かんちがいだったら、はずかしいでしゅし……」

　私は、その思いを素直にアリアに吐露した。

　すると、アリアはくすりと微笑んだ。

「あれだけ、想われているのです。あの贈り物の、あの想いの数々をもう一度お確かめになれば、おわかりになりますよ。……ごゆっくり、お考えください。お申し付けくだされば、私はいつでもアドラメレク様との手引きをお手伝いしますから」

　そう言って、アリアは再び優しく私を抱擁してくれたのだった。




　そうして夜になって、アリアも部屋を辞して、一人になった。

「……どう、しよう……」

　私は、まだ心を決めかねていた。




　──本当に求められているの？　もし、からかわれているのだとしたら？




　うっかりそれで勘違いでもして、その気になっていたなんて、恥ずかしい。もしそうだとすれば、いっそ消えてしまいたいくらい。

　でも、本当に求められていたとしたら？　こんな体だけれど、アスタロトのように、みんなに祝われて、白いドレスとベールをかぶって。アドラメレクが私に向かって、永遠を誓うために手を差し伸べてくれるのだろうか。

「リリスちゃんのシャボンの香りのほうがいい」

　そう言って、私の小さな膝枕で眠ってしまったアドラメレクの言葉と寝顔を思い出す。寝ているときに見た、きれいな長いまつげ、赤く艶やかな唇。片目の下にある小さな泣きぼくろは、大人の色気を感じさせる。

　そして、優しい言葉と行動。

　最初こそ誤って私をこんな姿にしてしまったけれど、それを最初のきっかけとしつつも、彼はずっと私に優しかった。甘やかし続けてくれた。

　そんな思い出ばかりが私の記憶によみがえってくる。

　胸が、きゅうっとした。

　心が、不安と期待の間で揺れる。

　私は、部屋に置かれている大きなクローゼットへと歩いて行く。

　扉を開けると、中は、アドラメレクから贈られたものがぎっしりと詰まっていた。

　だめになってしまった代わりの、色とりどりの意匠をこらしたドレス達。かわいいアクセサリーにリボンに靴。

　それらの一つ一つを手で触れながら、贈られたときに一緒に添えられていたメッセージを思い出す。




　──アドラメレクはこれだけの想いを贈ってくれたのだ。




　ならば、私も、その思いに対しての返答をきちんとしよう。

　そう思って、私は決心したのだった。




　私は、呼び鈴を鳴らしてアリアを呼んだ。そして彼女を通してアドラメレクにアポイントを取ってもらう。それはすぐに受け入れられ、あの東屋が場所として指定された。

　私は、一人で東屋へ向かった。

　今は夜。

　明るい満月と星々が天井に輝いている。

　東屋に着くと、すでにアドラメレクがベンチに腰を下ろして待っていた。私の姿を認めると、手を振って笑顔を送ってくれる。

「アドリャメレク……！」

　こんな時に相手の名前を噛んでしまう自分の身を悔やみながら、私は駆け足になる。

「ちょ、リリスちゃん。そんな小さな体で走っちゃあぶな……」

　アドラメレクが立ち上がって、私のほうに駆け寄ってくる。

「あっ……！」

　私の足がもつれて、バラの小道の途中で転びそうになる。

「きゃ……！」

「……おっと！」

　転倒しそうになった私の体は、すっぽりとアドラメレクの体の中に受け止められた。

「良かった……」

「アドリャメレク……。あり、がとう……」

　私はうつむいたまま、お礼を言う。なぜなら、頬の熱が感じられるほどで、そんな顔を見せるのは恥ずかしいと思ったからだ。

「無事で良かった。怪我は魔法で治せるとはいえ、姫に痛い思いをさせたくはないからね」

　安堵のため息と共にそう告げられて、ふわりと抱きしめられる。

「このまま抱き上げても？」

「あい」

　私は顔を上げてアドラメレクと顔を見合わせる。もう耳朶まで熱い。でも、恥ずかしくても、彼の顔が見たかったのだ。

「では、失礼して」

　そんな私の思いを知ってか知らずか、彼はふわりと私を姫抱きにする。

「このまま、約束の場所まで行こう」

　そう告げられて、私達は約束した東屋まで共に向かった。そして、やがて東屋に着き、前と同じく私を座らせ、その横に彼が腰を下ろす。

「今日は会えてうれしいよ、リリス姫」

「あの。きてくれて、ありがとうでしゅ」

「そりゃあ、愛しのリリス姫からのお誘いだからね。もちろん何を置いても来るさ」

「……あの。プレゼント、ありがとうございましゅ」

「お気に召してくれたかな？」

　そうして会話をしたあと、私は、あのデイジーを、鎖を通してネックレスにしていたものを、服の中に隠していたものを、引っ張り出して見せる。

「……それは、贈ったばかりのものだね」

「……はなことば……、じゅんけつ、でしゅよね」

「そうだね」

「……しょれでもいいと、わたしへの、けっこんのもうしこみは、ほんとうだと、おもって、いいんでしゅか？」

　胸が、ドキドキと高鳴る。期待と不安が入り交じり、もし間違えているかもという考えが頭を占めて、今にも消え入りたい気分だ。

「わたちは、きよい、けっこんしか、できましぇん。しょれでも……」

　そう。清い結婚しか出来ない。一般的な男性が求める、男女のそういった関係は持てないのだ。それをするには、私は永遠に幼いままだから。

「そうだよ。……それを伝えたくて、贈ったんだから」

「アドリャメレク……」

　私はアドラメレクのほうを見る。するとそれは彼も同じようで、目と目が合う。アドラメレクのサファイアの瞳が、夜空を照らす月に照らされてキラキラと美しい。

「……清くていい。結婚したいと思ったのは君。君が君でいてくれて、私の生涯のパートナーとして共にいて欲しいから、それだけだ。私は、優しくて、真面目で、賢くて……そんなリリス姫が好きだよ。一緒に人生をともにしたいと思っている」

「ふえ……」

　まっすぐに私をアドラメレクの誠実なその言葉に、涙があふれ始めてしまった。ぼろぼろと涙があふれ、次々にこぼれ落ち、ドレスのスカートを濡らしていく。

「ああ、ドレスが濡れてしまうよ」

　アドラメレクがスーツのポケットからハンカチを取り出し、そっと頬を流れ落ちる涙を拭ってくれる。

「姫、姫。泣き止んで。まだ、話したいことがあるんだから……ね？」

　そう言いながらも、一気に押し寄せた喜びからあふれる涙は、堰を切ったようになかなか収まらない。それを彼は涙をハンカチで受け止めながら、根気よく待っていてくれた。

　そうしてしばらく泣いて、泣き止んだあと。

　ようやく、私が落ち着いたのを見て取って、アドラメレクが居住まいを正した。

「姫。私の花嫁になって欲しい」

　そうして、小さな箱を目の前に差し出された。

「……これ……」

「開けてみて欲しい。……そして、受け取って欲しい」

　私は、小箱を受け取って、その蓋を開ける。

　そこに入っていたのは、リングに色石が並べられた指輪。その上に小さな花が載せられている。小さな花はパヴェ、メレダイヤを敷き詰めたデイジー。それが納められていた。

「これ……」

　すると、アドラメレクがベンチから立ち上がって、私の座る目の前に片膝をつく。

「正式にプロポーズしたくてね。……きれいなままのリリス姫と生涯を共にしたい。もちろん、その小さな体に、無体なことはしないと誓うよ？　……私の気持ちを、受け入れてはくれないかい？」

「……アドリャメレク……」

「さあ、リリス姫。この姫に答えを……くれないかな？」

「……もちろん……！　おうけ、ちましゅ！」

「ああ、よかった！」

　そう言うと、アドラメレクが立ち上がる。

　ふと目の前に影が差したかと思うと、額に触れるだけのキスをされた。

「指輪をはめさせてくれる？」

「……あい」

　私の手の中にある箱から、アドラメレクが指輪を取り出した。

「左手を貸して？」

　そう言って、アドラメレクが手を差し出してくる。私は言われるとおりに左手を彼の手の上に預けた。

　すると、すっと薬指に、指輪を差し込まれる。そして、それはぴったりと私の指に収まったのだ。

　私の指にそれを収めると、アドラメレクが色石の意味を説明し始めた。

「これはね、ダイヤモンド、エメラルド、アメシスト、ルビー、エメラルド、サファイア、トパーズを配しているんだ。頭文字をとると、ＤＥＡＲＥＳＴディアレスト。『私の最愛』と言う意味だよ。リリス姫。私と共に、生涯を共に過ごそう。私の最愛になってくれないかい？」

「……あい」

　そうして、優しい抱擁を交わして私達は互いの気持ちを確認し合う。

　夜空には月明かりが私達を照らす。そして、幾百ともしれない輝く星々達が、私達を祝福してくれているようだった。
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　こうして、互いの気持ちを確認し合ったあと、周囲の人達にそれを報告する作業が進んだ。

　魔族領の人達は、割合、理解も早かったようだけれど、問題は実家だった。

　そう。

　マーリンと同じく、お父様とお兄様達が大変だった。

「こんな幼い娘に無体なことを強いる気か！」

「気は確かか！」

「そういう趣味なのか！」

　とまぁ、ありとあらゆる勘違いの言葉が私達に降りかかったのだ。

　もちろん実家にアドラメレクと一緒に挨拶に行ったのだけれど、カインお兄様を除いて花言葉など知らない武闘派なお父様とアベルお兄様に理解してもらうのは、なかなか難儀した。

「あなた、私は先に二人に事情を聞いていますけれど、清い結婚をすると、それでも生涯を共にしたいのだと聞いているのです。耳を貸して差し上げたらどうですか？」

　そう言ってフォローしてくれるのはアスタロトお義母かあ様。

「アベル様、結婚とは、幸福を共に分かち合う相手を得るという意味でも、とても大切なことだと思うのです。……私達のように」

　と言って、そっとアベルお兄様の手に手を重ねて、やんわりと諭してくれるフェリシアお義姉ねえ様。

　そうして周囲の理解ある人の協力を得つつ、家族みんなに理解してもらって、私達はやっと正式に結婚出来ることになったのだった。
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　空は晴天。雲一つない晴れた日。

　祝福する人々が投げてくれた白い花びらが、私の頭上に、ひらひらと舞い降りる。

　私はお父様に抱っこされて、その赤く長い絨毯の敷かれた先で待っている、アドラメレクの元へ連れて行かれる。

　魔王城のバラ園で、私達はガーデンウェディングをするのだ。

「永遠に嫁になど出さないと決めていたのに……」

　そう言って、お父様が私を抱いて歩きながら泣いている。




　──いやまあ、私も結婚出来るなんて思ってもみませんでしたけどね。




　父親が娘の結婚式で泣くという常識を上回る以上の泣きようで、私への溺愛を周囲の人々に披露していた。

「リリス、おめでとう」

　そう声をかけてくれたのは、もうアドラメレクの元へ到着する寸前という親族席で立っていたカインお兄様だ。

「ありがとう。カインおにいしゃま」

「俺達のように、幸せになるんだぞ！」

　フェリシアお義姉ねえ様と手をつなぎ合いながら祝福してくれる、アベルお兄様。

「リリスちゃん、幸せになってね」

　アスタロトも、我がことのように幸せそうな笑顔で祝福してくれる。

「さあ、花婿の元へ向かうといい」

　ルシファー陛下が、先へ進むよう促す。それに同意するように頷くベルゼブブ。

　壇上のアドラメレクが、これ以上ないという極上の微笑みで、手をこちらに差し伸べて待っている。

「リリス姫」

「アドリャメレク」

　こんな時にも噛んでしまうのが悔しいけれど。私は彼の手を取り、そして、お父様は親族席に去った。

　私達が魔族の神父の前に揃うと、場がしんとする。

　神父が、魔族の神への祈りを始める。

　私とアドラメレクの名前が混じった祝いの言葉を唱え、私達に祝福を与える。

　そして、いよいよだ。

「アドラメレク。汝は、この女性を永遠の伴侶とし、夫として彼女を護ることを誓うか」

「はい、誓います」

「リリス。汝はこの男を永遠の伴侶とし、妻として夫を支えることを誓うか」

「はい、ちかいましゅ」

　アドラメレクが私の花嫁のベールをまくり上げて、目を細める。そして私は、そっと触れるだけの誓いのキスをした。

　祝福の花びらが観客席のみんなから投げられ、それが私達の周りに舞い落ちる。花嫁の白と私の色のピンクの花びらだ。

　こうして、私達は晴れて正式な夫婦になった。

　それは清い結婚だけれど、とても幸福な結婚だ。




　──永遠に、生涯を共に出来るのだから。
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　こうして無事に結婚式は終わった。

　ガーデンパーティーは立食式で、軽い軽食から私の大好きな甘い小菓子まで、色とりどりに取りそろえられており、大人達は泡立つワインで結婚を祝ってくれた。

　そうして、夜の帳がおり、形式上の、『白い結婚』といいつつも、そのときが……『初夜』がやってきたのだ。




　──えっと。




　形式上とはいっても、私は初夜用のシルクでできた薄いワンピース状の夜着をたった一枚着ているだけだった。




　──本当に、しないのかな。




　期待するような、怖いような。

　そんな相反する気持ちが、心の中で入れ替わり立ち替わり持ち上がってくる。

　十五歳の心の私としては、結婚したのだからアドラメレクを……夫を受け入れたいような気持ちもしてくる。そして、そういった行為にも好奇心があった。

　けれど、四歳児の私の体ではそれは無理だというくらいの貴族女性としての教育は受けていて、とてもじゃない、そんな行為は無理だと怖くなる。




　──ああ、そうか。




　これは、形式上の結婚。

　そういう行為を持ちたければ、彼は外で持てばいい。

　私以外の女を抱けばいいのだ。戯れに。彼ぐらいの地位と容姿を持っていれば、相手をする女はいくらでもいるだろう。




　──って、あれ？




　ちょっと待って？　なんかもやもやする。

　でもそれってなんか私焼き餅を焼き始めているみたいじゃない？

　違うわよね？

　これは契約結婚？

　いや違う。もちろん、心も通じ合ったはず……だけれど。

　そうして、やきもきしながらベッドで一人待っていると、部屋の扉が開く音がした。

「お待たせしてすまないね、リリス姫」

　アドラメレクだ。

　彼も、下には夜着だけなのだろう。ガウンを羽織った姿で現れた。

「……アドリャメレク……」

　私のほうに歩み寄ってくる彼に声をかける。

　そうして、ようやく広い部屋を歩いて私の元へやってきて、ベッドに腰掛けている私の横に彼が腰を下ろす。きしむベッドの音に、ドキンと胸が高鳴る。

　微笑みを浮かべたアドラメレクが、私のほうを見て片方の手を私の頬に添える。

「……怖い？」

　その言葉にどう答えたらいいんだろう？

「こわい」と答えたら、その行為を期待しているかのようだ。

「こわくない」と答えるのであれば、一体このシチュエーションをどう切り抜けたらよいのだろう？

　なぜならあまりにも『初夜』然とした雰囲気に、私は当惑していた。

　なんだかよくわからなくなってしまって、私は両手で自分の頭を抱え込む。

「どうして、こういうじょうきょうなのか、わかりまちぇん」

　なんだか、頭の中が混乱でぐるぐるしてきてしまった。

　もう、恥じらいも恐怖も困惑もないまぜになって、頭の中がごちゃごちゃだ。

　ところが。

「あはははは。ごめん、ごめん。からかい過ぎたようだ」

　私の両の頬をふにふにと優しく揉んで、アドラメレクがおかしな雰囲気を一瞬にして壊してくれた。

「ふえ？」

　ほっぺたを引っ張られているので、変な声でしか返答が出来ない。

「……何もしたりしないよ。あ、でもそうだなぁ……」

　私の頬を解放してから、ぽん、と自分の手を自分の拳で打つアドラメレク。

「姫は柔らかくて気持ちがいいし、シャボンのいい香りがする。……お許しをいただけるなら、添い寝をする権利をいただきたく存じます」

　恭しく片手を胸に当てて、彼は頭を下げてみせる。

「しょいね」

　申し入れがあまりに意外で、私は瞳をぱちくりとさせる。

　そんな私を横目に、アドラメレクは羽織っていたガウンを脱ぎ去り、袖机の上に載せた。そして、「よいしょっと」と声を出しながらベッドの奥のほうへと腰を移動させて体を横たわらせて、枕の上に頭を置く。

　そして、なぜか、私側のほうの腕が差し出されていて、ぽんぽんとベッドの上を叩くのだ。

「ふえ？」

「『ふえ？』じゃなくて。添い寝のお誘いだよ」




　──えっと？




　私は再び頭の上にクエスチョンマークをぐるぐるとさせる。するとアドラメレクが盛大にため息を漏らした。

「腕枕。ここに君が寝て、私の腕を枕にして寝るの」

「ええええええ！」

　それはとっても恥ずかしいことなのではないだろうか!?

「だってそれじゃ体同士がくっついちゃうし……」

「……嫌？　夫婦なのに？　形式上だからそうだな……パートナーでも？」

　正直私は男の人と一緒に寝たことなど一度もない。なにせ、お父様やお兄様達とだって寝たことはないのだ。抵抗があって当たり前だと思って欲しい。

「あーあ。せっかく明日の朝、私の花嫁になったリリス姫に素敵なプレゼントを披露しようと思っていたのになぁ」

　そう言って、わざとらしく盛大にため息をついてみせるアドラメレク。

「え！　プレゼント？」

　私は寝転がっているアドラメレクの体と、開いている腕の間に身を乗り出す。

「捕まえた」

　くすりと笑ったアドラメレクに、私の小さな体が片腕でたやすく捕らえられる。そして、もう片方の腕が伸びてきて、私を両腕で抱きしめた。

「にゃ！」

　何を！　と叫ぼうとして、その口にそっと指先が添えられて制される。

「……一緒にいるのって、温かいと思わない？」

「…………」

　私は、その言葉の意味を確認しようと、抵抗しようとするのをやめてじっとしてみる。

　彼の体は私より体温が高くて。私の小さな体を温めてくれる。

　私の頭を支える、一見細く見える腕は、硬くたくましい。

　目の前に見える彼のサファイアの瞳には私が映っていて、そこにエメラルド色の長いまつげが影を落とす。赤く艶やかな唇は、優しく笑みを浮かべて弧を描いていた。

　なんとなく、このまま抱き留めていて欲しいと。私の小さな体を、あなたの大きな体で包み込んでいて欲しいと、そう思ってまぶたをつむった。

「……こうゆうの、きもち、いいれしゅ」

「そう？」

「あったかくて。まもりゃれてるって、ゆーか」

「私は攻撃こそ出来ないけれど、姫のことを絶対に守れる自信はあるよ」

「しょーじゃなくて」

「？」

「……この、ぎゅーって、しゃれてるかんじが、いいんでしゅ」

「……ああ、そうか。ね、一緒にいるのって、いいでしょう？」

「あい」

　私は、返事をするかのようにアドラメレクの胸に顔を埋めた。

「毎晩、こうして、ただ君の寝室で眠ってもいいかい？」

「……あい」

　その言葉で私の、外で、という不安はあっさり解消された。

　そうしてしばらく、二人きりの静かな部屋の中で、ささやき合うように会話する。

　しばらくすると、すうすうと、私は規則正しい寝息を繰り返すようになる。

（寝ちゃったかな）

　そう感じ取ったアドラメレクが、私を起こさないように、そうっと上掛けを肩まで引き上げてくれた。

　そうして私達は、まるで互いに大切な宝物のように、一晩中抱きしめあいながら眠ったのだった。
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「まだだよ。あともう少し」

　次の日。

　朝食を終えると、昨日の夜聞いた『プレゼント』を披露するというアドラメレクに、目隠しをされながら誘導されつつ、歩いていた。

「まだれしゅか～」

「あともう少しだから」

　ここまでくると、もう、早く見たくて仕方がない。じれて、じれて、待ちくたびれて、叫びたいくらいだ。

「アドリャ……！」

　叫ぼうと思ったその矢先、誘導するアドラメレクの足が止まった。

「着いたよ。ここだ」

　でも、まだ目隠しされたままだ。

「リリス姫。私の花嫁への最初のプレゼントだ。花嫁の心の準備はできたかい？」

　私のまぶたを覆う手は、昨夜私を暖めてくれたその温もりを持ったもの。

　耳元にささやかれる声は、昨日二人で密やかに語り合ったもの。

　　──アドラメレクは私に素敵なことを教えてくれた。

　ならば、これから見せてくれるものも素敵に違いないわ！




「じゅんびは、いいれしゅ！」

　すると、ぱっと私のまぶたを覆っていた手から解放される。突然差し込む外からの光をまぶしく感じ、私は目を細めた。

「え……っ！」

　そこは真っ白な大理石で出来た部屋。

　天井には、小ぶりだけれど精巧な細工のシャンデリアが、三つも部屋の手前から奥へと飾られている。

　そして、右手には、アドラメレクから贈られた、たくさんのドレス達が吊されていた。

　左手には、靴を飾る棚に、きっと宝石や小物類をしまっているのだろう、いくつもの棚が並んでいる。

　そして、一番奥の中央には、天井から床までいっぱいの高さの、銀の細工で縁取られた姿見が置かれていた。そしてその横には、小ぶりの化粧台と、柔らかそうなクッションが布張りされた椅子が置かれているのだ。

「うわぁぁぁ！」

　私は歓喜に胸を躍らせ叫んだ。きっと、彼から見たら瞳が輝いて見えることだろう。

「姫専用のウォークインクローゼットだよ。この部屋を、結婚してくれたことへのプレゼントとして作らせたんだ」

「しゅごい……！」

　こんな豪華で趣味の良い部屋は見たことがない。

　確かに、ウォークインクローゼットだから、部屋としては小さめだ。けれど、衣装部屋を持つなんて陛下を除けば別格に近い。それにしてもこの衣装部屋、趣味がことごとく良いのだ。

　白の大理石を基調とした部屋。その天井に吊されたシャンデリアの蝋燭を模したランプは、魔道具式のようで白く透明な光を放つ。

　シャンデリアに飾られたいくつものクリスタル達は、精巧にカットされている。だから、ランプの光を受けて部屋中が複雑な模様を描きながら明るく照らす。しかもその反射して放つ光は白一色だけではなく七色のよう。

　部屋の戸棚類の色は部屋の色と合わせて白だけれど、鏡の前の椅子のクッションや化粧棚の上の小瓶などは私の色であるピンクで統一されている。

「姫」

　呼ばれて振り返ると、自然とアドラメレクに抱き上げられた。

　片腕に乗せられながら、二人で部屋の中に入っていく。

「……？　まだ、あいているところがいっぱいありましゅね」

　そう。

　ぱっと見ただけでも、まだドレスも靴もまだまだたくさん置くスペースがあるのだ。

「それはね、姫」

　アドラメレクに人差し指を摘ままれて、その指を立たせられる。そして、アドラメレクはというと、そこからずっと腕を伸ばしたところで自分の人差し指を立てていた。

「これから私達は長い間ずっと生涯を共に過ごすんだ。だから、どれだけ空きスペースがあっても十分なんだよ。これからまだまだ、可愛く賢い幼妻に、私はプレゼントし続けるんだから」

　その、人差し指と人差し指の距離が、『ずーっと』を示しているのだろう。

「アドリャメレク……！」

「これからもずっと大切にするよ、我が姫。そして、私は夫兼君の衣装係を務めよう。……一生ね」

　その言葉に、私の胸がいっぱいになる。いっぱいすぎて、彼の名前しか言葉が出なかった。

　最初は私のわがままだったというのに。なんと、私専用の豪華な衣装部屋を贈ってくれて、そしてさらに、専属の衣装係までしてくれるという。

「一生君を可愛い幼妻としてプロデュースするよ」

「アドラメレク！」

　私は思わず感激でいっぱいで、彼の頬にキスをした。

「……初めて、自分からキスをしてくれたね」

　ふふ、と嬉しそうに蕩けた笑みを湛えるアドラメレク。

「でもどうせだから、プレゼントのご褒美として、一つおねだりをさせていただきたいんですけどね」

　ん？　なんだろう？

「おねだり？」

　アドラメレクにしては珍しい。

　だって、陛下相手にだって、宰相という立場からか、自分から何かを申し立てると言うことはあまりない。

　もちろん私に対しては、最初に失敗、落ち度があったから、おねだりだなんてとんでもなかった。

　でも、でも。

　アドラメレクは素敵な優しい夜と、素敵な衣装部屋、そして、素敵な未来をプレゼントしてくれた。

「ひ、ひとちゅだけ、なら、いいでしゅ、よ？」

　ちら、と照れ隠しに横目で見ながら私は答えた。

「ここに、キスをしてくれないかな？　……私へのご褒美に」

　そう言って自分の唇を指さす。その弧を描く赤く艶やかな唇は蠱惑的だ。

　私は心臓の鼓動が高鳴るのと、頬も耳朶も熱を帯びるのを感じる。

「……ああ、そんなに照れてしまって。かわいらしい」

　目を細めてそう言う相手は余裕綽々といった態度でしゃくに障った。

「わたちだって、しょれくら……！」

　ぎゅっと目をつむって唇を押しつけようとした。

　すると。

　そっと、その唇に温かいものが触れて。

　薄く瞳を開くと、サファイアの瞳が優しい光を湛えてそこにあった。そのあと、軽く上唇、下唇と、順番に軽くついばまれていく。

「最初は、大事な思い出になるものじゃないとね」

　結局、上手にエスコートされるがままに、私は素敵な二人きりのキスを経験した。

「なら……」

　私は、その今アドラメレクから教わったばかりのキスをして返す。

　最初はただほんの少し触れるだけ。そして次に上唇をついばんで。そして最後は下唇。

「……しゃいしょのごほうびは、しゅてきな、おもいで、じゃないとね」

　にやっと笑ってアドラメレクに返してやる。

「ああ、それでこそ、リリス姫、我が妻だ。食べてしまいたいくらいに可愛らしい」

　片腕抱きだったのを、姫抱きに抱き直されて、アドラメレクがくるくると回る。私は振り落とされないように彼の首元にしがみつく。

　くるくる回ると私のドレスの裾と手首のレースがひらひらと翻る。

　そうして、私の素敵な真っ白い衣装部屋で、私達は幸せに笑い合うのだ。

　今も、そしてこれからも永遠に。

《了》







あとがき




　このたびは、この本を手に取っていただいて、ありがとうございます。著者のｙｏｃｃｏと申します。

　よく書籍化であるのは、追加ショートストーリーを書くことが多いのですが、この二巻を書くにあたっては、それだけではいつもどおりでありきたりだなと思い、エンディングを大幅に変えることを思いつきました。ウェブ版を読んで下さっている方は、驚かれたかも？　なんて思っています。

　姿は幼女、心は適齢期であるリリスに、結婚という形のエンディングを迎えさせるのは、一瞬どうなんだろうと思いましたが、なんというか母心といいますか。そして、一巻のエンディングとのリンクを考えて、結婚という形を取りました。

　勿論、結婚というより、「人生のパートナー」という方がより適切な関係性ではあるのですが……。

　全く異なるハッピーエンディングを楽しんでいただけていたら幸いです。

　そして、最後にみなさまに謝辞を。

　まず、担当のＨ様。エンディングの大幅変更など、色々とご相談に乗っていただきありがとうございました。

　次に、登場人物たちに、再び可愛らしい姿や表情を与えてくださった、にもし先生。本当にありがとうございます。表紙のリリスとウサギたちのイラストは本当に可愛らしくて、幸せです。ありがとうございました。

　そして最後に。書ききれないほどのたくさんの方々のご尽力でこの本があるのだと思います。そんな、この本に関わるすべての方に感謝しています。本当にありがとうございました。

ｙｏｃｃｏ
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